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　　　オープン










　春の麗うららかな陽が昇りきった頃、俺は薄暗い自室でふと目を覚ました。時刻は目覚ましをセットした時間の十五分前──午前七時十分。別に敵の気配を感じたわけでも、嫌いやな予感がしたからでもない。ただ、この時間に起きる事が習慣だっただけだ。そして、この時間にも拘かかわらず俺の部屋が薄暗いのは、曇くもっているからではない。窓が異常に小さいだけだ。

　じめっとした自室から耳を澄すましてみたが、人が起きている気配はない。

「……つまり、寝坊か」

　もちろん、俺が寝坊したわけではない。今日の朝食当番である筈はずの同居人が寝坊したのだ。

　……ったく。

　心の中で毒づきながらベッドから起き上がり、ドアを一枚隔へだてただけのリビングへ向かう。すると、リビングから続いているキッチンでは、昨日の夜にセットした炊すい飯はん器きがシュウシュウと音をたてながら一人で頑がん張ばっていた。

「お疲れさん」

　炊飯器にねぎらいの言葉をかけてみるが、もちろん返事はなし。分かっていた事なので、別に凹へこんだりはしない。

　この家の朝食の時間は七時三十分。その時間までに食べ始めなければ、学校へ遅刻する危険性が出てくる。つまり、タイムリミットは二十分。これから寝坊した本人を叩たたき起こし朝食を作らせたところで、ヤツの実力では絶対に間に合わない。何より、あいつはすこぶる寝起きが悪い。

「ってことは、今日も俺が作るわけか……」

　はぁ、と朝から不景気な溜ため息いきを一つ。しかし、そろそろ準備を始めなければ、朝食が白米だけになりかねない。冷蔵庫を開き、食材を取り出し、鍋なべに水を張り、火にかけ出だ汁しを取りながら食材を切って鍋なべの中へ。卵を割って、手早くかき混ぜ、油を引いたフライパンへ。もちろん、卵を流し込む際に一度フライパンを冷やす事も忘れない。グリルにアジの開きを並べ、作り置きしていたきんぴらを小皿に盛りつける。自分で言うのもなんだが、手て際ぎわは良い方だ。だてに十五年間、定食屋の息子として過ごしていない。

　粗方、朝食の準備が終わった頃、見計らったかのように炊飯器がピロリローン♪　と完成を知らせる。その時。カチャリとリビングの扉が開き、茶色の髪を肩の上でラフに切りそろえた背の高い女の子が顔を見せる。

「……ん？　あぁ、やっぱり奈ない斗とが作っていたのか」

　現れたのは、ゆるっとしたＴシャツを着ているのに、胸元には全くゆとりが無いという兵器的な体を持った同居人の一人、畑はた薙なぎ彩あや香か。ちなみに、どう見ても大学生だが、正真正しよう銘めいの十五歳。俺とは同学年である。

「おはよう、彩香。ところで、瑠る花かと真ま琴ことちゃんは？」

　瑠花と真琴というのも同居人で、俺と彩香を加えた四人がこの家の住人である。

「真琴は二階の洗面所で準備してたぞ。瑠花は見てない。どうせ起きてもいないだろ」

　ちなみに、この瑠花というのが本日の朝食当番だった筈はずの人物である。

　何となく予想出来ていた答えに、「やっぱりな」と思わず呟つぶやきが漏もれる。

「ちょっと起こしてくる。鍋なべが沸ふつ騰とうしたら火止めてもらっていいか？」

　料理下べ手たな彩香だが、そのくらいなら問題ないだろう。

「ん、分かった」という彩香の返事を聞いて、キッチンを離れる。玄関から続く階段を上がって、廊下を右へ。そこで、

「あ、ナイト君。おはよう」

　という声が響いた。声の出所である洗面所を覗のぞくと、そこには天使が居いた。

　鏡越しに笑いかけてくる彼女は、二に風ぶ谷たに真琴。一五〇㎝もない身長に、垂れ目のくりくりお目々。栗くり色いろの長い髪は、天然のふわふわパーマ。どう見ても中学生だが、こちらも正真正銘の十五歳の高一である。全く、世の中というのは分からない。

「真琴おはよう。もうすぐご飯出来るよ」

「わーい。楽しみ。あ、でも味み噌そ汁しるにはネギ入れないで欲しいなぁ♥」

「う、ん。分かった」

　誰もがイチコロのエンジェルスマイルを受け、思わず頷うなずいた後に後悔。ネギはいつ使えば良いんだよ……。しかし、頷いてしまったものは仕方ない。今夜の献こん立だての一つはネギ焼きにしよう。真琴には違うおかずを出せばいい。

　……て、待てよ俺。

　何で朝飯だけじゃなくて、夕飯も俺が作る事前提になってんだよ。一応、話し合いの結果、家事は分担する事になったんじゃねーのかよ。

　その配分がどう見ても俺の負担が大きすぎる割り振りだったとしても。それはあくまで、みんなが家事を覚えるまでの緊急処置だった筈だ。まぁ、三人の内で家事を覚えようとしている奴やつが一人でも居るかといえば……居ないのだが。

「……はぁ」

　溜ため息いきをつきながら、洗面所の斜ななめ前にある部屋をノック。しかし、やはり反応は無い。もう一度ノック。仕方ない。そう思い、ドアノブを回し、少しだけドアを開く。それから、

「瑠花、入るぞ」

　と、一応断りを入れて部屋に入った俺の目に映ったもの──それは一つの死体だった。いや、変死体が一つあった。……いや、一応事実を正確に伝えるとこうだ。

　ベッドから少し離れた所に置いた目覚まし（ベッドから離れた所に置けば、否いやでも目が覚めるだろうという作戦だったのだろう）に手を伸ばし、アラームを止めた姿勢のまま眠る女が一つ転がっていた。ベッドからほとんどずり落ちている彼女の真っ黒ストレートの髪は、綺き麗れいに放射線状に広がっており、左手は、まるで助けを求める戦地の少女のようにめいっぱい伸ばされている。

　大変残念な事に、これが残る最後の同居人。宮みやケが瀬せ瑠る花かである。

　その光景を、部屋の反対側で逆さまに転がる【うさこぱんだ】（瑠花のお気に入りキャラクターで、兎うさぎとパンダの融合体。正直あまり可愛かわいくない）が、ニヒルな笑みを浮かべながら見ているのが何だかシュールである。笑えないけど。

「うわぁ～。女として終わってる。あ、まだ起こさないでね。今カメラ持ってくるから♥」

　俺の後ろから部屋を覗のぞいたのは、エンジェル少女の真ま琴ことちゃん。

　その時、階段の下から声が聞こえた。

「なぁ、奈ない斗とっ！　なんだか魚が焦こげてる匂においがするんだが、大丈夫か？」

　いや、大丈夫じゃねーしっ！　ってか、焦げ臭くさいならさっさと火くらい止めて欲しいしっ！　そんな声を心の中に押し留め、慌あわてて「火止めてっ！」と階段の下へ叫ぶ。

　すぐに彩香の「分かった」と言う声が聞こえホッとした瞬しゆん間かん。ガンっ！　とか、グワンっ！　とか……とにかく何だか凄すごい音と共に、頭部が激しい痛みに襲われる。見ると、先程まで瑠花の手元にあった筈はずの目覚ましが、ジリリリリと音をたてて床に転がっていた。

「いっっってぇ」

「……う、るさい」

　ゾンビの声のような瑠花の、本日の第一声。

　怒る事も忘れ、痛みにしゃがみ込んでいる所に、真琴が携けい帯たいでカメラを起動させながら舞い戻り「えー。もう起こしちゃったのぉ？」と、残念がりやがる。

　いや、他に言うべき言葉があるだろ？

「なぁ～奈斗っ！　魚焼きグリルってどうやって火を消すんだ？」

　その上、一階からはそんな声まで聞こえてきて……。おいおい、つまみを回すだけだろ。と言いたいところだが、そんな声は痛みのせいで口から出ない。

「うぅぅぅ」

　地獄の深しん淵えんからわき上がるような瑠花の声に、「ムービー取ろっ」と真琴が携帯をピポパ♪

「奈斗～。ヤバいくらいコゲ臭いぞ」

　あぁぁぁぁぁぁっ。何なんだ、何なんだよ。どうしてこいつらは、朝っぱらからこんなにも俺を混乱させるんだ。

　そもそも、ただの定食屋の息子であった筈はずの俺が、どうしてこんな生活をしているかというと、話は三週間前──俺が【自じ立りつ都と市し】という特とく殊しゆな教育機関へと入学して一週間が経たった日に遡さかのぼる……。
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　黒くろ部べ奈ない斗とが生まれてすぐの頃。世界は大きく様変わりをした。

　第三次世界金融危機と呼ばれる大不況が、世界の経済状況を大きく変えてしまったのだ。

　それより前、日本は先進国と呼ばれており、今のように貧富の差も激しくなく、世界中から色々な物を買い集め、この国で手に入らないものなど何一つなかったという。

　しかし、それはすでに過去の話。

　二極化した経済格差。世界的な影響力の低下。自給率の低さからくる食糧不安。その他様々な問題がこの国を襲った。そして、その問題を解決する為、政府は２０１１年。超巨大プロジェクトを立ち上げたのだった。

　十五～二十二歳まで。高校生～大学生にあたる生徒を一学年に約一万人。全体で約七万人という莫ばく大だいな人数の学生を人里離れた閉鎖都市に集め、様々な仕事を振り分ける。そして、彼らに生産・潤じゆん滑かつ・運営──つまり、経済活動の全てを任せながら、都市の中だけで完結した自給自足を目指すという未知の挑戦。

　新たな経済モデルの模も索さくと、実じつ践せん的職業訓練による優秀な人材の育成。それが、世界でも類を見ない【低年齢型自立教育都市プロジェクト】であり、その実施地として建設したのが、この【自じ立りつ都と市し】である。

　一学年一万人という数の生徒を収容する為、この都市には十二校の高校、八校の大学が設置されており、教師達だけが住む【中ちゆう央おう特とつ区く】と呼ばれる場所を除けば、住人の全てが学生。

　都市の外がい縁えんは高い塀で囲われ、人や物の出入りは厳しく管理されている。その上、都市内での経済活動は個人に支給された電子マネー端たん末まつを用いて行われ、金銭の移動は全て都市の中央コンピューターによって記録、解かい析せきされる。

　それはさながら、囲いの中のマウスのようである。だが、その見返りとして、彼らは高校から大学まで、この国が用意する最高の教育環境を無料で与えられる。賛否両論を繰り広げながらも、プロジェクトの立ち上げから二年という速さで強引に設立された【自立都市】。

　そして設立から十年目の春。今年も一万人の新入生が、この都市へ入学してきたのだった。




　　　　[image: くぎり]




　中央特区を囲うように走っている路面電車の駅は四つ。東の駅から時計周りに【上うえ野の】【渋しぶ谷や】【新しん宿じゆく】【池いけ袋ぶくろ】と、日本の首都で実際に走っている緑の電車になぞらえた名前になっている。

　そんな中、俺が割り振られたのは西の【新宿】にある、新宿第三高校・一年Ｍ組だった。

　入学から一週間が経たち、少しずつ慣れてきた朝。俺が教室のドアを開けると、すでに半数以上の生徒が登校しており、それぞれコミュニティーを形成していた。

　特とく殊しゆな都市にある学校ではあるが、教室の風景はごくごくありふれたもの。黒板があって、教きよう壇だんがあって、机と椅い子すが並び、同世代の生徒が詰め込まれている。

　かくいう俺も、窓まど際ぎわから二番目、後ろからも二番目という微び妙みような位置の席に荷物を置くと、すぐに友人が話しかけてくる。

「おっす、黒くろ部べ」

　話しかけてきたのは右隣に座る佐さ久く間ま二じ郎ろう。大おお柄がらで短髪の彼は、入学式の日から妙みように気も合い、現在順調に友人関係を育はぐくんでいる【自立都市】で出来た最初の友人である。

「おはよう、良りよう太たは？」

「まだみたいだぜ」

　そう答えながらも二郎はあくびをかみ殺す。

「何だよ、お前もかなり眠そうだな」

「あぁ、結局昨日は緊張しすぎて朝五時まで眠れなかった。お前もって事は、黒部も眠れなかったのか？」

「あぁ、俺は四時まで起きてた」

　今日は、【職業選定試験】の結果──つまり、俺達がこれから七年間勤める仕事が発表される日なのだ。入学式の次の日から一週間続けられた試験では、筆記に面接。体力測定に心理テスト、その他様さま々ざまな審査が実じつ施しされた。その結果に基づいて決められた職業は、変える事など許されず、俺達に拒否権は無い。

　これからの学生生活だけでなく、その後に待つ社会生活へも影えい響きようを及ぼす発表を前に、俺が苦し紛まぎれの笑顔を浮かべた時、ガラっと音をたてて教室のドアが開く。

　その瞬間、騒がしかった教室が短い沈ちん黙もくに包まれ、教室中の視線がドアを開けた一人の生徒に注がれる。

　恐れというには好意が多く、畏い怖ふという程までの気き後おくれもなく、憧あこがれと言うには距離が近すぎる者に対して注がれる視線。しいて言うなら、このクラスの中では異質である彼女と、どう接すればいいのか分からない、という戸惑いの視線なのかもしれない。

　手入れの行き届いた真まっ直すぐに伸びる黒髪。モデルのように細くも長い手足。小さな顔にすっと通った鼻。毛穴一つ見つけられないつやつやの肌に、ぷっくりとした小さな唇。長いまつげのついた猫のような吊つり目。その上【自立都市】では珍しく、実家も金持ちというパーフェクトっぷりの美少女──宮みやケが瀬せ瑠る花かである。

　確かに、クラスメイト達が萎い縮しゆくするのも分からないでもない。

「おっ。宮ケ瀬さん、おはよう」

　しかし、隣に座る二郎は、そんな教室内の空気などものともせず、机の間をツンと顔を上げ歩いてくる彼女に声をかける。続けて俺も「よっ」と気楽に手を上げる。

　このクラスの大半が萎縮し、未いまだに距離を取りかねている美少女は、俺の後ろの席に座る生徒であり、どういうわけか俺らは友達……というのには少し違うが、いろいろ言い合ったり、二郎と逆ぎやく隣どなりに座る良太を加えて四人で昼飯を一緒に食べたり、移動を共にするなど……、まぁようするに〝いつものメンバー〟というヤツになっていた。

　確かに、世間知らずのお嬢様然とした態度と言動は鼻に付くものの、付き合ってみればコイツは結構アホだし、面おも白しろい奴やつだった。ちょっとからかえば、ムキになって突っかかってくる。でもだからって、その事をうじうじと気にしたりはしない。

　パッと見の華やかでツンケンしたイメージとはかけ離れた、ちょっと変わった、でも普通のクラスメイト。それが現時点で俺が抱いている宮みやケが瀬せ瑠る花かの印象である。

「何？　あんた達、寝不足？」

　自分の席に鞄かばんを置きながら、宮ケ瀬は俺達の顔を見て小さく笑う。

「あんた達に与えられる仕事なんて、大した事ないんだから心配するだけ無む駄だよ、無駄っ！」

　前言訂てい正せい。

　パッと見の華やかなイメージとはかけ離れたアホっぷりを発揮しながらも、期待を裏切らないツンケンさを見せつける残念なクラスメイト。それが現時点で俺が抱いている宮ケ瀬瑠花の印象である。

「えー、宮ケ瀬さんは今日の結果、気にならないの？」

「愚ぐ問もんね。今さら不安がったところで、結果が変わるわけじゃないもの」

　宮ケ瀬が発した直前の言葉など、欠片かけらも気にしていない様子で、二じ郎ろうは自じ慢まんげに胸を張る彼女に問いかける。

　確かに、今さら不安がったところで、割り振られる職業が変わるわけではない。だから宮ケ瀬の言葉は正論以外の何ものでもない……が。俺としてはどうしても、一つ言いたいことがある。

「おい、宮ケ瀬。朝、鏡見たか？」

「みっ見たわよ」

「じゃ、自覚あんだろーがよ」

　宮ケ瀬瑠花の目の下には、俺や二郎とは比べようもない程のくまが出現していた。

「こ、これはね。別に職業が不安で眠れなかったとかじゃないわよっ！　……そ、そう。本を読み始めちゃったら止まらなくなっちゃっただけでっ！」

「あー、はいはい」

「ちょっと、信じてないでしょっ！　本当なんだから」

「じゃぁ、何の本読んでたんだよ」

「っ！　……忘れた、けど」

「そっか、宮ケ瀬は本を読んでたんだな。信じる信じる」

「絶対信じてないっ！」

「はいはい、信じた信じた」

　勝者の笑みを浮かべる俺に、宮ケ瀬はそれでも「読んだんだから」とぶつくさ言っている。

　適当な本の名前を言っておけば良かったのに、めっぽう口くち喧げん嘩かが弱い奴やつである。まぁ、そういう所があるから、どれだけ美少女で家が金持ちだろうが、コイツと気楽に喋しやべれるんだろう。

「あれ？　どうしたんですか？」

　声がした方に顔を向けると、こちらへ歩いてくる男子生徒が一人。

「おはよう、良りよう太た」

　几き帳ちよう面めんに制服を着て、鞄かばんを抱えるように持つメガネの彼が〝いつものメンバー〟残りの一人、長なが島しま良太である。

【自立都市】に来る前は、ネット界かい隈わいでブイブイ言わせていた（本人談）オタク系で、困ったことに良太は──。

「黒くろ部べがあたしの言葉を信じないのっ！　いや、馬ば鹿かにされたと言っても過言じゃないわ」

「な、なんですとっ！　世界が慄おののく程の美しさを持った、この学園の女神。否、ぼくの女神である瑠る花かさんを馬鹿にしたなんて。奈ない斗と君、今すぐ瑠花さんに謝って下さい。そうでなければ、いくら君とぼくの関係であろうと、許すことは出来ませんっ！　瑠花さんの表情を曇らせるという事は世界の悪であり、ぼくの敵だという事を、奈斗君は理解すべきなのです。そもそもですね───」

　一目見た瞬しゆん間かんから、熱狂的宮みやケが瀬せファンになってしまったのだ。しかも、その猛もう進しんっぷりは誰も止めることが出来ない。このモードになっている良太の事を、俺は心の中で尊敬と呆あきれを込めながら、ひっそりこう呼んでいる。『恋愛暴走超特急』と。

　宮ケ瀬が関わらなければ、明るくイイ奴なのだから……まぁ、面おも白しろい奴って事で俺はそっとしてある。まだまだ続いている良太の宮ケ瀬賛歌は、いつの間にか宮ケ瀬の美び貌ぼうと世界の危機との関係性まで発展している。

「長島はすげぇ元気だな」

　そんな良太を見て、二じ郎ろうが驚く程のマイペースで俺に笑いかけてくる。

「……あぁ、そうだな」

　呆れ半分に頷うなずいた俺に、二郎は「うんうん」と頷き、「昨日もよく寝れましたって顔だ。尊敬するよな」と朗ほがらかに笑う。確かに、目の下にくまを作っている俺達とは違い、良太の目の下は健康そのもの。寝不足など微み塵じんも感じられない。

「なぁ、良太」

「何ですか？　ぼくは今、瑠花さんは地球を救える可能性を秘めた女性だという事を──」

「あぁ、それはもういいんだけどさ。お前、眠くないの？」

　いつの間にか、かなり壮大な話になっていたっぽい妄もう想そうを中断させた俺の問いかけに、良太は、質問の意図が分からないという顔をする。

「今日、職業発表だろう？」

「はい、そうですね」

　さも当たり前な顔で頷うなずく良りよう太たを、俺はその時初めて尊敬した。

「心配で眠れなかったとか無いのか？」

　だって、俺は。それに二じ郎ろうも宮みやケが瀬せも、こんながっつりくまを作る程、心配で眠れなかったのだ。

「ぼくは、昨日寝る前に『瑠る花かさんと同じ仕事になれますように』と十回祈ってぐっすり寝ました。ぼくが瑠花さんを想う気持ちは天に届くので心配ありませんっ！　（キリッ）」

　……心配だよ、お前の脳内構造がな。

「えーあたしは嫌いやよ。一緒に働いているところなんて想像出来ないもの」

　と否定しながらも、宮ケ瀬の口角は嬉うれしそうに上を向いている。

「いいえっ！　そんな事はありませんよ、瑠花さん」

　そして、良太は良太で、嬉しそうな宮ケ瀬の表情に気付く事なく、本気の説得にかかる。

「想像してみて下さい。瑠花さんは白衣の天使、ぼくは医者です。エリート街道まっしぐら。人生のゴールへそのままレッツゴーです。何よりこのシチュエーション、萌もえますよねっ！　あと、瑠花さんにはアイドルなんて職業もはまり役ですよね。そしたらぼくはマネージャーです。献けん身しん的に尽くします。あと、警察官になって街の平和を二人で守るなんていうのもアリですね。危機に陥おちいった時、それがラブストーリーの始まりです。あとあと、こんなのは──」

　まだまだ続く良太の演説を、宮ケ瀬は「馬ば鹿かじゃない」とか「そんなわけないわよ」など口では否定しつつも、やはりどこか上機嫌に聞いている。全くもって、褒ほめ言葉に弱いヤツである。

「夢は広がるよな～」

　やっぱりどこかずれた事を言う二郎に、俺は呆あきれ交じりに「あはは、そうかもな」と言葉を返す。だけど、顔には自然と笑みが浮かんでしまう。

　状況が分かってるんだか、分かってないんだか。とにかく能天気に笑う二郎。

　いろいろ暴走気味だけど、いつでも明るい良太。

　そして、美少女だけど可愛かわいくない。しかも、ちょっぴり足りない宮ケ瀬瑠花。

　彼らが、俺がこの【自立都市】に来てから手に入れた、大切な友人達なのだ。

　高校生活の滑すべり出しは、今のところ──良好である。







　それから約十五分後。教室内は異様な熱気と緊張感に溢あふれていた。

　十分程前に、担任の草くさ木き栄えい之の助すけ（教師歴四十五年の御おん年とし六十七。通称、草くさ爺じい）がいつも通りのよたよた歩きで教室に入ってきて、生徒一人一人に配属先が書かれた封ふう筒とうをぷるぷると震えながら配り始めているのである。教室のあちこちからは、

「え？　俺、ビオトープ管理士って書いてあんだけど、結局これ何の仕事なんだ？」

「うそっ！　私、美容師だってっ♥」

「マジかよ、お前が医者って冗じよう談だんだろ？　絶対お前の居いる病院行かない」

　などという喜びや戸惑いの声が漏もれているが、出席番号順や席順で名前を呼んでいるのではないらしく、クラスの半分以上の名前が呼ばれても、まだ俺の名前は呼ばれない。

　しかし、周りで騒ぐクラスメイト達を見ていると、弥いやが上にも緊張は高まってくる。

　その時、二じ郎ろうの名前が呼ばれ教卓の前へ歩いて行く。草くさ爺じいに何か話しかけられ、こくこくと頷うなずく二郎が緊張気味なのが後ろ姿からでも分かった。封筒を受け取りこちらを向いた二郎は、俺らに笑いかけてくるが、やっぱりその笑みは硬い。

「あー、次は。長なが島しま良りよう太た君」

　二郎の次に草爺から名前を呼ばれたのは、良太。緊張しながら席に戻る二郎と、軽い足取りで封筒を貰もらいに行く良太が対照的な態度ですれ違う。

「おい、なんて言われたんだ？」

　教卓の前で草爺に一声かけられている良太を横目で見ながら、席に戻った二郎に問いかけると、「向いてると思うから、頑がん張ばれって」と緊張と照れを合わせたような表情を浮かべる。

「おっ、いいじゃん。見てみろよ」

　俺の声に頷いて、二郎はゴソゴソと封筒から紙を取りだす。

「どうだった？」

「……やった、黒くろ部べっ！　すげぇよ、俺スゲェーよっ」

　通知書を握りしめ、目を見開く二郎。どうやら相当凄すごい職業に割り振られたらしい。

「何なんだよ、何の職業だったんだよっ！」

　彼の様子に思わず俺も興奮気味に問いかける。弁護士か？　医者か？　政治家か？

「ラーメン屋、だぁっ！」

　だぁっ！　という掛け声と一緒に拳こぶしを振り上げ立ち上がった友人は、これ以上の職業は無いと踊おどりだしそうな勢いで喜んでいる。彼にとってラーメン屋とは、弁護士よりも医者よりも嬉うれしい職業だったらしい。まぁ、十五歳の欠食男子なんてそんなモノかもしれない。

「ラーメン食べ放題だぜっ！　凄くないか!?」

　満面の笑みで問いかけられるが、そのあまりのハイテンションに付いていけず「……あ、うん」と、冷静に頷いてしまった。一緒に喜べなくて、ごめん。

　しかしそこで、ふと違和感を覚える。すでに主あるじが戻っている筈はずの逆隣が静かすぎる気がするのだ。そっと良太を見た瞬間、俺は思わず「うわっ」と呻うめく。そこでは、一人の男が灰になっていた。「燃え尽きちまったよ、真っ白にな」そんなセリフまで背景に浮かんでいる。

「どうした、良太。そんな酷ひどい仕事だったのか？」

「奈ない斗と君……、もうダメだ」

　そんな酷い仕事なのか？　というか、この都市に一人の男を真っ白な灰にしちまう程に酷い仕事があるのか？　そう思い、彼の握る紙を見る。

　所属【ケーキファクトリー　シャンデリゼ】　職業【パティシエ】

「へ？　……パティシエ？」

　紙を覗のぞきこみ、俺は余計に首を捻ひねる。パティシエという職業。確かに男でなりたいと言う奴やつは多くないかもしれない。だが以前にテレビで見た【世界パティシエ選手権】に出ている人は男性が多かったような気がするし、別にそこまで嫌いやがる事じゃないと思うんだけど……。

「甘いもん、苦手とかか？」

　と聞いてみるが、良りよう太たは力無く首を振る。

「……確かに、ぼくは甘いものはあまり好きじゃないです。でも、そんな事はどうでもいいんです。本当に、どうでもいいんです」

「……じゃぁ、何が嫌なんだ？」

「ここ、見て下さい」

　指を差され、俺は通知書の一番下を見る。そこには──。

　採用予定人数　【１人】

「一人。つまり、ぼくだけが配属。という事は、ぼくは瑠る花かさんとは違うお仕事……。これからぼくはどうやって生きていけばいいんですか」

　……本当に、どうでもいい事だな。

　つーかお前。本気で宮みやケが瀬せと同じ職場になれると思ってたのかよ……。

「あー、なんつーか、頑張って生きろ」

　適当に励はげまし、俺は自分の椅い子すに座り直す。その時、肩をつんつん、とつつかれた。

　誰だなんて考えるまでもない。俺の後ろに座る生徒はこいつしかいない。

「んだよ、宮ケ瀬」

　後ろを向くと、そこには、にんまりと笑う宮ケ瀬瑠花。そして、俺にしか聞こえないくらいの声で、ぽつりと一言。

「美人って、罪よね」

　……知るかよ。黙って前を向くと、後ろから「ちょっと、無視!?」と抗議の声が聞こえてくるが、丁度そのタイミングで草くさ爺じいが俺の名前を呼んだのでこれ幸いと立ち上がる。後ろからはまだ抗議の声が聞こえてくるが気にしない。

　どうしてこいつは、こういう事を恥はずかしげも無く言えるかな……。溜ため息いきをつきながら教卓の前まで歩いて行く。が、そこでふと気付いてしまった。

　俺、……今から職業を言い渡されるんだった。

　宮ケ瀬や良太の馬ば鹿か話で忘れそうになっていたが、自立都市における職業の発表とは、人生の岐き路ろと言ってもいい重大な発表。

　……。

　…………どうしよう。

　緊張を自覚した瞬しゆん間かん、もうダメだった。手が一気に冷たくなって、いつもどうやって歩いていたのか分からなくなる。しかし、教室は俺に心の平静を取り戻す時間を与えてくれる程、広くはない。いつの間にか俺は教卓の前まで歩き終え、目の前には相変わらずぷるぷるしながら封ふう筒とうを手に持つ草くさ爺じいの姿。

「あー黒くろ部べ君。えー世の中には色々な仕事があります。でー君はこの仕事について、そのーいろいろ思う事でしょう」

　……ん？　草爺、その言い草はなんだかおかしくないですか？

　……もしかして、それは、いろいろと思う仕事って事すか？

「えーしかし、この都市に無む駄だな仕事は、まー一つもありません。んー。えー……頑がん張ばって」

　……えっと。なぁ、草爺。それ、死亡フラグすぎじゃね？

　草爺から差し出された封筒を受け取りながらも、きっと俺の顔は引き攣つってるだろう。鏡なんて見なくても分かるぜ。だって、右みぎ頬ほおぴくぴくしてんもん。

　しかし、草爺は俺のそんな態度に目もくれず、次の生徒の名前を呼ぶ。

　落ち着け。落ち着け。草爺の言葉は、決して死亡フラグなんかじゃない。だって【自立都市】は、あくまで教育機関だろ？　生徒をダメにするような仕事は、この街では与えられないんだ。何か希望の職業がある生徒ならまだしも、特に就つきたい仕事があったわけじゃない俺には、そうそう嫌いやな仕事なんてある筈はずが無い……。そう、ある筈が無い。

　そう自分を納なつ得とくさせ、席に着くなり、えいやとぅっ！　と、封筒を開け、中を取りだし。

　取りだし。

　……取りだし。

「…………はぁ!?」

　その文字を追い、思わず飛び出した言葉がこれである。

　ショックだとか、嫌いやだとか。そんな話ではない。意味が分からない。俺の手元を覗のぞいた二じ郎ろうと良りよう太たも、笑うでもなく、慰なぐさめるでもなく。ただただ、言葉を失っている。

「えっ!?」

　背後から聞こえたその声──つまり宮みやケが瀬せの声に、俺はさらなる恐怖を覚える。

　───待てっ！

　という、俺の声は、残念ながら間に合わなかった。

「噓うそでしょっ！　信じらんないっ！　黒部の職業、キャバクラのボーイなのっ!?」

　よく通る宮ケ瀬の声により、俺の職業はクラスメイト全員に発表された。

　一瞬の沈ちん黙もくの後、教室中から吹き出す音と同情の視線が注がれた。

　所属【Clubクラブ　Butterflyバタフライ】　職業【キャバクラ店でのボーイ業務】

　もはや言葉も出てこない。教室中に言いふらしやがった宮ケ瀬に対する怒りも湧わいてこない。

「……ごめん、奈ない斗と君。ぼくケーキ屋頑がん張ばるよ」

「えっと黒くろ部べ。……あー、あのな。……店に行くから元気出せよ」

　両側から肩を叩たたかれ慰なぐさめられても、惨みじめなだけだ。いっそのこと、笑ってくれ。

「それではー、えー最後の一人。宮みやケが瀬せ瑠る花かさん」

「……え。あ、あたし？」

　名前を呼ばれた宮ケ瀬は、わざわざ俺の横で止まり「どんまいっ！」と呟つぶやいて肩に手を置いてきやがるので、「ウルサイ」と言ってその手を払う。

　実にムカつく。ムカつく……が。ははーん。と俺は教卓へ向かう宮ケ瀬の背中を見送る。

「えー宮ケ瀬瑠花さん。えーこの仕事は──」

「まって。あたし、そーいうのいーからっ！　ど、どうせ結果は変わらないんだものっ！」

　草くさ爺じいの言葉を遮り、宮ケ瀬は封ふう筒とうを勝手に受け取る。そんな宮ケ瀬の態度を気にするでもなく、草爺は「えーでは、頑張って」と言葉を送り「えーそれでは、あー職業についての詳くわしい説明はー、休きゆう憩けいを挟はさんでー、えー行います。ではーひとまずー、解散」と宣言。すぐに出席簿を持ち教きよう壇だんを降りる。

　その声と共に、教室が余計騒がしくなる。早くも腹が減ったのか、鞄かばんからお菓子を取り出す奴やつ。大きな声で遠くの席に話しかける奴。泣きだした友人を励はげます奴。嬉うれしさのあまり、変な踊おどりを踊る奴。そして、宮ケ瀬は封筒を握りしめながらも足を組んで偉えらそうに座っている。そんな彼女は、一見するといつも通りの宮ケ瀬に見える。

　きっと解放され、好き勝手に過ごし始めたクラスメイト達は気付いていないだろう。でも、俺は気付いた。宮ケ瀬の心が、手にとるように、俺には分かった。

　宮ケ瀬、お前。今、めちゃくちゃ緊張してるだろ。

　さっき草爺の言葉を無理やり遮ったのも、言葉を聞く覚悟が出来なかっただけだろ？

　だってお前、めちゃくちゃ手が冷たかったもんな。しかも、ちょっと震えてただろ。
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「おい、宮ケ瀬」

　にやりと笑って、俺は宮ケ瀬に向き直る。

「先に見てやろうか？」

「なっ、何であんたに先に見せなきゃいけないのよ」

「見づらいんだろ？」

「はぁ？　誰が？　何を見づらいのよ」

「じゃぁ、何で見ないんだ？」

「見るわよっ！　今すぐ見るわよっ！　見れば良いんでしょっ!?」

　言うが早いか、封筒から通知書を取り出すのが早いか。とにかく、宮ケ瀬は俺の前で封筒を開け、その中身に目を通した。が、次の瞬しゆん間かん。彼女はぴたっと動きを止める。

　え？　いやさぁ、ちょっとからかってはみたけど、まさかお前までヤバい仕事……なんて事は無いよな？　予想外の宮みやケが瀬せの表情に、俺は恐る恐る通知書を覗のぞきこんでみる。

　……。

　…………あ。

「……ははっ」

　思わず俺の口から笑いが漏もれる。しかし、それは可お笑かしくて笑ったのではない。どちらかと言えば恐ろしかったのだ。だって、なんて言えば良いかなんて分からないじゃないか。

　所属【Club　Butterfly】　職業【キャバ嬢】

「……同じ、店。噓うそだろ」

　だが何度見直しても、宮ケ瀬が握りしめている紙には【Club　Butterfly】と、俺の通知書と同じ店の名前が書かれている。そっと宮ケ瀬の顔を見るが、その顔はぽかんと口を半開きにして、手に持った通知書をただ見つめているままだ。

「おい、……宮ケ瀬？」

　と呼んでみても反応は無い。そりゃそうだろう。俺だって、キャバクラで働くなんて信じられないんだ。いや、男の俺がキャバクラで働くのと、女子である宮ケ瀬がキャバクラで働くのは意味が違う。

　どうにか慰なぐさめる……いや、せめて言葉をかけなければ。

　同じ店だな、一緒に頑がん張ばろう。違う。

　Butterflyってベタな店名だよな。違う。

　キャバクラって、キャバレークラブとキャンパスクラブ、どっちの略だと思う？　違う。

「ま、良かったじゃん、美び貌ぼうが活いかせる仕事でぐぼべっ！」

　選び抜いた俺のフォローは、どうやら大外れだったらしい。
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「馬ば鹿か馬ば鹿かしいにも程があるわよ。何であたしが。このあたしがよ。よりによってキャバ嬢なんてやらなきゃいけない!?」

　午後まで続いたガイダンスを終え、不本意ながら同じ職場に配属された俺と宮みやケが瀬せは、地図を頼りに職場への道を並んで歩いていた。

「俺だって嫌いやだけど、やるしかないだろう。そういう誓約でこの学校に入ってきたんだから」

　この都市に居る生徒達は、入学する前に〝割り振られた職業に文句を言わない〟という誓約を交わしている。しかし、宮ケ瀬は全くもって納なつ得とくしようとしない。

　正直、クラスメイトとしては楽しいが、宮ケ瀬とこれから七年間も一緒に働かなければいけないと思うと気が重たい。代わって下さいと懇こん願がんしてきた良りよう太たの気がしれないし、代われるものなら代わって欲しいとさえ思う。

　溜ため息いきを吐はき出しながら「でもっ！」と続く宮ケ瀬の愚ぐ痴ちを聞き流していると、案外すぐに目的地に着いた。学校を出てからまだ五分ちょいだから、通勤場所としては申し分ない。

　雑居ビルの一階に掲かかげられた【Club　Butterfly】という看板。

　壁のプレートには、［17:00～[image: ]5,000 19:00～[image: ]6,000 21:00～[image: ]7,000］なんて書いてある。

　まだ昼の三時なのでもちろん店は開店前なのだが、壁に掛かっているプレート以外は思ったより普通の雰ふん囲い気きである。

「ねぇ、この看板って何？　もしかして料金表？」

「俺に聞くなよ」

「高くない？　ぼったくり？」

「だから、俺に聞くなって」

　俺だって、キャバクラのシステムなんて分からない。

　もちろんキャバクラに行った事もない。

「ぼったくりとは失礼な。うちは明めい朗ろう会計」

　看板の前で途方に暮れていた俺と宮ケ瀬は、突とつ如じよかけられた言葉に驚き振り返る。

　振り返った先に居たのは、両手にスーパーの袋を提さげ、黒いスラックスに白シャツをいい加減に着た上級生っぽい男だった。ひょろっとした体形にメガネをかけているが、良りよう太たのようなオタク系メガネではない。どちらかといえば、インテリ系イケメン。しかし、やる気なく猫背に丸まった体からは、寝不足の学者のような雰ふん囲い気きが溢あふれている。

「で、あれだろ？　お前ら、うちの新入社員だろ？」

　顔を顰しかめながら問いかけてきたメガネ先せん輩ぱいの言葉に、俺は「え!?」と思わず声を上げる。

　まさか、この人が店の従業員なのだろうか？　俺のイメージだと、キャバクラの男性従業員ってボディービルダーのような黒マッチョだったんだが……。随ずい分ぶんと、まぁ普通の人だよな。

「んー。えっと、黒くろ部べ奈ない斗とと宮みやケが瀬せ瑠る花か」

　それぞれを指差され、俺達はこくこくと頷うなずく。本来なら、ここでしっかりと自己紹介でもして「よろしくお願いします」と言うべきなんだろうけど、そんな余裕は残っていない。

「じゃ、とりあえずついてきて」

　しかしメガネ先輩は、こちらの反応など気にした様子も見せず店の中へと入ってしまう。あまりの急展開に、俺は思わず宮ケ瀬を見る。すると彼女もメガネ先輩が消えたドアをぽかんと見ていた。

「……えっと、行こうか」

「入って平気なの？」

「……たぶん」

「たぶんじゃ困るんだけど」

「つったって、俺だって分かんねぇよ。とにかく、入るしかないだろ？」

　正直、俺だってこんな場所に入りたくない。それ以前に、この店が自分の働く場所だなんて信じたくない。

　でも、さすがに宮ケ瀬を先に行かせたら男としてどうかと思い、俺は躊躇ためらいながらも店のドアを開けたのだった。




　まず、扉を開けて一番に目に飛び込んできた大小さまざまな写真に、俺は思わず「うわっ」と声を上げていた。その写真は、やけにキラキラと着飾った女性の写真。

　俺の後ろから入ってきた宮ケ瀬も、それを見て「……えっ？」と小さく声を上げた。ま、そりゃそうだろーな。一番大きな写真の下には［今月のナンバーワン］なんて書かれているから、これはきっとこの店に所属するキャバ嬢の写真。つまり、将来的には宮ケ瀬も写真が飾られるという事なんだろう。

　……正直、同情に値する。

　だが、ここで立ち止まっているわけにもいかない。また勇気を振り絞り、フロントの前を通って奥へと進むと、今度は何だか高そうなお酒が飾り棚だなにズラリと並んでいて、俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　……これ、壊したら幾いくらなんだろう。そう考えただけで、背筋が震えた。

　次は何が現れるのかと怖こわ々ごわと角を曲がり、俺は思わずそこで立ち止まる。シャンデリアに赤い絨じゆう毯たん。いくつも並んだ高級感のある黒い机に、革張りの椅い子す。

　そこは、まるでテレビの向こう側の光景だった。

「あぁ、来たか」

　呆ぼう然ぜんとする俺らを見つけたのか、先程のメガネ先輩が近づいてきた。

　助けを求める心地で彼を見るが、「先に一人来てるから挨あい拶さつしといて」とだけ言って後ろを指差すと、俺の横をすり抜け行ってしまう。しかも、先輩が指差した席には誰も居ない。

　だがその時、誰も居ないように見えたソファーの背もたれから、ぴょこっと何かが現れる。

　それは……宮みやケが瀬せと同じ制服を着た──つまり、俺らと同じ高校に通っているのであろう女生徒。しかも、宮ケ瀬と並んでも遜そん色しよくが無い程の美少女である。しかし、容姿の系統は、宮ケ瀬とはかなりかけ離れている。

　くりっとした大きな垂れ目。栗くり色いろの髪の毛はふわふわと自然なカールを描きながら、彼女の動作に合わせて優しく揺ゆれる。一五〇㎝もないかもしれない身長は童顔と相まって、余計彼女の印象を幼くしているのだろう。彼女が中学生──しかも、中学に入学したばかりだと言われても、きっと素直に信じていた。

「あなた達も、新入社員ですか？」

　美しいというよりは、可愛かわいらしいという表現がぴったりの少女は、俺達を見ると小さく小首を傾かしげて、そう問いかけてくる。

「……あ、うん」

「二に風ぶ谷たに真ま琴ことです。よろしくお願いしますっ！」

　ぺこりという音がしそうな程、可愛くお辞儀をした二風谷さんは無む邪じや気きに笑う。ここ一週間ほど我わが儘まま美少女とばかり一緒に居たので、二風谷さんの笑顔が余計に眩まぶしく見える。その笑顔を向けられただけで、自然に俺まで笑ってしまう。

　この子と一緒に働けるなら、この仕事も案外悪くないかもしれない。そう心の奥で思っても仕方ない程、その女の子は可愛かった。

「俺は黒くろ部べ奈ない斗と。よろしく」

「う～ん、黒部奈斗君か……。じゃぁナイト君って呼んでいい？　騎き士しみたいでカッコいい名前だよね」

「え？　そ、そうかな」

「うん、カッコいいっ！　良い名前だよ♥」

　そう言われると、今まで無む駄だにカッコよすぎて恥はずかしかった自分の名前が、案外良い名前なんじゃないかと思えてしまうから不思議だ。

「……ありがとう」

「えへへ、どぅいたしまして」

　嬉うれしそうに大きな目を細めた二風谷さんは、すっと小さな手を差し出してくる。

　……えっと、これはアレですか？　挨あい拶さつ的な握手をしましょうという事ですか？

　男子的に言いますと、こういうスキンシップ的なものは、ものすごく照れたりするわけで。でも、そんなに無邪気な顔で求められると、嫌いやがるわけにはいかないわけで。いや、決して嫌なわけじゃないんだけどね……。あ、えぇ。もちろん分かっています。これは挨拶。全くもって恥はずかしくなんてないのだっ！

　差し出された手に、俺は別に何ともないですという顔で手を伸ばし──。

　……あ、小さくて、柔らかい手だなぁ。

　しかもなんだか、ちょっといい匂におい……。思わず手を握ったまま目を閉じそうになったところで、眠りかけてた俺の理性がどうにか復活。慌あわてて二に風ぶ谷たにさんから手を放す。

　危ない。あと少し手を放すのが遅かったら、色んな意味で落ちるところだった。

「が、頑がん張ばろうなっ！」

　慌てて笑みを浮かべて誤ご魔ま化かす俺に、二風谷さんは「？」みたいな顔を浮かべたが、すぐに満面の笑みを作り、「うん、一緒に頑張ろうっ！」と答えてくれた。

　その瞬間──。

「ぐあっ！」

　後ろからの正体不明の衝しよう撃げきに、俺はバランスを崩くずす。てかっ！　ヤバい。何がヤバいって倒れそうになっている方向がヤバい。驚いた顔の二風谷さんの顔がどんどん近づいてくる。

　無意識に、三秒先の大変けしからん未来を高速回転で妄もう想そうした瞬間。襟えり首くびを掴つかまれ「ぐぇっ」と息がつまり、続けざまに臀でん部ぶに衝撃。

「ってぇ」

　と声を漏もらしながら、俺に蹴けりを食らわせた後に、ぽいっと床に投げ捨てた奴やつを睨にらみ上げる。もちろん、俺の視線の先に居たのはこいつ。宮みやケが瀬せ瑠る花かに他ならない。

「何すんだよ、宮ケ瀬っ」

「…………」

　声を荒げて抗議するが、返されたのは軽けい蔑べつするような無言の視線のみ。

　そんな俺達を見て、二風谷さんはどうして良いのか分からずあわあわしている。だが、そんな二風谷さんに対して宮ケ瀬が向けたのは、俺に向けたのと同質の冷たい視線。

「あ、あの……えっと、あの……」

　ヤバい。瑠花の視線に射い竦すくめられた二風谷さんの大きな瞳から、涙が滲にじみ出る。俺は慌てて二人の間に立ち上がり、宮ケ瀬の視線から二風谷さんを隠す。

「こ、こいつ宮ケ瀬瑠花。俺と一緒のクラスなんだ。ちょっと変わってるだろ？」

　これ以上、この可か憐れんな少女を宮ケ瀬瑠花という猛もう獣じゆうの前に立たせてはいけない。

　そして、くるっと後ろを振り向き、宮ケ瀬にも「これから一緒に働く仲間なんだから、仲良くしようぜ」と、引き攣つりながらも告げるのだが……、返ってきたのは「ふ～ん。勝手に仲良くすれば？」の一言のみ。しかも、俺らに背を向けると「気に入らない」と言わんばかりの態度でソファーに腰掛け、こちらを見ようともしない。

　おいおい、何だよ、その態度は。つーか、お前は何でそんなに不機嫌なんだよっ！

　わけ分かんねぇ……。はぁ、と溜ため息いきをついて俺は二に風ぶ谷たにさんに向き直る。

「あー、ごめんね二風谷さん。あいつ、いつもあんな感じで」

　しょぼん、と肩を落としていた二風谷さんに声をかけた瞬しゆん間かん。彼女は沈んだ顔をしてしまっていた事に気付いたのだろう。慌あわてて明るく笑う。しかし、その笑顔には少し無理があって、頑がん張ばってどうにか笑っている。そんな表情だった。

「全然気にしないで下さい。マコちゃんけっこう初対面で嫌われちゃう事が多いんです。挨あい拶さつとか、緊張しちゃってちゃんと出来ないからかな……えへへ。あ、呼び方は真ま琴ことでいいですよ。これから一緒に働く仲間だもん」

「うん。そう呼ばせてもらうよ」

　心配させまいと必死に明るく振る舞う姿は、本当に健けな気げで可愛かわいい。

　是非、真琴の爪の垢あかを煎せんじて宮みやケが瀬せに飲ませてやりたいところだ。横目で宮ケ瀬を見ると、一瞬だけ目があったが、すかさず「ふんっ！」と視線を逸そらされた。

　さっぱり分からない宮ケ瀬の怒りの原因に、俺が頭を抱かかえそうになった時。

「待たせたなぁ」

　と、先程のメガネ先輩がやる気無い猫背で歩いてくる。

「これで今年の新入社員は全員」

　その言葉に彼の後ろを見ると、そこには……なんというか。ちょっと妙みような女の子が立っていた。妙と言うのは、顔が可お笑かしいとか、動作が可笑しいとか、そんな事ではない。

　この仕事を割り振られただけの事はあり、彼女も真琴や宮ケ瀬と並べても遜そん色しよくないくらい美人ではあった。だが二人と同じように、彼女を「美少女」と呼ぶには抵抗がある。

　確かに、彼女は美人ではある……が、どう見ても「少女」ではないのだ。

　まず、身長は俺より少し低い程度なので、一七〇㎝近くはあるだろう。その上、顔立ちは大人びているし、何となく物腰も落ち着いている。ラフな感じに切りそろえたショートヘアも、大人っぽさを引き立たせるのに一役かっているのかもしれない。知らずにすれ違えば、真琴とは逆の意味で同級生だとは微み塵じんも思わなかっただろう。

　しかし彼女が着用しているのは、宮ケ瀬や真琴と同じ紺こんのブレザーとチェックのスカート。それが彼女に覚える違和感の最もたる所だった。しかも、ブラウスとブレザーに包まれた胸元は、はち切れんばかりの盛り上がりを見せており……。

　なんかもう、残念ながら妖あやしいコスプレにしか見えなかった。

「畑はた薙なぎ彩あや香かです」

　味気ないくらいさっぱりとした自己紹介をして小さく頭を下げた彼女は、やっぱり高校一年生と言うには落ち着きすぎている。

「よろしくねっ！　あ、マコちゃんの名前は、二に風ぶ谷たに真ま琴ことです」

[image: ]

「よろしく。俺は黒くろ部べ奈ない斗と」

「あぁ、よろしく」

　真琴に続き俺が挨あい拶さつをして、それに彩あや香かが答え、

「…………」

　その後、しばしの沈ちん黙もく。皆の視線の先は、未いまだにソファーで足を組んでいる宮みやケが瀬せに集まっていた。「あ、えっと」と、慌あわててフォローしようと試みたが、すでに場には微び妙みような空気が流れてしまっている。

「ごめんなさいっ！　きっと、マコちゃんが悪いんです……」

　宮ケ瀬の不機嫌を自分のせいだと思ってしまった真琴が、深々と頭を下げる。

「何？　早くも喧けん嘩か？」

　遠慮無い彩香の言葉に、俺はただ「えっと、いや」と苦い顔をするしかなかった。

「……んーで、自己紹介も終わったところで、俺も名乗らせてもらうな」

　終わったかどうかは謎なぞのままだが、ここは終わった事にしたかったのでメガネ先輩の発言に異論は無い。

「俺は深ふか城しろ洋よう司じ。四年でお前達の教育係みたいなもんだから、まぁ何かあったら言って。あ、あとみんなキャストの事は下の名前で呼ぶよーに」

　言い終わると猫背をより丸めて大きなあくび。正直あまり頼れる感じはしない先輩だが、俺が最初に抱いていたキャバクラの男子従業員（ガチムチマッチョ）が教育係だと名乗り出てくるよりは百倍マシである。

「あと、キャストの方のサポートは、もう一人用意しているんだが……遅刻だな」

　と、洋よう司じ先輩は腕時計を覗のぞきこみながら肩を竦すくめた。

「あの、一点いいですか」

　そこで彩あや香かが、手を上げる。

「……ん？　なんだ？」

「キャストって何ですかね？」

　思っていた疑問を彩香が先に聞いてくれたので俺も合わせて頷うなずくと、洋司先輩は「あぁ、そうか」と呟つぶやく。

「キャストって言うのは、店で働く女の子の事。ちなみに俺や黒くろ部べみたいな男性社員の事は、単にスタッフって呼ぶ。あ、黒服っていう事もあるか。あと……そうだな、ついでにいくつか説明すると、お客様を接待するこの場所はフロアで、テーブルの事は〝卓〟とも呼ぶ。それと、あっちにある一段高くなっている卓はＶＩＰ。他は何かあったか？」

　と、洋司先輩が店内を見渡していると、「おはようございまーす」と誰かが入ってくる。先輩はまた腕時計を見ると、「美み咲さ子こ、十分遅刻」と、フロントの方へ声を投げた。

「ごめんごめん。ちょっと講義が長引いちゃったのよ」

　現れたのは黒髪をさっぱりとクリップで留めた、ちょっと地味目な女性。若草色のワンピースと白いカーディガンがよく似合っている。

「これがさっき言ったキャストの教育係。矢や木ぎ沢さわ美咲子」

「ちょっと、ヨージ。これって言い方は酷ひどいんじゃない？」

「あぁ、悪い。このお方がキャストの教育係でございます」

「もぅっ……まぁいいわ。八木沢美咲子です、よろしくね」

　半分呆あきれるように息を吐はき出した美咲子さんは、俺達に向き直ると優しく微ほほ笑えんだ。その笑顔は何だか柔らかくて安心する笑みだった。

　俺には姉は居なかったが、こんな姉が居たら嬉うれしいなぁなんて思う。

　その後、とりあえず着替えを先に済ませようということになり、美咲子さんは新人キャスト三人と一緒に更衣室へと向かい、俺は洋司先輩に連れられ着替えに向かう。

　フロントの奥にあるカーテンを抜けると、そこがすぐに男子更衣室だったが……まぁ、ぶっちゃけ言えば狭かった。一いち畳じようちょっとの薄暗い空間。一見そこそこ綺き麗れいに整えられているように見えるが、ロッカーの上やラックの下に沢たく山さんの雑誌やら着替えやらが積まれていた。

「えっと、これに着替えて。あと、右下が黒部のロッカーな。空けてあるから好きに使って良いぞ。終わったらフロアに来てくれ」

　と、洋よう司じ先輩は手短に説明を終え、すぐに更衣室から出て行った。生まれてこのかた、十五年。ボーイの制服なんて着た事が無かったが、さすがに黒いパンツに白シャツ、その上に黒いベストを羽は織おるだけだったので、着替えに戸惑う事は無かった。心配していたネクタイも、フックで留めるだけの簡易蝶ちようネクタイだったおかげで全く問題無くつけられた。つーか、蝶ネクタイなんて、幼稚園児の発表会か芸人くらいしかつけているのを見た事が無い。

　自分の恰かつ好こうにまた少し気が重くなるが、いつまでも更衣室に居るわけにもいかずフロアに向かうと、テーブルにグラスを並べていた洋司先輩に「お待たせしました」と声をかける。

「……ん」

　顔を上げた洋司先輩が小さな声を上げ、少し不安な気持ちになる。

　制服の着かたでも間違えただろうか……。

「案外似合うじゃんか」

　俺の頭の先から、足元まで。一通りを見た後、彼は小さく笑ってくれた。

「……そうですか？　ちょっと恥はずかしいんですけど。特に、この蝶ネクタイ」

「思ってたより全然いい。タイは地位を表すものだから我が慢まんしろよ。俺だって最初は蝶ネクタイから始めたんだから」

「地位、ですか？」

「一番下っ端ぱの平ひらのボーイが蝶ネクタイ。平のボーイを纏まとめるマネージャーがクロスタイ。で、その上になると普通のネクタイになる。ま、慣習みたいなものだな」

　洋司を見ると、彼の首元には短い黒いタイが金色のピンで留められていた。

「見れば分かると思うけど、クロスタイをしている俺はマネージャー。そのうち来るけど、ネクタイをしているスタッフはチーフか店長か社長だから態度には気を付けろよ。って言っても、うちの店のトップで礼儀を気にするのは、フロアチーフくらいだろうけど」

　最後の方はほとんど独り言に近かったが、この店でネクタイをしている人は偉えらいと思っておけば問題ないのだろう。

「んで、女子の着替えはもう少しかかるだろうから、先にボーイの仕事を簡単に説明しておくな。今日からさっそくフロアに立ってもらうから、よく聞けよ」

　その言葉に、俺は思わず「えっ」と問い返してしまう。

「あの、研修とかそういうのは？」

「残念ながら、そんなもんは無い。うちは実じつ践せん教育。ま、心配すんなって。フロアでは俺がずっと横に居て何をするか指示を出すから」

「……え、はい」

　何だかよく分からないが、今日はとにかく洋司先輩の横に立ってればいいという事だろうか……。しかし、俺の教育係は親切丁てい寧ねいに俺の不安を取り除く事は無く、さっさと話を進めていく。

「んでだな、ボーイの仕事は大きく分けて二つ。一つはフロアでのウエイター業務。もう一つはキャストの管理」

「管理……ですか？」

「あぁ。体調管理から、メンタルケア。担当キャストの顧こ客きやく状況の把握など。つまり、キャストが最大限の実力を発はつ揮きできる手伝いってやつだな。ちなみに、黒くろ部べの担当はさっきの三人」

「……えぇっ!?」

　会った瞬しゆん間かんに剣悪な雰ふん囲い気きの三人（その雰囲気を作った原因は宮みやケが瀬せ一人にあるとは思うが）を一緒に担当しろと、今この人は言ったのだろうか……。

　顔を顰しかめた俺を見て、洋よう司じ先輩は気楽に笑う。

「毎年あんなもんだよ。それでも、毎年どうにかなってる。俺の代も何だかんだあったけど、今では結構仲良いよ」

　そうは言っても、今年はあの宮ケ瀬が居るのだ。クラスメイトとも上う手まく馴な染じめていない宮ケ瀬が、同世代の女子である同どう僚りようキャストと仲良くなんて出来る筈はずが無い。

「ま、問題はあるだろうけどさ、ゆっくりやればいいさ。それに、問題は多ければ多い程、黒部の能力は上がってく筈だから」

「……はぁ」

　そんな俺の自信の無い返事を聞いて、洋司先輩は小さく笑う。

「黒部さ、この仕事を言い渡された時、嫌いやだっただろ？」

　そう聞かれ少し迷うが、隠しても仕方がないので「はい」と遠慮がちに頷うなずいた。

「俺も最初、この仕事すげー嫌だった。ボーイの仕事なんて勉強しても何の役に立つんだよ？　って思ったし、馬ば鹿か馬ば鹿かしいとまで思った。でも、この仕事はスゲーよ」

　そこでふと気付く。今の洋司先輩からは、さっきまでの倦けん怠たい感かんを全く感じない。相変わらずの猫背なのに、その視線からは遠く未来を見据えているかのような強い意志さえ感じられる。

「ボーイはさ、店の中の最下層だ。でも、女の子を自分の判断で使わなくちゃいけない。つまり管理職なんだ。一年の時から管理職を任される職業なんて、俺は他に知らない。それに、上位学年になって店の中での地位を上げていけば、管理職を纏まとめるチーフや店長になれる。そして昇り詰めれば、いくつもの店を束ねる経営者だ。そうなれば、卒業後の進路だって夜の仕事以外に選択肢しは無数だ。人の管理を上手に、しかも女の子の管理が出来る人材なら、喉のどから手が出る程欲しいという企業は山程ある。

　ちなみに、今年の春に卒業した先輩は、今は大手芸能プロダクション勤務だし、グループ店の先輩は化粧品メーカーの人事コンサルタント。経営経験を活いかして経営者になった人も居るし、六ろつ本ぽん木ぎに店を出して、今では三店てん舗ぽのオーナーになった人も居る。つまり、この仕事は最下層から一気にのし上がれる」

　次々に放たれる洋よう司じ先輩の言葉は、まさに目から鱗うろこ。ボーイの仕事がそんな未来性のある職業だなんて思ってもいなかった。もちろん、これは職業を差別せず公平に評価する【自立都市】ならではの成果なのかもしれない。しかし、それだけで今の俺には充分だった。

「どう？　少しはやる気出てきたか？」

「……なんだか、少し」

　洋司先輩の言葉に、俺は無意識に頷うなずいていた。

「なら良かった。ま、焦あせる事はねぇから、ゆっくりやろうぜ」

　真ま面じ目めな話が終わった合図のように、洋司先輩から倦けん怠たい感かんが溢あふれだす。その次の瞬しゆん間かん。

「お待たせぇ～」

　という声がフロアの入り口から聞こえてくる。見ると、薄いピンクのミニドレスを着た真ま琴ことが小走りに駆けてくる。

「……うっ」

　その姿に思わず呻うめく。だって、その姿は──恐ろしい程可愛かわいいのだ。

「えへへっ。どうかな？」

　俺の目の前に到着した真琴は、そう言ってクルリと一周回ってみせる。彼女のドレスは濃淡違いの二色を使い、胸元には光こう沢たくのあるピンクの大きなリボンモチーフ。肩はフリルのついたストラップのみで、露ろ出しゆつした肩が真琴の華きや奢しやさを目立たせている。

　ツインテールを逆毛で膨ふくらました髪型は、どこか小型犬の耳を連想させてメチャクチャ可愛い。根元につけられている大きなリボンも、グッジョブだ。ちなみに言うと、持っている小さなバッグもリボン。ヒールにもリボン。後ろを向けば、背中にもリボン。ちょっとやり過ぎ感が否めない服装も、真琴が着れば驚く程に似合っていた。

「……う、うん。すごく似合うよ」

　気力を総動員して告げると、真琴は「良かった」と嬉うれしそうに笑う。その笑みに秒殺ノックアウトさせられそうになり、慌あわてて視線を後ろに向ける。

　そして「うおっ」と、またしても呻く。真琴の後から、ヒールの高い靴くつでぎこちなく歩いてくる彩あや香か。こちらも、さっきとは別人のようになっていた。

　彩香は胸元が大きく開いた白のセットアップスーツに、黒のキャミソールという組み合わせで、大きな胸を「これでもかっ！」という程強調している。だが、あえて飾りを少なくしたジャケットのおかげで知性的な魅力を兼ね備そなえ、いやらしくなりすぎていない。

　ショートの髪を軽く内側に巻いただけの髪型も、柔らかな女性らしさが出てスーツのキツさを緩かん和わしてくれている。正直、制服が似合っているとは言えない彩香は、これこそが彼女に一番相応ふさわしく、彼女の魅力を最大限に表す服装だと言えるだろう。

　あー、ダメだ。色っぽ過ぎて見てるとドキドキしてくる。つーか、同級生でこの色気って反則じゃね？　と慌てて俺は彩香から視線を外し、一番最後にフロアに出てきた宮みやケが瀬せに視線を向ける。教室で見慣れているこいつなら、安心安全──。

「…………え」

　おいおい、冗じよう談だんだろ？　俺は思わず自分の目を疑いたくなる。未いまだに不機嫌そうに腕を組んでいる姿は、確かにいつもの宮みやケが瀬せ瑠る花か。

　でも、今目の前に居る少女は誰だろうか？

　胸元に花の飾りがついた、ラベンダー色のロングドレスに身を包んだ同級生は、全くの別人のように見える。大きく開いたスリットからは、白くて長い足が覗のぞいているし、大きく背中が開いたデザインは、スラリとした宮ケ瀬にとても合っていた。いつもは真まっ直すぐの黒髪はランダムに巻かれていて、高い位置で一つに括くくられている。えりあしに少し残された一束が、何だか妙みように色っぽい。それに、化粧もしているのだろう。

　その変化は、いつもの宮ケ瀬を知っているだけに、なんだか妙にドキドキさせる。

「三人の売りポイントを分かりやすく表現してみたんだけど、みんな可愛かわいいでしょ？」

　コーディネートを担当した美み咲さ子こさんが、満足げに問いかけてくる。

　その言葉に、俺はもう一度三人に目を向ける。

　夢の国から抜け出してきた姫君のような、真ま琴こと。

　落ち着いた雰ふん囲い気きと、大人の魅力を最大限に引き立てた、彩あや香か。

　背伸びをしているかのようなアンバランスさが逆に魅力になっている、宮ケ瀬。

　三人それぞれ、全く違った魅力ながらも全員がとても魅力的。華やかで、引力があるみたいに思わず目を奪われてしまう。

「……えぇ、びっくりしました」

　素直に感想を言った俺を、「ふんっ」と鼻で笑ったのは──やっぱ宮ケ瀬、お前か。

「この程度で驚かれてもね。ま、あたしが絵になってるのは認めるけど」

　……どうして、その恰かつ好こうをしている時くらい悪態を止やめられないものか……。内面も外見の半分でいい。いや、四分の一でいいから、可愛げというものを持って欲しい。

「……何か言った？」

「別に」

　結論から言おう。やっぱり宮ケ瀬瑠花という少女は、どんな恰好をしようと、どんな場所にいようと、宮ケ瀬瑠花なのだろう。

　今さら文句など言う気も起きず、俺は小さく肩を竦すくめたのだった。







　その後、簡単な接客講習を終えると時間は夕方の五時少し前。さっきから続々と先輩キャストやスタッフが出勤してきて、すでに店内では何人もの着飾ったキャバ嬢達が思い思いの方法で寛くつろいでいた。簡単な朝礼（夕方なのに朝礼という名前はどうかと思う）で、俺達新入社員が紹介され、これで正式にこの店の一員。

　その後、店内の照明も全て点つけられ準備万ばん端たん。昔テレビで見たキャバクラの景色が目の前に広がっている。店内の鏡を覗のぞきこめば、映るのは白シャツに黒のスラックス、黒のベストに蝶ちようネクタイというボーイスタイルになった自分の姿だ。

　はぁ、と溜ため息いきをついた時。洋よう司じ先輩が「時間だ。全員お出迎え準備」と一ヶ所に集まっていた俺達に声をかける。開店時、その時点で出勤しているキャスト・スタッフ全員でお客を迎えるのが、この【Club　Butterfly】のしきたりなのだという。

　さっきとは打って変わって、背筋も伸びて仕事モードな洋司先輩の声に、俺は思わずごくりと唾を飲み込む。もう数分もしないうちにこの店は開店して、俺はボーイとしてフロアに立つのだという。それは、ちっとも現実味が無いが、たぶんこれは現実なのだ。

　気付けば、鼓動が驚くほど速く鳴り響ひびいていた。

　今朝まで行く事すらも考えていなかった場所に居る事が、不安で仕方ない。まるで悪い夢でも見ている感覚に、俺は手を強く握りしめる。

　その時ふと、横に並ぶ人の気配に気付く。横を見ると、不機嫌に顔を歪ゆがませた宮みやケが瀬せの姿。俺の方を見もせず、ツンと顔を上げた姿は強気にも見える。だけど、きっと彼女も不安なのだろう。だから──。

「おい、宮ケ瀬。頼むから出勤初日から問題なんて起こすなよ」

　なんて、いつのも口調で宮ケ瀬に釘をさす。それに、彼女も、

「何よ、偉えらそうに。問題なんて起こさないわよ」

　いつもの口調で返す。

「まぁ、俺に迷惑かけなきゃ文句は言わないよ」

　軽い口調で肩を竦すくめた俺の言葉に、宮ケ瀬は「ふんっ」といつも通りにそっぽを向く。だがそれでも、宮ケ瀬が俺の隣から離れる事は無かった。でも、見慣れた顔を見たら少しだけ気持ちが落ち着いた。

　今日、俺達の勤務時間は比較的暇ひまなオープンから一時間だけ。しかも、俺は洋司先輩の横に立って仕事を教えてもらうだけ。宮ケ瀬達も、美み咲さ子こさんの指名である大おお倉くらさんというお客様の席に同席するだけだ。常に美咲子さんが一緒だし、美咲子さんの一つ年上だという大倉さんは、彼女が新人の研修を頼むだけあって、性格も温厚で態度も紳しん士し的だという。

　なら、そこまで不安がる必要も無いだろう。

　店のスタッフ、キャストが入り口前に揃そろった頃。【Club　Butterfly】の扉が開かれる。

「美咲子さんご指名のお客様、ご来店ですっ！」

　洋司先輩の声が響く。その瞬しゆん間かん。全てのスタッフ・キャストが入り口へ向き直り「いらっしゃいませっ！」と、声を放った。

　五時ちょうど。【Club　Butterfly】は本日最初のお客を迎え入れ、営業を開始した。

　そしてこの瞬しゆん間かん、俺は夜の世界へ足を踏み入れたのだ。







　それから二十分後。

　和なごやかな空気に包まれるテーブルを見て、俺はホッと胸をなで下ろしていた。

　大おお倉くらさんの右に座る真ま琴ことはいろいろ気が利きくし、真琴の右に座る彩あや香かは相あい槌づちを打つのが上う手まい。大倉さんの左に座る宮みやケが瀬せも……まぁ、それなりに頑がん張ばってるだろう。テーブルを挟はさんで補助席に座った美み咲さ子こさんが、そんな三人にテーブルマナーを実じつ践せん形式で教えていく。

　たどたどしい新人達を大倉さんも、温かい目で見守ってくれていた。本当、心配していたのが馬ば鹿からしくなるくらい、楽しげな空気が卓には流れ、時々笑い声まで漏もれている。

「案外、どうにかなりそうですね」

　と、俺は横に立つ洋よう司じ先輩に話しかける。

「あぁ、今のところは上々の滑すべり出しってところだろうな」

「ところで、一つ質問していいですか？」

　実は一つ、ずっと疑問に思っている事があったのだ。

「ん、何だ？」

「ここにいるお客さんもスタッフもキャストも、全員十五歳から二十二歳なんですよね？」

「あぁ、そうだな。【中央特区】以外で経済活動に参加できるのは生徒だけだからな」

「でも……」

　そう言って、俺はフロアを見渡す。

「みんなお酒飲んでるし、煙草たばこ吸ってる人も多いんですけど……、いいんですか？」

　いくら中央特区の外に教師はなかなか出てこないといえど、こんなに堂々と飲酒喫きつ煙えんしていて怒られないのだろうか？

「あー、その事な。【自立都市】は生徒を大人として扱あつかう。つまり、煙草を吸うのも、酒を飲むのも、全て生徒の自己責任に任せるって事だ。まぁここは、自給自足、地域循じゆん環かんを目指してる街だからな。酒造所も煙草工場もある以上、この街の中で消費しなきゃいけないっていうのが本音だろうけどね」

　と、洋司先輩はフロアを眺ながめたまま答える。そう言われれば、入学前のガイダンスで『都市内で作られたものなら、全ての生徒が自己責任の上で購入・消費する事が出来る』って言われたっけ？　それって、お酒や煙草の事も入ってたのか……。

　それにしても、いきなり『大人として扱う』って言われても、何だか妙みような感覚だよな。

「すぐ慣れるさ。これが、この都市の常識で日常だ」

「……そういうもんですかね？」

「そういうもんだ」

　洋よう司じ先輩が小さく笑い肩を竦すくませた時、美み咲さ子こさんが「おねがいしまーす」と手を上げる。

「はいっ」

　とすぐに反応したのは、もちろん洋司先輩。

「ウーロンピッチャーおねがいします」

「はい、ただいまお持ちします」

　と、テーブルに呼ばれた洋司先輩はにこやかに笑いながら頭を下げ、キッチンへ向かう。

　本当この人、仕事中と営業時間外のギャップが酷ひどいよな。てか、ウーロンピッチャーって何だよ？　烏龍投手ウーロンピツチヤー？　すげぇな、烏龍。いつの間に野球はじめてたんだよっ！

「……何ニヤけてんだか知らねーが、これがウーロンピッチャーだからな」

　ハッと気付くと、目の前にやけに大きなコップ（ウーロン茶っぽいのが入っている）を持った洋司先輩の姿。えっと、つまり。「ウーロンピッチャーお願いします」とは、デカいグラスでウーロン茶を頂ちよう戴だい、という意味なのだろうか？

「まぁいいけど。とりあえず、これ美咲子のテーブルに持って行ってこい」

「え!?　俺がですか？」

「大丈夫だって、ただ『お待たせしました』って持ってくだけだから。後は美咲子が受け取ってくれる」

「え……はい」

　まぁ、そのくらいなら俺にも出来るだろう。俺は洋司先輩からウーロンピッチャーを受け取り、宮みやケが瀬せ達が居るテーブルへ向かう。ってか、これが俺の初仕事か？　今までの二十分ちょい。俺は洋司先輩が仕事しているのを見ていただけだから、実際に俺が動くのは初めてって事になるんだろう。なんか……ちょっと、緊張してきた。

「お、お待たせしました」

「奈ない斗と君、ありがとう」

　俺の声に美咲子さんが笑ってこちらに手を差し出した時──。

　じゅぼっ

　という何だか耳慣れない音が聞こえた。

「え？」

　と、声を漏もらしたのは誰だったのだろうか？　ウーロンピッチャーを手に持ったまま慌あわてて音がした方──つまり、宮ケ瀬を見て声を失う。

　何でその火柱、そんなデカいんだ？　あとさ、大おお倉くらさんの前髪……燃えてるよな。

「えぇぇぇぇっ！」

「きゃぁぁぁっ！」

「わぁぁぁぁっ！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後に訪れた混乱の中、もうどれが誰の声だかも分からない。

「噓うそ、噓っ！」

　テーブル越しに美み咲さ子こさんが必死に手を伸ばすが、その手は炎に届かない。

　その間にも、チリチリと燃える大おお倉くらさんの前髪。

「消せっ！」

　と後ろから聞こえた声は、きっと洋よう司じ先輩のもの。

「……っ！　水っ！」

　慌あわてた宮みやケが瀬せが蒼あおい顔で俺を振り返る。

「えっ、あぁ」

　その声に、俺は反射的に手に持ったウーロンピッチャーを渡す。しかし、次の瞬しゆん間かん。俺は自分の行動を強く後悔する事になる。

　宮ケ瀬は俺から受け取ったウーロン茶を、躊ちゆう躇ちよなく大倉さんに向け……ぶちまけたのだ。

「……え」

　再び凍こおりつく俺達。宮ケ瀬の行動で、大倉さんの前髪は鎮ちん火か……したが。

　確かに、鎮火はしたのだが……。

　前髪を焦こがし、水すい滴てきを滴したたらせた大倉さんを前に、俺は何も言えない。

「……大倉、さん」

　手を伸ばした姿勢のまま、美咲子さんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「申し訳ございませんでした！」

　そう頭を下げた洋司先輩は、「お前も早く拭ふけ」といつの間に取ってきたのか、両手に持ったおしぼりを呆然と立つ俺に押しつける。素早くテーブルを動かし、宮ケ瀬を立たせ、大倉さんにもおしぼりを手渡す。未いまだ呆然とする美咲子さんにも素早くおしぼりを渡しながら一度目配せ。それだけで、美咲子さんはハッと自分を取り戻す。

「ごめん、本当にごめん……本当に、どうしよう」

　美咲子さんは、おしぼりで大倉さんの顔を拭きながら、精一杯の謝罪の気持ちを伝える。

「大丈夫だよ、美咲子ちゃん。それに、瑠る花かちゃんも一生懸命だったんだ」

　今にも泣き出しそうな顔で謝る美咲子さんの姿を見て、大倉さんは少し困った顔でそう許しの言葉を言ってくれた。前髪を燃やされ、ウーロン茶をかけられながらも美咲子さんや宮ケ瀬に優しい言葉をかけられる大倉さんは、さすが彼女が新人研修の相手に選んだ人というところだろう。

　正直、俺だったら怒っていたかもしれない。

「すみませんでした。どうやら彼女、ライターを握りしめていたみたいで」

「温めるとライターの火が強く出ちゃう事、私教えてなかった……」

　そんな宮ケ瀬をフォローする二人の先輩に、大倉さんは大らかに笑みを浮かべ「失敗は誰にでもある事だよ」と言ってくれる。

「瑠る花かちゃんは慣れてないんだから、仕方ない。大丈夫だよ、怒ってなんかいないから」

「……ありがとう、大おお倉くらさん。ほら、瑠花ちゃんも謝って」

　嬉うれしさと安心で美み咲さ子こさんは泣き笑い。しかしその時。

「……だって、わざとじゃない」

　放たれた声に、この場に居る全員が呆ぼう然ぜんと宮みやケが瀬せを見る。

　わざとじゃない。あぁ、そんな事分かってる。俺が見ていた限り、彼女は大倉さんのタバコに一度も火を点つけられなかった。逆隣に座る真ま琴ことがいつも先に気付き火を点けてしまっていたので、彼女の出る幕は一度も無かったのだ。だけど、全員がピッチャーを持ってきた俺に気を取られた時。宮ケ瀬だけはちゃんと大倉さんを見ていたんだ。

　その事を、俺も。きっと皆も。そして大倉さんだって分かってくれた。だから、大倉さんも許してくれた。誰も、宮ケ瀬を責めてなんていない。

　なのに、こいつは何を言っているんだ？

「……おい、宮ケ瀬」

　誰よりも早く声を上げられたのはきっと、ここ一週間の彼女を知っていたからだろう。

「何よっ！」

「何よじゃないだろ。早く謝れよっ！」

「だからっ！　わざとじゃないって言っているでしょ!?」

「そういう問題じゃないだろっ！」

「温めるとライターの火が大きくなっちゃうなんて、あたし知らなかったのよ」

「お前が火を点けちまった事は事実だろ!?」

「でも、知らなかったんだもん！」

　その言葉に、俺はまた返すべき言葉を探し、息を吸い込んだ、その時。

「だからって───」

「もう、やめてよっ」

　俺の声を遮るように上げられた声。

　それは──挨あい拶さつから着替え、その後の接客講習の間。宮ケ瀬の態度が悪かろうが、上う手まく出来なかろうが、ずっと根気よく教えていた美咲子さんの声だ。

「謝って。大倉さんに……お願い、謝って」

　おしぼりを握りしめた美咲子さんの瞳から、ぽろりと涙が零こぼれる。

「だって……」

　それでも、彼女の口から謝罪の言葉が出る事は無い。

「宮ケ瀬、謝ろう」

　感情を抑えて言った俺の声に、宮ケ瀬は初めて辺りを窺うかがうように見渡す。全員が宮ケ瀬を見ていた。美咲子さん、洋よう司じ先輩、彩あや香かに真琴。そして大倉さん。いや、この卓に居る人だけじゃない。店中の視線が集まっているのだろう。

　俺を見る宮みやケが瀬せの瞳が、みるみる内に戸惑いに震え始める。もしかして、彼女は今になってやっと、自分が何をしてしまったのかに気付いたのかもしれない。

「だって……っ！」

「……宮ケ瀬」

　分かったよ、わざとじゃないんだよな。そう言おうとした。でも言えなかった。

「だってっ知らなかったんだもんっ！」

　その言葉と共に、宮ケ瀬は俺に背を向けて脱だつ兎とのごとく走り出す。

「ちょっ、宮ケ瀬っ！」

「瑠る花かちゃんっ！」

　俺と美み咲さ子こさんが声を上げたが、宮ケ瀬は振り返りすらしない。細い背中はついにフロアの入り口に消え、しかし俺ら以外の誰も、彼女を止めるような事はしなかった。

「今は我わが儘ままを言うキャストより、お客様だ」

　耳元で鋭く言い放たれた洋よう司じ先輩の言葉。

「ごめん……大おお倉くらさん。ごめんなさい……私」

　混乱しながらも謝り続ける美咲子さんの声。

「美咲子ちゃん、もういいよ。ありがとう」

　そして、小さな声で呟つぶやく大倉さんの声。

　真ま琴ことと彩あや香かは黙ってテーブルを片づけている。だけど俺は、何も出来ない。何も言えない。

「ごめん。……私が新人研修の相手なんて頼んだから」

「お願いだから、泣かないで。とりあえず、今日はもう帰るから」

「……うん、分かった。また、連絡していい？」

　必死に謝る美咲子さんに、大倉さんは「もちろん」と答えて席を立ち、店を出て行ってしまう。俺達スタッフとキャストは、彼の姿が見えなくなるまで店の前で頭を下げ続けた。

　結局、最後まで俺は何も出来なかった。

「……どうしよう」

　その声に横を見ると、美咲子さんがしゃがみ込みハンカチで目元を覆おおっていた。

「どうするかはこれから考えよう。とりあえず美咲子は休んでていいよ。真琴と彩香はもう着替えて帰る準備して」

　洋司先輩は美咲子さんの肩をぽん、と叩たたき、心配そうに近寄って来たキャストに彼女を預け、店内へ促うながす。俺以外の全員が店の中へ入ると、先輩は参った表情を見せながら呟いた。

「あー、美咲子のテンションどーやって上げっかな。大倉さんの事もあるし。それにしても、瑠花は予想以上だったな。まさか開始から三十分も持たないとは驚いた」

　その呟きは、俺に言ったというよりは独り言に近かったのだろう。洋司先輩はそのまま壁にもたれかかり、ポケットから煙草たばこの箱を取り出し、慣れた動作で火を灯す。

　色々な感情を呑のみこむように煙草の煙を吸い込み、ゆっくりと吐はき出し、そして。

「お前も吸ってみる？」

　と、煙草を差し出す。

「……いいえ、やめておきます」

「そう。まーとりあえず、黒くろ部べは瑠る花かを迎えに言ってやれ。きっと遠くには行ってない」

「でも……。迎えに行くって言っても……」

「心配すんな、すぐ見つかるよ。ドレス来た女の子なんて目立つからな。それに、あんな出て行き方したら戻りにくいだろ。きっと、どこかでお前が迎えに来てくれるの待ってるよ」

　確かに、昨日まで使っていた宿舎はもう使えない。今日からは職場が用意した寮りようを使う事になっているのだ。荷物は新しい寮に送られているだろうし、そもそも宮みやケが瀬せは寮の鍵かぎさえ持っていない。

「あと、瑠花を見つけたら、美み咲さ子こに謝るように言ってくれると有あり難がたい。たぶん、あいつ二重に凹へこんでるから」

　そう言うと、洋よう司じ先輩は紫煙を吐き出しながら、苦く笑った。

「……二重、ですか？」

「あぁ一つは、大事なお客である大おお倉くらさんに大失態やらかした事。あの人は美咲子が駆け出しの時からずっと会いに来てくれた、美咲子の自じ慢まんのお客なんだよ」

　キャバクラの事情など何一つ分からない俺だが、そんなに長い間、自分に会う為に通ってくれたお客にあんな事をしてしまったら、誰だって凹むだろう。

「あともう一つは、宮ケ瀬を止めてあげられなかった事」

「でも、それは美咲子さん悪くないですよ」

「あぁ、そうだな。でも、美咲子はきっと後こう悔かいしてると思うんだ。あいつも三年前。つまり、この店に入ったばかりの時、店から逃げ出したから」

「……え、美咲子さんがですか？」

　しっかり者っぽい美咲子さんが逃げ出したなんて、俺にはちょっと想像できない。

「あぁ、入店三日目。しかも、ちゃんと荷物も持って逃げ出しやがった。計画的な犯行だな。俺はその日、五時間も探し回った」

　そう言うと洋司先輩は、当時を思い出したのかまた苦笑を浮かべる。

「あいつ、渋しぶ谷やまで行ってやがったんだぞ。ほんと、探すの苦労したよ。ま、計画的犯行でも見つけられたんだ。お前も見つけられるよ」

「……はい」

「頼むな。さて、俺も俺の仕事をしますか」

　洋司先輩は煙草をアスファルトに押し付け消すと、店のドアへ手をかける。しかし、そこでふと思い出したかのように俺を見た。

「女ってヤツはさ、ホントわけ分かんないわけだ。俺もこの仕事を丸三年やったけど、未いまだに全然理解出来ねぇ。でもさ、別に未知の生命体ってわけじゃない。全部は無理でも、少しは分かるようになる。今度、美み咲さ子この新人時代の話をしてやるよ。きっとゲンナリするから」

　励はげましなのか、脅おどしなのか分からない言葉を残して、洋よう司じ先輩は店の中に消えてしまう。

　店の前に一人立つ俺は、何となく空を見上げて見た。すると、そこには俺の住んでいた町よりも綺き麗れいな星空が広がっている。

「……ちょっと、寒いな」

　そう呟つぶやいて、俺は見知らぬ街を歩きだした。
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　ドレスを着た黒髪の女の子を見ませんでしたか？

　そんな質問を数回繰り返すと、探し人はあっさり見つかった。

　店から徒歩で五分の小さな公園。その一番奥。電灯から少し離れた場所にぽつんとあるベンチに座る宮みやケが瀬せを見つけて、俺は思わず足を止める。

　こちらに背を向け寒そうに身を縮めて座っている宮ケ瀬は、何だか妙みように頼りない。

　親の迎えを待つ迷子みたいだ。なんて思ったら急に胸が苦しくなって、公園の入り口から外の通りを振り返る。すると、薄暗い公園から見る街並みは予想以上に明るくて、何だか現実味が無い。

　一人足早に帰路につく人。友人達で話しながら楽しそうに笑う人。まだ仕事中なのか、慌あわただしく走る人。どこにでもありそうな、街の光景。しかし、この街にしかない光景。

　ほんの少し前まで、自分もあの道を歩いていたというのに、それが全く信じられない。彼らに馴な染じめていた気が少しもしない。

　ここに住む住人達は、全て子供であり。そして、仕事を抱かかえる大人でもある。俺も【自立都市】に住み続けようとするならば、大人にならなくてはいけない。

　でも、だからって。急に大人になれるわけじゃない。

　当たり前すぎて、こんな事考えもしなかったけど、俺はまだ子供なのだ。そして……きっと宮ケ瀬も、俺と同じように。いや、もしかしたら俺よりも子供なのかもしれない。

　そんな事をふと思い、もっと急いで探してやれば良かったと後悔の念が芽生える。クラスは同じで、席も後ろ。職場も同じで、担当キャスト。早くも腐くされ縁えんと言っていい間あいだ柄がらの少女へ、俺は歩きながら声をかけた。

「おい、宮ケ瀬」

　声をかけると彼女はビクッと驚いて目元を拭ぬぐう。

　その仕草に、俺は少し慌あわてる。でも、

「何しに来たのよ」

　聞こえてきた声は、いつもの強気で勝気で我わが儘ままな声。

「迎えに来たんだよ」

　いつも通りの声に、俺は胸をなで下ろす。

「別に、迎えに来てなんて言った覚えないんだけどっ」

　そんな返事に、心配した自分が馬ば鹿か馬ば鹿かしくさえ思えてくる。だけど、怒りを覚える事は無い。やっぱりこいつには、こういう強気がよく似合う。

「お前な」

　呆あきれながら宮みやケが瀬せの前に回り込み、その顔を見た瞬間。俺は言おうとしていた全ての言葉を消失した。すっと視線を逸そらした宮ケ瀬の瞳は、赤く潤うるんでいる。

「お前……」

　もう一度同じ言葉を放つが、やっぱりその先は出てこない。

　頭の奥がしびれるような感覚に襲おそわれ、しばしの沈ちん黙もくが俺らの間に落ちた。その時。

「くしゅん」

　と、小さなくしゃみが宮ケ瀬の口から漏もれ、寒そうに両肩を擦さすった。俺は慌てて着ていたジャケットを脱ぎ、宮ケ瀬に差し出す。すると、宮ケ瀬はそれを明らかに迷惑そうな顔で見て、

「別に、寒くなんてないわ……しゅんっ」

　と、迫力はあまり無い拒絶の言葉を放つ。今はそんな強がりさえ、宮ケ瀬の弱さを引き立たせている。だから俺は「ほら」とジャケットを放り投げる。

「見てるこっちが寒いんだ。いいから着ろよ」

　俺だって、こんな時。どうしたらいいのか分からないくらい、子供なのだ。

「ほら、帰るぞ。いつまでもこんな所に居たら風か邪ぜひくし、みんな心配してる」

「…………」

「おい、宮ケ瀬」

「………………」

　それでも宮ケ瀬は、ジャケットを手に持ったまま袖そでを通さない。

　洋よう司じ先輩なら、慣れた仕草で宮ケ瀬をこの冷たいベンチから立たせる事が出来るだろうか。

　二じ郎ろうなら、底抜けに能天気な態度で強引に会話を続ける事が出来るだろうか。

　良りよう太たなら、ここで歯が浮くような優しい言葉で宮ケ瀬を笑わせる事が出来るだろうか。

　でも、俺は……どうしたらいいのか分からない。

「……なぁ、宮ケ瀬」

　だから俺は、その場でしゃがみ込む。その光景は、まるで泣いてる子供を宥なだめようとするみたいだなんて、頭の片かた隅すみで思う。

「俺、思ったんだ。宮みやケが瀬せと一緒の仕事で良かったって」

　こんな自分の弱さを露ろ呈ていするような言葉はきっと、完かん璧ぺきな美少女には言えない。もっと、必死に恰かつ好こうつけただろう。でも、こんなにも子供な宮ケ瀬の前で、そんな恰好つけなど必要ない。

「クラスに居る時は全然考えてなかったんだけど、さっき店が開く前。実は俺、なんかちょっと不安になっててさ。……でも、宮ケ瀬の顔見たら少し落ち着いた」

　一人でしゃべる俺の言葉を、宮ケ瀬はまるで様子を窺うかがう猫みたいな表情で見る。だから俺は、少しだけ恥はずかしくなって視線を逸そらし星空を見た。

「だからさ、同じ職場に知ってるヤツが──宮ケ瀬が居て良かったって思ったんだよ。だから、辞やめんなよ」

　俺と宮ケ瀬が同じクラス、同じ職場になったのは、ただの偶ぐう然ぜんかもしれない。

　だけど、偶然だろうと何だろうと関係ない。宮ケ瀬瑠る花かは我わが儘ままかもしれない。意地っ張りで子供で、一緒に働いたら散々な目にあうのかもしれない。でも、それでも俺は思うのだ。

　こいつがいてくれて、良かった、と。

「…………」

　宮ケ瀬は何も言わない。落ちる沈ちん黙もくに、俺はどんどんいたたまれなくなってくる。勢いで言ってしまったは良いが、その後の展開なんて何一つ考えていなかったのだ。つーか、よく考えれば、今俺、メチャクチャ恥ずかしい感じなんじゃねーの!?　無しっ！　ナシナシっ！　今の無しっ！　と叫びたい感情が頭の中で駆け巡るが、放ってしまった言葉は呑のみこめない。

　だから、せめてもの抵抗として、

「……宮ケ瀬？」

　と沈黙を破ってみたが、やっぱり何も言わない。もう、いっそのことガラにもなく「なーんつってぇ～」とおどけてみようか？　そんな考えを脳内会議が採用しようとした時、

「……別に」

　と、宮ケ瀬の小さな声が届いた。

「……別に、黒くろ部べに言われなくても、辞める気なんてないわよ。美み咲さ子こさんにだって、ちゃんと謝るし。許してもらえるか分からないけど、大おお倉くらさんにも謝る。仕事だってちゃんとする」

　その声は、やはりいつもの宮ケ瀬瑠花らしくない。

　だけど、きっと言葉は本当だ。

「よかった」

　俺の言葉に、宮ケ瀬はちょっとだけ顔を上げる。

「本当に、そう思ってんの？」

　また猫が様子を窺うような眼で、宮ケ瀬は俺を見る。だから俺は笑う。

「あぁ、思ってる」

「あたしと一緒なんて、絶対痛い目みるわよ」

「だろうな」

「じゃぁ、なんで」

「なんでだろう」

「黒くろ部べ、あんた馬ば鹿かなの？」

「宮みやケが瀬せに言われたかねぇよ」

　笑っていた筈はずの俺の顔は、いつの間にか完全に苦笑になっている事だろう。しかし、宮ケ瀬の声は、さっきに比べれば随ずい分ぶんと〝いつもの〟宮ケ瀬瑠る花かに近づいている。

「はぁ!?　あたしこそ、あんたにそんな事言われたくないわよっ！　それに、まるであたしが店を辞やめたいと思ってるみたいな妄もう想そう、やめてくんない？」

　ここまでくれば、もう完全にいつもの宮ケ瀬だ。気のせいか、さっきより背中が大きく見える。そして、すげぇ気を遣った自分が馬鹿に思えてくる。

「全然辞める気なんてないわよ。さっきはちょっとびっくりしちゃっただけなんだから」

　ぷいっ！　と顔をそむけた宮ケ瀬の顔は、さっきの泣き顔が噓うそなのかと思える程だ。

「……お前なぁ」

　だけど、薄暗くても分かるその眼の赤さが噓じゃないと告げている。でも、いつも通りの宮ケ瀬に戻ってくれて良かったよ。そう思い、俺は立ちあがり宮ケ瀬に背を向ける。

「……辞められないのよ」

　だから、その後に聞こえてしまった小さな言葉に、思わず「え？」と振り返る。

「何でもないっ！　さっさと行くわよ」

　一つ前の言葉を取り消すかのような勢いで、宮ケ瀬は言葉を放つ。そして、手に持ったままだったジャケットを羽は織おり、座っていたベンチから立ちあがり俺に背を向けた。しかし、

「痛っ」

　立ちあがった瞬しゆん間かん、宮ケ瀬はすぐにしゃがみ込み足を押さえる。

　きっと慣れないヒールで走ったせいで靴くつずれにでもなったのだろう。

「ったく、そんな恰かつ好こうで走るから」

　呆あきれ半分、心配半分で言った俺の言葉に、宮ケ瀬はふんっと鼻を鳴らし「別に平気よ」と再び歩きだす。でも、その歩き方はどう考えても痛そうで、俺はまた溜ため息いきを漏もらした。

　強がりなのバレすぎだろ。

「とりあえず、これ履けよ」

　少し迷った後、俺は自分の靴を脱ぎ、宮ケ瀬の前に差し出す。

「……」

「それが嫌いやなら俺がおぶって行くからな。キャストの体調管理もボーイの仕事だ」

　睨にらむように俺を見た宮ケ瀬だったが、ぶつぶつと小さな声で何かを言った後、やっと前に置かれた靴に足を入れる。

「本当は、あんたの履いた靴くつなんて、凄すごくメチャクチャ最大級に嫌いやなんだからね」

「さっき店で支給されたやつだから、汚くねぇよ」

　憎まれ口を聞き流しながら脱いだヒールを持ってやると、宮みやケが瀬せはチラリと俺を見るが、すぐに「ふんっ」とそっぽを向いて、デカイ靴をパコパコと鳴らしながら先に歩き出してしまう。

「あと、あたしの事は瑠る花かって呼びなさいよ。下の名前で呼ぶのが店のルールなんでしょ」

　そう言えば、さっき洋よう司じ先輩にそんな事を言われた気がする。色々ありすぎて忘れかけてたけど、確かに店でキャストを呼ぶ時「宮ケ瀬」なんて言っていたら興ざめである。

「えっと…………、瑠花」

　と、宮ケ瀬を名前で呼んでみた。だが、返ってきたのは「キモっ」という残ざん酷こくな二文字。

「おい、今なんて言った!?」

　純粋な心に傷を負った俺は、その傷を見せぬよう、必死に強がってみる。

「何も言ってないわよっ！　な……な、いと」

　……え？

「……あ、のさ」

「何よっ！」

「……いや、何でも無い」

　何とも言えない空気が俺らの間に漂ただよって、それを誤ご魔ま化かすように瑠花の靴を持ち直してみる。瑠花は相変わらず、こちらを見ようともしない。

　だけどなぜだろう？　いつの間にか、孤独感は俺の胸からなくなっていた。

　こいつと一緒に働くなんて、きっと大変な事ばかりだろう。でもきっと、孤独など感じる暇ひまが無い日々になるだろう。




　その後、店に戻り「……ごめん、なさい」とやや不ふ貞て腐くされながらも謝った瑠花に、美み咲さ子こさんは一度何かを言いたそうに息を吸い込んだ後、やっぱりやめたと息を吐はき出す。そして、

「頑がん張ばりましょうね」

　と、瑠花を更衣室へと連れて行った。

「どうだった？」

　更衣室のドアが閉まるのを確認してから問いかけられた洋司先輩の言葉に、俺はちょっと悩んでから、

「色々あるんだと思いますけど……たぶん、あいつは辞やめないと思います」

　と答えた。すると、「そっか、良かった。じゃぁ、これから大変だぞ」と笑って俺の肩を小こ突づく。洋司先輩は無為に何があったかなんて聞いてこない。だけど、それでも俺達の事を案じてくれた事はしっかりと伝わってきた。

「覚かく悟ごしておきます」




　　　　[image: くぎり]




　何だかとんでもない事になった初出勤を終え、俺達は店から与えられる寮りようへ向かっていた。地図を見ながら彩あや香かと真ま琴ことが先を歩き、その後を俺と瑠る花かが続く。一年の寮は全員同じ場所だというので、前の二人について行けば問題は無いだろう。

　前の二人はちょくちょく会話を交わしていたが、後に続く俺達の間に会話はほぼない。

　ほんの三十分前。公園で見せた瑠花の表情は、きっとこの都市内で俺しか知らない顔なのだろう。そんな顔を知っている事が少し気き恥はずかしいのだ。

　何か話題は無いものかと探すが、こういう時に限って何一つ浮かばない。もうこの際『しりとり』でもはじめてみようかなんて思った時、前を歩いていた二人が立ち止まった。しかし、周りを見渡しても、寮らしいものは見当たらない。

「どうした？」

　二人に追いついた俺がそう問いかけるが、彩香は「……いや」と応えて首を傾かしげる。

「住所的には、ここら辺なんだけど……」

　彩香の持っている地図を横から見るが、目印の三台並んだ自動販売機がある事から見て、ここらへんで間違いない筈はずだ。

「……ねぇ」

　その時、真琴が一いつ軒けんの家の前で声を上げる。

「これ……見て」

　指差しているのは、【自立都市】では珍しい一いつ軒けん家やの入り口にある表札。

「何だ、どうした？」

　彩香と共に表札の前に歩いて行く。

　……。

　…………そこには、俺達四人の名前が刻まれている。

「な、何よこれ」

　その声は後ろから覗のぞいていた瑠花のもの。俺は渡されていた鍵かぎを慌あわてて取りだし、玄関へ向かい、鍵穴に差し込み、ゆっくりと回す。すると──。

　カチャ。

　あっさりと鍵は開いてしまった。

「……きっと、中で分かれてる少し変わったアパートなのよね？」

　隣の瑠花が問いかけてくるが、俺に聞かれても答えなど知らない。

「…………」

「あたし、見てくる」

　ごくり、と喉のどを鳴らしてドアを開けた瑠る花かの向こう側に広がる景色。それは、やはりどう見ても普通の一いつ軒けん家やのそれである。

「……噓うそでしょ」

　呟つぶやき、靴くつを脱ぎ捨て奥へ入っていく瑠花に続いて、真ま琴ことも怖こわ々ごわと二階へ。

「こりゃ、覚悟が必要だな」

　最後に残った彩あや香かも、そんな言葉を俺に残して家の奥へと消えていく。だが、彼女の言葉が俺には理解できない。いや、分かってはいるのだ。でも、理解などしたくない。

　美少女達と共同生活。確かに、言葉の響きだけは良い。正常な十五歳男子なら、誰だって憧あこがれるシチュエーションではある。だが現実はそんな良いもんじゃない。そのくらい、現実を十五年間生きてりゃ嫌いやでも分かる。

　しばらくすると、真琴が二階からへろへろと降りてきて、ついにはその場でへたり込んだ。

「……どうだった？」

　恐る恐る聞いた俺の言葉に、真琴はただ黙って首を振る。それに合わせたかのように、一階を見て回っていた二人が戻ってきて「つまり、アレだね。共同生活」なんて、誰もが口に出来なかった残ざん酷こくな言葉を彩香がさらっと言い放つ。その手には個人用とは色が違う、業務用の電子端たん末まつと一枚の紙。

　差し出された紙を見て、思う事はただ一つ──終わった。






黒くろ部べ組の皆さんへ　～楽しい共同生活のしおり～




　１、キャスト・スタッフ間の恋愛禁止。違反者にはペナルティーがあります。

　２、金銭管理はしっかりしましょう。

　３、みんなで話し合って、楽しい共同生活を送りましょう。




共同生活はグループ内の円えん滑かつな人間関係の構築と、キャストの安全を考える上で欠かせない事なので異論は認めません。




以上








「黒部組って何だよ。てか、その端末なんだ？　家用って事かよっ！」

「そんな事どーだって良いわよ。それより何？　これって黒部もこの家に住むって事!?」

「俺に聞くなよっ！」

「だって黒部組って書いてあるじゃないっ！　あんたの組でしょ？」

「そんな組、俺だって知らねーよっ！」

「あたし、ヤだからね！」

「俺だって嫌だよ！」

「はぁ!?」

「はぁ!?　じゃねーよ」

「まーまー、喧けん嘩かしない。にしても、ちょっと参ったわね」

　言い合う俺と瑠る花かを宥なだめたのは、あまり困っていなさそうな彩あや香か。真ま琴こともしょんぼりと肩を落としているが、「ルール、なんだもんね」と呟つぶやく。

　え？　二人共、この展開で良いのか？

「参ったわねじゃないわよ、何よこれ。いくらなんでも酷ひど過すぎるわよ。こんな紙切れ一枚の説明で納なつ得とくして、同どう棲せいしろって？　バカじゃないの？　出来るわけないじゃない」

　今回ばかりは、俺としても瑠花と同意見。

　いくらなんでも、年頃の男女を同居させるって……ダメじゃね？

「仕方ないだろ？　これがルールなんだし。それに嫌いやな事ばかりじゃないでしょ。キャバ嬢って変なストーカーとかに襲われる事件とか聞くし、男子が居れば安心じゃん？　恋愛も禁止だし、奈ない斗とが何かしようとしてきたら店に言いつければいいし」

　しかし、彩香はそう肩を竦すくめながら言い放つ。

　適応早すぎんだろ。せめて、もう少し驚こうぜ……。

「……そうだよね。身の安全も確保できて、家事も分担出来るんだもんね。そうだよね」

　真琴も、階段の一番下にへたり込みながらも、自分を納得させる作業を続けている。

　いや、俺だって分かってはいるのだ。それが店の定めたルールだというのなら、受け入れなければいけない。【自立都市】の中と外では、常識が全く違う。まだ自分の力で生きていけない俺達は、店や学校から与えられた──つまり、【自立都市】から与えられたルールの上で生きるしかないのだ。でも、それでもこれはさすがに……。

「男子となんて一緒に住めるわけ無いでしょっ！　あたし、店に抗議してくるっ！」

「え、瑠花!?　ちょっと待って」

　今にも飛び出していきそうな瑠花を、俺は慌あわてて止める。酷いとも思うし、納得もしたくない。だが、問題を起こしたばかりの瑠花が抗議するのはヤバいだろう。

「まさか、あんたまで納得しろなんて言わないわよね？」

　腕を掴つかんだ俺の手を見て、瑠花は鋭い瞳を俺に向ける。

「気持ちは分かる。だけどな、瑠花」

「だけど!?　何、あんたも納得しちゃったの？　こんなのおかしいと思わないの？　それとも、女の子と一緒に暮らせるのが嬉うれしくなっちゃったわけ？」

「落ち着け、瑠花」

「あーそうなんだ。そうなんでしょ？　不ふ潔けつ。変態。野や蛮ばん。ちょっと、あたしに触らないでくれる？」

　掴んだ俺の手を、瑠花が嫌悪感を込めて振り払った、その時──。

「あぁっ！　もう、ぐちぐちうるせぇ！」

　低く迫力のある声が玄関に響く。

「……は？」

　その声が誰のものなのか、一いつ瞬しゆん俺には分からなかった。

　しかし、ずっとへたり込んでいた少女がいつの間にか立ちあがり、瑠る花かに鋭い視線を向けている事からその声の出所を知ってしまう。

　……えっと、まさか。真ま琴こと……ちゃん？

　顎あごを下げ、覗のぞきこむように瑠花を見ている姿は、俺を可愛かわいく覗きこんだ時と似ているようで……全く違った。つまり、真琴ちゃん。メンチ切っているのでありますね。

「な、何よ」

　急に変わった雰ふん囲い気きに、さすがの瑠花も戸惑い、一歩下がって真琴を見る。

　かくいう俺も、さっぱり意味が分からない。さっきまでのほんわか、ふわふわ美少女は何ど処こへ行ってしまわれたのか。なんか変な悪あく霊りように取り憑つかれたのではないか。そう思いたくなる程の変へん貌ぼうっぷりだった。しかし、ブラック☆マコちゃんは止まらない。

「さっきから大人しく聞いてりゃぁ、我わが儘ままばっかり言いやがって。てめぇは何様だ？　あぁ？」
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　……えっとさ。なんだいその口調？

　もしかして、田舎いなかのヤンキーの悪霊に取り憑かれちゃったのかな？

「この街がただの街じゃねーことくらい、てめぇの弱よえぇ頭でも分かってんだろがっ！」

　確かに瑠花は入学前にガイダンスを受けていますし、どんな職業でも文句は言わないという誓約書にも自分で判を押したわけで。それはもちろん分かっているのですが……真ま琴ことさん？

「……でも、これはやりすぎでしょ」

　精一杯の瑠る花かの反論を、真琴様は鼻で笑う。

「これで？　この程度で嫌いや？　仕事舐なめてんの？　もっと辛つらい仕事なんて山程あんだろーが。それとも、てめぇは自分が望む仕事にしか割り振られないと思ってた？　舐めんなガキっ」

「そんな事……思ってなんてないわよ」

　必死に真琴へ対抗しようとしているが、完全に瑠花の劣勢。その瞳にはすでに涙が滲にじみ始めている。どうやら、彼女。先程の件からも分かるように、相当打たれ弱い。

　対してこちら、真琴ちゃんは見た目に反して相当な強さを誇るようだ。

「じゃぁ納なつ得とくしろ。しねぇんなら、この街から出てけ。和わを乱すな。泣けば誰かが助けてくれると思って甘えてんじゃねぇよ」

　次々に出てくる言葉に瑠花はもちろん、俺も何も言えない。というより、考えたくない。防ぼう衛えい本能が、理解の放ほう棄きを全力で推すい奨しようしていた。

「……な、泣いてなんていないわよっ！　あんただって、外そと面づらばっかり繕つくろっちゃって。本性そんなじゃないっ！　それなんて言うの？　可愛かわい子こぶりっこ？　気味悪いんだからっ！」

　完全劣勢の瑠花だが、言われっぱなしはプライドが許さず、どうにか攻めの一手を叩たたきこむ。

「繕ってるけど、何か文句あんの？　不満を全部口に出す子供とは違ちげぇんだよ」

　しかし、その一手はあっさりと受け止められる。まさか認められるとは思っていなかった瑠花は、もう何も言い返せず、ぱくぱくと口を動かすが何の言葉も出てこない。

　完全に、瑠花の完敗である。

「…………あの、真琴……ちゃん？」

　どうにか振り絞った俺の声は、少し裏返った迫力など一つも無い言葉。だが、真琴は「あっ」と小さな声を上げて固まった。

　数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、くるっとこちらを振り向き──。

「えへへっ☆」

　いや、えへへ☆　じぇねーしっ！

　笑って誤ご魔ま化かすにしても、さすがに誤魔化しきれねぇからなっ！

「じゃぁさ、みんなで話し合おうよ。家事の分担とか、部屋割りとか決めないといけないもんね。あー大変♥　ねぇ、何から決める？　彩あや香かちゃん、ナイト君っ！」

　俺らに向けられる笑顔は、あのほわほわキュートなエンジェル☆スマイル。

「よぉ～っしっ！　マコちゃん頑がん張ばっちゃうぞぉ～♪　えいえいおー♪」

　リビングへ向けて歩き出した真琴の後ろ姿を、俺はただ呆ぼう然ぜんと眺める事しか出来なかった。

「んー。ま、いっか。とりあえず話まとまったしね。それにしても、見事だわ、あれ」

　と、やっぱり緊張感の薄い感じで彩香が真琴に続き、奥に入っていく。

　取り残されたのは、完全に敗北した瑠る花かと俺だけ。ちらりと横目で瑠花を見ると、彼女はグッと手に力を入れたまま、真ま琴こと達が消えたリビングを睨にらんでいた。

「……なぁ、瑠花」

　もう行こうぜ。そう言葉をつづけようとした瞬しゆん間かん。

「……あたしは、もう子供じゃない」

　と、微かすかに瑠花の口から言葉が漏もれる。

「……え？」

　思わず漏れた声に、瑠花が反応する事は無い。一度目を閉じ息を吐はき出してから、瑠花はリビングへ歩き出す。その姿に、俺は居心地がまた悪くなる。何だか落ち着かない。

　いつもは我わが儘ままな瑠花。いつもは可愛かわいい真琴。だけど、時々酷ひどく弱くなる瑠花。信じられないくらい強くなる真琴。もう、本当に意味が分からないのだ。

　やっぱり、俺にとって彼女達は未確認生命体と変わらない……。







　それから一時間後。三人の美少女と同居する事になった家の台所に俺は居た。

　リズミカルな包丁の音。食欲を誘う香り。何よりもアレだ。そう、エプロン。美少女が着るとすれば白いレースのエプロンが最上級なのは間違いないが、この家にあるのは赤い普通のエプロンだけだった。でも、贅ぜい沢たくは言わない。

「なぁ、彩あや香か」

　てか、正直エプロンとかどうでもいい。

　だってさ……。

「ん、なんだ？」

「見てるだけで楽しいか？」

　着ているのは男──つまり俺だからな。リビング側のカウンターに肘ひじをつきながらこちらを見ている彩香は、先程から手伝うそぶりさえ見せない。

　ちなみにあれから、話し合いは驚く程スムーズに進んだ。部屋割りを決め、毎日の家事当番を決め。いい加減ご飯を食べようという事になり、家にあった材料（先輩が事前に買っていてくれたらしい）を俺が適当に見み繕つくろい、夕飯の準備をし始めた。

　しかし、ここまで来るのに、本当に色々あったのだ。確かに、確かにだ。表面上、話し合いはとてもスムーズに進んだ。だが、瑠花と真琴の間に流れる空気は最悪。彩香はそんな様子を面おも白しろそうに見ているだけ。そんな中、あわあわと仲介する俺はさぞ滑こつ稽けいだった事だろう。

　文句を言いたいところは、もちろん沢たく山さんあった。たとえば、家事の分担が明らかに俺一人に偏かたよっている事とか、二階に四部屋あるのにも拘かかわらず、俺の部屋として割り振られたのがリビングの横にある三畳程度の物置部屋だった事とか……。

　でも、言えなかったのだ。女子と同じ階に部屋が欲しいなど、一般的男子である俺が、あの空気の中で言えるわけがない。でも。

「……まぁ、色々決まって良かった、と言っとくべきなんだろうな」

「んー。今回は真ま琴ことが上う手まくやりこめたって感じだね」

　視線を上げると、彩あや香かが楽しそうな顔で俺を見ていた。ちなみに真琴は風呂に行っており、瑠る花かはキッチンから一番離れた場所に座り、イヤホンをつけながら雑誌を捲めくっていた。

「ま、この先何も無いとは思えないけど」

「……やっぱり、そうだよな」

　げんなりと答えると、彩香はまた肩を竦すくめながら笑った。

「あの二人、相性は最悪って感じだもんな。真琴も瑠花も同性に好かれるタイプじゃないし」

　確かに、瑠花はクラスの女子に馴な染じめていない。でも、

「……真琴ちゃんも？」

　どうして真琴も同性に嫌われるかが分からない。ブラックな一面さえ見せなければ、女子からだって好かれそうだ。でも、そこで彩香は「あーやっぱり」と苦笑を浮かべる。

「まず顔が良い上に細い。それだけで私達くらいの歳の女の子は嫉しつ妬とするからね。しかもあの二人は自分が可愛かわいい事を理解してる。その上、瑠花は我わが儘ままだし、真琴は猫っ被かぶりだ」

「え？　彩香は真琴ちゃんのブラックな一面に気付いてたの？」

「もちろん」

「え、なんで気付けんだよ。俺は全然気付かなくてさっきびっくりしたのに」

　俺の言葉に、彩香は「ははっ」と笑う。

「女子の大半は気付くんじゃん？　きっと瑠花も気付いてた。だから真琴に対してあんな態度だったんだろ。その証拠にあの子、私に対しては突っかかってこなかっただろ？　まぁ私も、真琴の性格があそこまでとは思ってなかったけどね」

　確かに、瑠花があからさまに嫌っていたのは真琴だけだ。

「その上、猫っ被りに気付かずに真琴にドキドキとか、きゅんきゅんとかしちゃってる男子を見ると、余計イラッと来るのよ」

　ちょっと前の自分の事を言われ、俺は居心地悪く「あ、うん」と身を縮める。

「……でもさ、彩香は真琴に冷たく無かったよな」

「私、そんな強したたかな女の子好きだからね。ついでに、そんな女の子にホイホイ釣つられちゃう男を見てるのも好き」

　ケラケラと笑う彩香に、また俺は居心地が悪い。

「そして、瑠花は分かりやすい。自分の容姿を鼻にかけた我儘。その上、都合が悪くなると逃げるわ泣くわ。あれじゃ、同性の友達が出来ない。女子ってすぐ泣く子嫌いだし」

「え、そうか？　女子って泣いた子の味方ってイメージあったけど」

　俺の記憶の中だと、女子はいつも泣いた子の味方で、泣かせた男子の敵だった。

　でも、彩あや香かはまた「ははっ」と笑う。

「あんなのポーズだよ、ポーズ。確かに、泣いちゃっても仕方ない状況なら心から慰なぐさめるし、泣かせた男子を責めるけど。でも、『え？　この子この程度で泣いちゃうの？　甘えてんじゃないわよ』って思いながら慰めてる事も多々あるわ」

　……あの、えっと。マジすか？

　つーか、怖こえぇよ。返せ、俺の純粋な心。てか、これがあれなのか？

　その幻想をぶち殺すっ！　ってやつなのか？

　……いや、違うか。

　何だか無性に各方面に謝りたい気持ちになりながら、俺は彩香に問いかける。

「女子って、何でそんな面倒な事すんだよ」

「さーね。私も意味分かんないなぁ～って思うけど。ま、そういう生き物だからじゃない？」

　もっと意味分かんねぇよ。

「つまり、あの二人にいきなり仲良くしなさいって言っても無む駄だって事」

「はぁ、でもさ……」

「時間に任せるしかないんじゃん？　どう足あ掻がいてもこの街に居る限り、私達は共同生活からは逃げられない。瑠る花かだって、ずっといがみ合っていたいわけじゃないと思うし。それに」

　そこで、彩香は後ろを振り返り小さく笑う。俺もその視線を追うようにリビングの奥を見ると、瑠花と目が合う。その瞬しゆん間かん、瑠花はギクッ、と驚いて、慌あわてて雑誌を捲めくる作業に戻る。

「案外、素直そうだろ？」

　……まぁ、素直と言うか、なんと言うか。でも、間違いなく意地っ張りではあるのだろう。気になるならこちらに来ればいいのに、一人で雑誌を読むフリなんてしやがって。

　文字を追っているとは思えない速度で雑誌を捲る瑠花を見ながら、俺は小さく笑った。

「そうかもな」

　と応えると、また彩香は笑う。

　どうしたって俺達は、これからこの家で暮らすしかない。少しずつでも仲良くなっていくしかないのだ。その過程で、問題なんて何度でもあるだろう。でも、それを乗り越えるのもきっと、俺達の仕事なのだろう。







「うわぁぁっ！　ナイト君っ！　凄すごい美お味いしいっ！　尊敬しちゃう♥」

　正面に座った真ま琴ことが、カレーを一口。それから満面の笑みで俺に笑いかける。

「ほ、ほんと？　それは良かった」

　誤解が無いように言っておこう。俺は今、決してデレッとした顔なんてしていない。

「うん♥　もう、最高だよっ！」

「……そんな美お味いしそうに食べてくれるなら、作った甲か斐いがあったよ」

　大事な事なので、もう一度。俺は断じてデレっとなどしていない。……と、思う。

「……はんっ」

　聞こえてきたのは鼻で笑う音。発信源は……まぁ、言うまでも無いだろう。

「……う」

「……っち」

　それに続き、呻うめいたのが俺。舌打ちをしたのが真ま琴ことである。ちなみに、彩あや香かは何かが勃ぼつ発ぱつしそうなテーブルで、薄い笑みを浮かべながらもぐもぐとカレーを口に運び続けている。

「……」

「………あの、瑠る花か？」

「何？」

「味、どうだ？」

「不ま味ずくはない」

　あぁ、そうですか。さようですか。でもですね、俺としては出来れば普通に「美味しい」と言って頂けると有あり難がたいのですが……。まぁ俺はいいんですけどね。

　でもですね、あの……向かいの方がちょっと不機嫌そうで……。

「ガキくさっ」

　ほら、こうなる。その言葉に、瑠花はキッと真琴を一ひと睨にらみ。が、その眼は一いつ瞬しゆん。すぐにカレーを咀そ嚼しやくする作業に戻る。この展開、いつもの瑠花なら真っ先に噛かみつく場面だ。でも、瑠花はぐっと堪こらえる。それは、とてもいい事だ。

　……でも、何でだろう。噛みつかなければ、それはそれで居心地が悪い。

「ねぇねぇナイト君。こんなに料理が上手って事は、ナイト君は都市に来る前にも料理してたの？」

「あ、うん」

　何事もなかったように明るい笑顔で聞いてくる真琴の言葉に、俺は短い言葉で返す。隣で黙もく々もくとカレーを食べ続ける瑠花が気になって仕方がないのだ。

「お家うちのお手伝い？」

「うん、まぁそんな感じかな」

「へー偉えらいね、大人だね♥」

　満面のエンジェルスマイル。の、筈はずなのに、その顔を見ても素直に真琴が可愛かわいいと思えなかった。この時ばかりは、俺にも笑顔の向こうの悪意が見えたのだ。「それに比べて、あんたは子供だね」俺に向けられた言葉に隠された、瑠花へ向けた言葉。

　カチンっ。

　数口分だけ残ったカレー皿に、スプーンを叩たたきつけるように置く音。すっと立ち上がった瑠る花かの口は、固く結ばれている。

「……瑠花？」

「お腹いっぱい。疲つかれたからもう寝る」

「へぇ～。せっかく作ってもらったのに、残すの？」

　その声に、また瑠花は真ま琴ことを睨にらみつける。しかし、やはり何かを言うわけでもなく、すっと座って、残りのカレーを口に詰め込む。そして、まだ飲みこみ終わってもいない内に椅い子すから再び立ち上がり、黙ってドアへ向かおうとする。

「自分が食べたものくらい、片づければいいのにね。あ、でもお子様だから仕方ないかっ！」

　また、瑠花を見ずに発せられた真琴の声。その言葉に瑠花は黙ったまま皿を手に取りキッチンへ向かう。助けを求め彩香に目をやるが、彩香は「どうしようもないね」と言うように、肩を竦すくませただけだった。結局、俺が何かを言う前に、瑠花は黙ったまま食器を水切りに移し、リビングから出ていってしまう。後に残ったのは、何とも言い難がたい微び妙みような空気だけ。

「てへっ☆　ちょっとマコちゃんやりすぎちゃったかな？」

　……いや、てへっ☆　じゃなくてさ……。

「あのさ、マコちゃん」

「ん？」

　その、ん？　って問いかける顔が異常に可愛かわいかったりするが、今だけは惑わされない。

「瑠花はさ、あーいう奴やつだけど、凄すごい我が慢まんしてると思うんだ。だからさ、俺が言うのも変だけど、もう少し仲良くしてあげられないかな？」

　俺の言葉に、真琴はにっこりと笑う。

「うん、嫌いやだよ♥」

「……え、あ、のさ」

「だって、マコちゃんあーいう子嫌いだもん。それに、そーいう風にあの子の事を庇かばうナイト君もちょっと嫌い」

「でもさ、瑠花も頑がん張ばってると思うんだ」

「じゃあさ、私は頑張ってないんだ」

「……え？」

「私より、あの子の方が頑張ってるから、私が我慢しろって言ってるんでしょ？」

「いや、そういう事じゃ」

「じゃあ、どういう事？　教えて、ナイト君」

「……あ、ごめん」

　返す言葉が見つけられず、俺は小さな声で謝る。そういう事が言いたかったんじゃなかった。どうにか、瑠花と真琴が仲良く──とまでは言わなくても、喧けん嘩かをして欲しくなかっただけだ。そのためには、我わが儘ままな瑠る花かじゃなく、真ま琴ことに我が慢まんしてもらった方が良いと思った。

　でも、それは正解だったのか？

　そんな事、分かる筈はずも無い。だって、俺はまだ真琴の事を何も知らない。

「ううん。いいよ、ナイト君。ごめん、マコちゃんなんだかイジワルモードだね。さて、ごちそうさま。美お味いしかったよ、ありがとう」

　天下一品のエンジェルスマイルを見せて、真琴は笑う。

「う、ん」

「じゃあ、私ももう部屋に行くね。おやすみ、ナイト君、彩あや香かちゃん♥」

　そう言うと真琴は、まるで何事も無かったかのような笑顔で、二人に手を振りリビングを出て行く。真琴が消えたドアがぱたんと音を立てて閉まり、俺は安あん堵どとも不安ともとれる溜ため息いきを吐はき出した。

「あっちもあっちで、クセが強いな」

　そう呟つぶやいたのは、斜ななめ前に座っている彩香。

「しょーもないくらい子供だよな……って、私も充分子供か」

　そう肩を竦すくませて笑うと、彩香は食べ終わった自らの皿を持って席を立つ。

「……あのさ」

　俺はキッチンで皿を洗う彩香に声をかける。

「彩香は、大人だなって思うよ。俺が分からない事、ちゃんと分かってる」

　正直、この家の中で一番頼れるのは彩香なんじゃないかと思っている。喧けん嘩かを止めてくれるわけじゃないし、家事を手伝ってくれるわけでもないけど、それでも彩香が居ると場が安定するような気がするのだ。

「はは、本当？　嬉うれしいよ。でも、そんなに期待しないで欲しいんだけどね。じゃ、また明日。おやすみ」

　キュッと蛇じや口ぐちを止め、また肩を竦めた彩香は、そのままリビングを出て行ってしまう。

　後に残された俺の前には、冷めかけた自作のカレーだけ。

「……なんか、よく分かんねーな」

　彩香は掴つかめない。掴んでいるようで、掴めていない。そんな気がする。

　大人な行動をする彩香は、一体今、何を思っているのだろうか？　いや、彩香だけじゃない。真琴も、瑠花も。何を思っているかなんて、俺にはちっとも分からないのだ。

　……女子なんて、分かんねーよ。




　　　　[image: くぎり]




　薄く眼まなこを開けると、そこには見慣れない天井。再び眼を閉じると、目まぐるしかった今日の出来事が浮かび上がる。リビングと扉を一つ隔へだてただけの、俺の新しい部屋。疲つかれている筈はずなのに、頭にぐるぐると色々な言葉が飛び交って、全然眠れそうにない。

　──この仕事は、スゲーよ。最下層から、一気にのし上がれる。

　洋よう司じ先輩の言葉を思い出すと、この仕事を頑がん張ばってみようと思える。どんな未来が待っているかは分からないけど、少しずつやる気が出てくる。

　──辞やめられないのよ。

　──あたしはもう、子供じゃない。

　そう呟つぶやいた瑠る花かの顔を思い出す。出会ってたったの一週間。美人なのに我わが儘ままばかり言うクラスメイト。そして、今日から同僚。唯ゆい我が独どく尊そんで自信の塊かたまり。そんなイメージしかなかった彼女が見せた、弱さと孤独。我が慢まんなんてするキャラじゃないのに、ぐっと耐たえていた姿。

　──じゃあさ、私は頑張ってないんだ。

　そう笑った、真ま琴ことの言葉。

　──私も充分子供か。

　肩を竦すくませながら笑った彩あや香か。今まで俺が小・中学校で見てきた、クラスの女子とは何かが違う三人の同居人。これから俺は、彼女達と一緒に暮らさなくてはいけない。暮らすだけではない。力を合わせ、この街で、あの店で、働かなくてはいけない。

　彼女達を纏まとめていくなんて……正直、出来る気がしない。

　そもそも別に、凄すごい仕事に就つきたいとか、成り上がりたいとか、そんな事を思ってこの街に来たわけじゃなかった。俺はただ、世の中に出ても一人で生きれる力をつけたかっただけなのだ。もちろん、キャバクラのボーイなんかがしたかったわけでもない。

「はぁ」

　溜ため息いきを一つ、二階の部屋から持ち込んだ布団を抜け出し、リビングへ続くドアを開けた。明かりを点つけるか迷ったが、闇やみに慣れた目には点けっぱなしの豆電球で充分そうだったので、そのままキッチンへ向かう。

　水切りかごからコップを一つ取って、水道水を直接飲んだ。直接飲めたもんじゃなかった実家の水道水と違い、山奥にぽつりとある【自立都市】の水は、驚くほど冷たく美う味まい。

　それだけで、随ずい分ぶん遠くまで来たと自覚して、余計に気分が沈んでいく。

「はぁ」

　と、もう一度溜息をついた時。突とつ如じよ、パチッという音がして、辺りが激しい光に包まれる。強い光に瞳どう孔こうの収縮が追いつかず、思わず「うわっ」と呻うめいて目を閉じる。

「……な、いと？」

　聞こえたのは、怪け訝げんそうに俺を呼ぶ声。痛む目を堪こらえうっすらと目を開けると、そこには眩まぶしいのか、それとも不機嫌なのか。とにかく、顔を顰しかめた瑠花の姿があった。ちなみにその腕には大きなうさこぱんだのぬいぐるみが抱えられており、着ているのも見ているこっちが恥はずかしくなるような（いやらしい意味ではない）、うさこぱんだ柄がらのパジャマである。
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「……瑠る、花か？」

　リビングの入り口と、キッチン。その距離は二メートルちょっと。

「なんで、こんな時間に居るのよ」

「いや、それは俺のセリフなんだけど」

　今は真夜中の三時。寝るには遅く、起きるには早すぎる時間である。

「別に、喉のどが渇かわいたから何か飲もうと思っただけよ」

「俺も、そうだけど」

　と、手に持ったままだったコップを掲かかげる。しかし、瑠花は「あっそ」と、顔を顰しかめたまま下を向き「ちょっとそこ、どいてくんない？」と可愛かわいくないセリフを吐はき、俺をシッシと追いやるような仕草をする。

　おい、なんだよ。その態度は──そう言おうとした時、俺はまた気付いてしまった。その目は腫はれぼったく赤くなっている。俺が半分無意識に一歩後ろに下がると、瑠花は荒っぽくコップを取り、蛇じや口ぐちを捻ひねる。水を一気に呷あおる背中は、やっぱり小さい。

　水を飲み干し空になったコップを握りしめた瑠花が、躊躇ためらいがちに「ねぇ」と小さな声を上げた。その声に俺は「ん？」と無難な返事をしたが、すぐに瑠花から言葉が返ってくる事はない。

　コップを持つ手にぐっと力を入れたのが、背後からでも分かった。

「……どうして、奈ない斗とはこの街に来たの？」

　やっと発せられたその言葉に、少しだけドキッとする。

　自立型都市は十五歳で親元を離れ、生徒だけで都市運営を行う世界でも類を見ない街だ。特とく殊しゆな学校形態や自立都市が掲かかげるコンセプトに惹ひかれて入ってくる生徒も、もちろんいる。だが、何らかの事情を抱えてこの都市に来る生徒も多いと入学前から聞いていた。

　でも、俺には隠さなきゃいけない事も無いし、言いにくい事も無い。

　笑って──と言っても、瑠る花かには見えていないのだが、その質問に答える。

「俺の実家はさ。なんというか……すげぇ貧乏でさ。だから俺、そのまま普通の学校に行ったら、大学なんてとても行けなかったんだ。高校だって、公立に行くのがやっと。だったら、学費が掛からないこの都市に来た方が良いと思ったんだ。高卒で出来る仕事なんて、今の時代限られちゃってるしな」

　蛙かえるの子は蛙。そして、二極化の進んだ今の時代、貧乏の家の子は貧乏にしかなれない。

　その決められた未来を打ち破る手は【自立都市】にしか無い。そう思い、俺は親元を離れてこの都市に来た。でも、今の時代。そんなのよくある事だ。

「……そっか、お金が無いのも大変なのね」

　ともすれば、嫌いや味みにも聞こえる言葉。しかし、そこには、自らが抱えた問題を反はん芻すうするような響ひびきがあった。だから俺はちょっと迷って、だけど意を決して聞いてみる。

「瑠花は……どうしてこの街に来たんだ？　お金が無くて来た俺みたいな理由じゃないんだろ？」

「……うん」

「じゃぁ……」

　なんで、「辞やめられない」なんて思いつめたような顔で言ったのだろうか。

　しかし、瑠花は何も言わない。やっぱりこの話題には触れて欲しくなかったのかもしれない。俺が後悔し始めた時、かつん、と小さな音をたてて瑠花がコップをシンクに置いた。

「宮みやケが瀬せコーポレーション、知ってる？」

「え？　うん」

　それは、日本屈くつ指しの大企業の名で…………しかも宮ケ瀬って、まさか。

「それ、あたしのお祖じ父い様がやっている会社なの」

　予感はあたり。つまり、瑠花は超が付く程のお嬢様という事なのだろう。

「でも、なんでそんな家に生まれたのに、こんな都市に来たんだ？」

　貧乏生まれ、貧乏育ちの俺には、想像もつかない生活をしてきたに違いない。学校だって好きなように選べただろう。そんな瑠花が親元を離れ、どんな職業を学ぶかも分からない【自立都市】に来る理由とは何だったのだろうか。

　そこで、不安げな顔で俺を見た瑠る花かが言ったのは、思いもよらぬものだった。

「……あたしって、性格悪いでしょ？」

　思わず、「え？」と聞き返しそうになる。

「……自覚あったのか」

「少しは否定しなさいよ」

「あぁ、悪い。えっと……ごめん、でもフォローが思いつかない」

「ちょっとっ！　……まぁ、いいわ。分かってるもの」

　一いつ瞬しゆん、いつもみたいに眉まゆを吊つり上げた瑠花だったが、すぐにしゅんと肩を落とし抱えたぬいぐるみを強く抱きしめた。

「……本当の友達なんて出来た事なかったもの」

　拗すねるように言った瑠花は、なんだか本当に子供みたいだ。

　でも、友達居ないって……やっぱりお前、浮いてたんだな。

「……ねぇ、ちょっと。残念な子を見るような目、やめなさいよ。まるであたしが可哀かわい想そうな子みたいじゃない」

　いや、どう考えたって残念だし、可哀想だと思うんだが。

「別に、イジメられてたわけじゃないからね。あたしはいつでも人の輪の真ん中に居たわよ。当たり前でしょ？　あたしは宮みやケが瀬せグループのご令嬢なんだから」

　強気で我わが儘ままな口調で放たれた言葉。でもやっぱりその言葉には弱さが混じっている。

　瑠花はお金持ちで、いつでも人の輪の中に居たという。確かにそれは、外から見ていれば誰もが羨うらやむような光景だ。でも、瑠花の周りに居た人達が見ていたのは、華がある容姿と家柄だったのかもしれない。少なくとも、瑠花はそう感じていたのだろう。

　もしそう思っていたのなら、どんなに人に囲まれていようとも、瑠花は孤独だっただろう。

「あたしがどんな我儘を言っても、みんな許してくれた。我儘も可愛かわいいねって言ってくれてた」

　瑠花は下を向いたまま、苦い思い出を耐えるようにシンクの端はしをぐっと握っている。

「……良いと思うじゃない。本当に小さい時からそう言われ続けてきたんだから、それが正解だって思うじゃない」

　確かに、幼い頃からそう言われ続けていれば、誰だってそう思うだろう。いつまでも、ずっと我儘は許されて、自分は特別なのだ、と。

「でも……あたしは一族の〝恥はじ〟なんだって」

「……恥？」

「そう、恥よ。中等部に上がったばかりの頃、あたしは初めて社交界に出たの。その時ちょっとした騒ぎおこしちゃってね、それでお祖じ父い様は大激怒。あたし元々住んでた街からお祖父様のお屋敷に引っ越す事になって、もちろん学校も転校。教育係までつけられた。通った学校も最悪だったわ。みんなあたしを馬ば鹿かにしてるくせに、あたしにペコペコしてばっか。可お笑かしいでしょ？　本当、あの学校は嫌いだったわ」

　そこで瑠る花かは、下を向いたまま笑う。

「だからね、決めたの。こいつらのいう事なんて聞いてやらない。恥はじだって言うなら、それで結構よ。だってこんな生き方しかあたしは知らない。だって、ずっとそれで良いって言われてたんだもの」

　ぐるぐると渦巻く感情を全て吐はきだすかのように言葉を紡つむぎ、孤独に耐えるみたいにぬいぐるみに顔をうずめた。

「……そっか」

　と、相あい槌づちを打ってみたが、その先が続く事は無い。

　水道から一滴、ぽたりと雫しずくが落ちる。床を見つめる瑠花の感情は分からないが、その胸を占めるのは悲しみだろうか、怒りだろうか。それとも……諦あきらめなのだろうか。

「……瑠花はさ」

　俺の声に、瑠花は少し顔を上げる。

「どうしたいんだ？」

　自分の事を『性格が悪い』だなんて、どんな気持ちで言ったのだろうか。

　クラスでは、あんなに自信に溢あふれ、輝く瑠花。我わが儘ままで意地の悪い所もあるが、怒ったり、笑ったりする、案外普通の女の子なのだ。

「分からない」

　ぽつり、と。まるで雫のように瑠花は言葉を落とした。

「分からないのよ、自分でも。〝宮みやケが瀬せの家に相応ふさわしい良い子〟になんてなりたくない。でも、こんな自分が可愛かわいくないって事も分かってる。だから、分からないのよ」

　良い子になんてなりたくない。その方法も分からない。だけど、今の我儘な自分も、瑠花は素直に認める事は出来ないのだろう。

「だから、この街に来たのか？」

　自分の感情と、周りの期待。自分の意志と、周りからの視線。そんな形に出来ない何かの間に生まれた軋あつ轢れきに耐え切れず、瑠花はこの街に来たのだろうか。そう思い、瑠花に尋たずねる。しかし、瑠花はゆっくりと首を振る。

「……それも、あるかもしれないけど……。でも、違う」

　返ってきたのは、また曖あい昧まいな。答えのような、答えじゃないような言葉だった。

「……じゃぁ、なんで？」

　問いかけた俺に、瑠花はまた迷うような仕草を見せた。

「……馬ば鹿かにしない？」

「あぁ、しないよ」

「あのね……」

「うん」

「…………結婚、して欲しい」

　……えっ!?　俺と!?

「そう言われたの」

　おぉ、そうだよな。

　……って、

「はぁっ!?　誰に!?」

「ちょっと、声大きい。誰かが起きてきたらどうすんのよ」

「ごめん。……で、それって……つまり、プロポーズされたって事だよな？」

「……まぁ、そうよ」

　不満そうに……というよりは、なんだか嫌悪感丸出しで瑠る花かは呟つぶやいた。

「で、誰に？」

「お祖じ父い様のやっている会社と取引のある会社の息子」

　つまり、上流階級同士の結婚ってヤツか……。貧乏育ちの俺にはよく分からないけど、それは普通の中学生が理想と妄もう想そうから口にする約束とは、訳が違うのだろう。

「お祖父様は大喜びよ」

　あははっと続いた笑いが、どういう感情の元に発せられたのかは分からない。だけど、その言葉を聞いて、何な故ぜだかちょっとだけ胸が痛んだ。

「……瑠花は、その男の為に性格を直そうと都市に来たってことか？」

　恐る恐る聞いた言葉に、瑠花はキッと俺を睨にらみ、畳たたみかけるように言葉を連ねた。

「違うわよっ！　冗じよう談だんじゃないわっ！」

「……へ？」

「お祖父様はね、財ざい閥ばつの中で使い道の無かったあたしを、丁度良いってそいつと結婚させようとしてるの。その会社とは強い繋つながりを持ちたかったみたいだし、我わが儘ままで恥はじ晒さらしなあたしを体ていよく経営に利用できるとでも思ったんでしょうね。でも、あたしはどうしても嫌いやだったの。だって、初めて会った瞬しゆん間かんにプロポーズよ。それ以降一度も会ってないのに、どんどん話だけ進んでいくし、意味分かんないじゃない」

　確かに、一度しか会った事のない相手との結婚なんて、俺だってやっぱり嫌だ。畳みかけるような瑠花の言葉に気け圧おされながらも、俺はどうにか言葉を投げ返す。

「だからこの都市に逃げてきたのか？」

「とりあえず七年間はあいつから逃げられるからね」

「そんなの、反対されただろ？」

「もちろん周りは大反対よ。でも、入っちゃえばこっちのもんでしょ？　それに、この都市で優秀な成績さえ修めれば、誰もあたしを無能な子供だなんて言わないわ。……なのに」

　そこでまた瑠る花かは、あははっと笑って力んだ体から力を抜いた。

「……キャバ嬢って何なのよ」

　確かに、結婚なんて形ではなく、仕事という形で自分が家に貢こう献けん出来るんだと見返してやりたかった瑠花に与えられた仕事がキャバ嬢なのだ。それは、かなりショックだろう。

　男の俺なら、経営者まで昇り詰めて見返す事も出来たかもしれない。

　でも、キャバ嬢ではそれも出来ない。

　……ん？

「…………」

　あれ？　待てよ。

　そこで俺は、小さな違和感を覚える。

　キャバ嬢では、無理だ。そう、俺は思った。だけど、それは本当だろうか……。

　男の俺に成なり上がるチャンスがあって、女の瑠花にチャンスが無い。そんな事、この【自立都市】において起こり得るだろうか……。

　仮にも教育機関であるこの都市が、生徒の未来に何もない仕事を用意するとは考えづらい。なら、きっと……何かあるはずだ。

　洋よう司じ先輩は、ボーイはその管理能力を評価されると言っていた。逆に言えば、俺はこれから人を管理する方法を学んでいくという事なのだろう。

　では、キャストは何を学んでいくのか……。

　考えて……、考えて……。でも、今の俺にはまだよく分からない。だけど、一つだけ瑠花に言える言葉は見つかった。

「瑠花、ナンバーワンになろう」

　その言葉に、瑠花は「はぁ？」と思いっきり眉まゆを顰ひそめる。

「キャバクラでナンバーワンになって、何になるっていうのよ」

　バカじゃない？　と言わんばかりの顔と動作で言い返す瑠花の気持ちも分かる。でもこの問題は、もっとシンプルに考えた方がいいのかもしれない。

「何になるのかは、俺にもまだ分からない。でも、ナンバーワンになろう」

「だから、ナンバーワンになったところで誰も認めてなんて──」

「誰がそう言ったんだ？」

「……え？」

「誰もそんな事言っていない。そもそも、本当に意味の無いものなら、誰も目指さない」

「……でも」

「俺達が勝手に決めつけただけなんだよ。キャバクラなんて意味が無い。頂点を取っても誰も認めてくれないって」

「…………」

　黙り込む瑠る花かは、疑いながらも希望を見つけようとするみたいに、じっと俺を見ている。

　だから俺は笑って、さらに言葉を続ける。

「それにここは【自立都市】だ。それぞれの仕事に、何かを学ばせる力があると学校側が思っているから、キャバクラという職業がこの都市にある。つまり、この業界でトップを取れば、都市は俺達の事を必ず評価してくれる」

　そうこの街は、変わっていようが何だろうが、教育機関なのだ。様々な思惑の上に成なり立っている都市ではあるが、職業上の差別は無い。少なくとも、そう学校側は謳うたっている。

　全ての言葉を紡つむぎ終えた後、訪れたのはまた沈ちん黙もくだった。でも、さっきのように先の見えない袋ふくろ小路こうじではない。とりあえず、目指す場所はある。いや、ずっと前から──この仕事を言い渡された時から、目指す場所はあったのだ。でも、俺らは勝手に否定していたんだ。

「……そう、かも」

　瑠花の声は、またぽつりと流れた。でも、その声は雫しずくではない。次々と湧わき出す清水のように、顔からは光が溢あふれ出す。

「だろ？」

　笑いかけて、頷うなずく。別に問題が解決したわけじゃない。そんな事、俺はもちろん瑠花だって分かっている。気休めかもしれない。目指した先はまだ見えない。でも、希望は見えた。

「あたしを……認めてくれるかしら？」

「当たり前だろ？　だって、スゲーじゃん。瑠花に会う為に何万も使う人が沢たく山さんいるって事は、それだけ瑠花に魅み力りよくがあるって事だろ？」

「……そうよね。ううん、きっとそうだわ。なんだかちょっと……やる気出てきたかも」

　微かすかな希望を確認しあうような、そんなやり取り。霧きりを掴つかむような、そんな感覚。だけど、今はそれでいい。輝きを取り戻していく瑠花の表情を見ていると、自然とそう信じられるから不思議だ。

「瑠花、見返してやろうぜ」

「当たり前でしょ、あたしを誰だと思ってるの？」

　瑠花は、そう言って悪戯いたずらをした子供のように笑う。光を取り戻した笑顔を見ると、自分でも驚くくらい嬉うれしい気持ちになった。

「そうと決まれば下げ僕ぼくの懐かい柔じゆうから始めるわよ。実はあのクソチビに言いすぎたかもって思っていたの。ショックを受けてる筈はずだから、心の広いあたしは朝食を作ってあげる事にするわ」

　……うん、と。なんだか元気付けすぎた気もしなくない。というか、凹へこまされて部屋に閉じこもっていたのは瑠花だろうが……と言いたいが──。

　まぁ、少しずつでいいか。

　喧けん嘩かしながらでも少しずつ仲良くなって、少しずつ大人になっていけばいい。

　そう、深夜の狭いキッチンで俺は思うのだった。
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　そんな夜が明け、共同生活の二日目。窓から差し込む日差しは眩まぶしく、天気は晴天。ちゅんちゅんと、平和な小鳥の声。あれから結局眠る事が出来なかった俺と瑠る花か。そして、起きてきた真ま琴ことと彩あや香かの前には、カップラーメンが並んでいた。

「ちょっと、なんで朝にコレなのっ！」

　と真琴が、朝から可愛かわいいエンジェルフェイスをブラックに染めながら抗議の声を上げる。

「昨日の夜、フレンチトーストの材料ならあるって言っていただろう？」

　と言いながらも、彩香はなんとなく答えを予想出来ているのだろう。顔が半笑いである。

「……え、っと」

　言い淀よどむ俺は、チラリと横を見る。そこに居るのは、「嫌いやなら食べなきゃいいでしょ」と、ふくれっ面つらの憎まれ顔を披ひ露ろうする瑠花の姿。

「なーんで素直にゴメンナサイも言えないの？　幼稚園からやり直せば？」

　しかし、そんな理不尽な我わが儘ままを許すエンジェルなマコちゃんはこの場には居ない。そして、その嫌味を流せるほど、瑠花は大人ではない。

「なっ！　何言ってるの？　意味分かんないわっ！」

「どーせあんたが料理失敗でもしたんでしょ？　何この焦こげ臭くさい匂においは」

　正解っ！

　残念な事に、瑠花は冷蔵庫が空になるまで朝食を作りなおしたのに、一つも成功作を作れなかったのだ。その上、意固地な事に俺の手助けは一つも許さなかった。

「……うっ。も、文句あるなら食べなきゃいいでしょ！」

　つまり、瑠花が悪い。もう謝るか、逆ギレするかしか手は残されていない。そして、困った事に瑠花は謝るのが苦手である。

「食べるわよっ！」

「食べるなぁっ！」

　と、瑠花は真琴のカップラーメンを奪いにかかり、慌あわてて真琴は自分のカップを抱える。

　食べるなチビっ！　とか、食べるわよ馬ば鹿かっ！　などという素す敵てきワードと手足が飛び交う争いを横目に、俺は自分のカップラーメンを手に持ち、いそいそとキッチンに避難する。すると、そこには先に彩香が居て「奈ない斗とも大変だな」なんて、慰なぐさめられる。

　それに俺は「……あはは」と笑うしかなかった。

　少しずつ、ちょっとずつ……だよな？
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「おはよう、黒くろ部べ」

　重たい体を引きずって教室に入ってきた俺に声をかけてきたのは、今日も朗ほがらかな笑みを浮かべている二じ郎ろうだ。

　窓まど際ぎわの席には誰も座っていないので、まだ良りよう太たは来てないらしい。

「……はよ」

　短い挨あい拶さつを返し、俺は倒れ込むように机に突っ伏した。

「おいおい、かなりお疲つかれじゃんか」

　そんな俺を見て、二郎は朗らかな顔のまま眉まゆをハの字に下げるという、なんとも奇き妙みような顔を見せる。どうやらこれが二郎の心配を表現する顔らしい。

「まーな」

「うわぁ、大変そうだな。ボーイ業務ってそんなにキツイのか」

「いや……。なんつーか」

　いきなりフロアに立たされた事は、まぁいい。問題はその後だ。瑠る花かは開始三十分でトラブルを起こし、店から逃げ出して。どうにか収まったと思ったら担当キャストと同居する事になって、そこでまたトラブル。その上、朝から瑠花と真ま琴ことは喧けん嘩かまで始めて……。

　正直疲れていないと言えば、噓うそになる。

「……はぁ」

「ま、まぁ元気出せよっ！　今度うちの店で試食会があるらしくってさ、友達も連れて来いって言われたから黒部も誘ってやるからっ！」

「……サンキュ」

「おうっ！」

「つーか、お前は順調そうだな」

「そうだなっ！　あんな旨うまいラーメン無タ料ダで食べれるとか、天国みたいな職場だよ」

「いや、ラーメンの味じゃなくてさ……仕事」

「あー、そっち。まだ皿洗いしかしてねーからよく分かんねーや。あははっ。でも、うちの店のラーメンが旨いって事は俺が保証するっ」

　……うん。今こいつに何を聞いても、最終的にラーメン旨いに行きつく気がする。

　まぁ、とりあえず。二郎は今日も平常運行。

「お前も誘ってやるから、元気出せよ。な、長なが嶋しまっ！」

「……いや、良太まだ来てないだろ？」

「何言ってんだ、ちゃんと来てるぞ」

　その言葉に、俺は窓際の席へ視線を向ける。しかし、そこは相変わらずの空席。

「は？　……いねーぞ、……って!!」

　椅い子すを見ていた視線を斜ななめ四十五度右下に移動した、机の下。

「机の下に居るだろ」

「……良りよう太た」

　そこに長なが嶋しま良太の姿があった。

「いつから……そこに」

「奈ない斗と君が登校する前から……ぼくはここに居ました」

「お、おう。そうか。ごめん、気付かなくて」

「いいんです。生きている価値さえないぼくの事なんて、気にしないで下さい」

「……ど、どうしたんだよ。なんか仕事で嫌いやな事でもあったのか？」

　机の下に雨雲を作りそうな形相の良太に、俺は戸惑いながらも声をかける。

　どうみても、俺より重症だ。

「……パステルカラーの店内。……可愛かわいらしい装飾のケーキやクッキー」

「……りょ、良太？」

「だけど、ぼくの瑠ス花イさーんツが居ないだなんて……。ぼくの瑠花さんバニラが微ほほ笑えまないなんて……」

　ん、と。つまり──。

　お前はまだ、瑠る花かと同じ職場になれなかった事で凹へこんでいるわけか。

「……奈斗君は良いですよね」

「あー、なんつーか」

「瑠花さんさえ居れば、どんな過か酷こくな仕事だって、天国です……」

「……すげーな」

　そのセリフは、実際に瑠花と仕事してから言ってくれ。と、言いたいところだが。良太なら本当に、どんな目にあっても瑠花と一緒なら天国だと笑っているのかもしれない。

「お前、本当に瑠花が好きなんだな……」

　呆あきれ顔でそう言いつつも、俺は良太のその熱意に尊敬さえ覚えた。だが──、

「……なっ！」

　俺の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、しょんぼりと下を向いていた良太の顔が急に持ち上がる。
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「……る、か」

「……は？　瑠花がどうかしたか？」

「……い、い、いい」

「おい、だからどうしたん──」

「い、今っ！　瑠花さんを、瑠花さんをっ！　呼び捨てにっ！」

　俺の言葉が終わらぬうちに、良太は机の下から這はい出し、睨にらむような視線を向けてくる。

「……あ」

　そうか。昨日の今頃はまだ、瑠花の事を『宮みやケが瀬せ』って苗みよう字じで呼んでたんだっけ。まだ瑠花の事を『瑠る花か』と呼び始めて一日も経たってないのに、なんだかもう『宮みやケが瀬せ』って呼ぶ方が変な感じがする。

「ぼくだって、ぼくだって……呼んだ事ないのにぃぃっ！」

　メガネをずり落としながら頭を抱えた良りよう太たは、まるで絶望の淵ふちにいるかのようだ。

「しょっ、しょーがねーだろ!?　店のルールなんだから、さ……」

「……ルール。ルールで呼び捨て……」

「そ、それに良いもんじゃねーぜ。ほらっ、クラスメイトが担当とか、正直やりにくいんだよなっ！　そ、そう。しょうがないんだ」

「……担当？　担当って何ですかっ!?」

　ついにガバッと立ち上がった良太は、目を限界まで開いて俺を見る。

「瑠花さんの担当ってっ！　たたた担当ってっ！　ど、どんな事をするんですかっ！」

「うわっ、待て、ちょっ」

「どうなんですかっ！」

　俺の肩をがっちりと掴つかみ、ぐわんぐわんと揺ゆすってくる良太を、どうにか落ち着けようと試みるが、目の血走った良太は止まる様子さえ見せない。

「お、おちつけ、良太」

「こんな状況でもちついていられますかっ！」

　もちついてって何だよっ！　……と、突っ込む元気はもちろん無い。

「ギブ……まじ、ギブ」

　どうにか良太の手から逃れ、ぜーはーと荒い息のまま机に突っ伏す。

　ったく、ただでさえ疲れているのに、何な故ぜこんな事でさらに体力を消耗しなければいけないのだ。

　するとその時、ガラっと扉が開く音が聞こえてくる。入ってきたのは宮ケ瀬瑠花。

　噂うわさをすれば何とやらである。

「ねぇ奈ない斗と」

　ちなみに、家も目的地も同じなので一緒に登校してきたのだが、瑠花は草くさ爺じいに呼ばれているとかで、昇降口で別れたのだ。

「な……いと？」

　その声は俺のすぐ後ろ。つまり良太から聞こえてくる。

　……あ。

　…………そうか。こっちもか。

「瑠花さんが……奈斗君を……」

「……良太、とりあえず話を──」

「呼び捨てぇぇぇぇぇぇっ！　噓うそだっ、噓だっ。そもそも昨日までは普通だったじゃないですか。ごくごく普通のクラスメイトで『宮みやケが瀬せ』『黒くろ部べ』と呼んでたじゃありませんかっ！　それがたった一回の出勤で何があったというのですかっ。これが同どう僚りようの絆きずなというのですか？　そうなのですか？　そもそもぼくが、瑠る花かさんと同じ職場になっている筈はずだったんです。そしたら今頃、瑠花さんはぼくの事を『良りよう太た♥』と呼んでいたという事なのですか？　『良太♥』『良太♥』『良太♥』うおぉぉぉぉぉぉぉぉ」

「あんた達……何やってんのよ」

「……いや、気にしないでやってくれ」

「ふーん、まぁいいわ」

　絶叫しながら頭を掻かき毟むしっている良太を見て、瑠花は呆あきれた様子で言葉を吐はく。

　つーか俺と瑠花が同居してるなんて知ったら、こいつどうなるんだ……。

　………うん。考えるのは止やめておこう。

「ところで宮ケ瀬さん、遅かったね」

　いつも通り能天気な二じ郎ろうの言葉に、瑠花は「あぁ」と何か思い出したのか、俺に一枚の紙を差し出してくる。

「奈ない斗と、草くさ爺じいがこれ出せって」

「……なっ！」

　それを見て、俺の意識は一気に覚かく醒せい。背中を冷たい汗が流れ落ちていく。

　瑠花が差し出した紙の一番上に書かれているのは［同一住居使用申しん請せい書しよ］の一文──。

　ダメ、絶対。

　良太がまだ頭を抱えている事を確認すると、俺は素早く瑠花からプリントを受け取り、流れるような動作でブツを背中に隠す。

「お、おぉ、そうかそうか。ありがとう。この書類は俺が後から草爺に出しとくっ！」

「……そう？　ていうか、これを渡すだけならあたしじゃなくて奈斗を呼びだせばよかったのに。ほんと、迷惑」

「そそそそそうだよなっ！　ごめんごめん。草爺も俺を呼びだしてくれればよかったんだ。あはは」

「なになに？　同一住居使用申請書？　なんだ、お前ら一緒に住むのか？」

　……え、と。

　…………あっと。

　二郎のばかやろぉぉぉぉっ！

「いやっ！　違うんだ、これにはだな、深い、ふかぁぁぁい訳があってだな。語れば涙、聞くも涙の物語がだな……えっと」

　そこで俺は、そっと良太を見る。その顔は今、どんな形相で俺を見ているだろうか……。

　勇気を振りしぼり良太を見るが、彼は下を向いたまま微動だにしない。

「良りよう太た……あのな」

　声をかけてみるが、やはり彼の瞳が俺を向く事はない。

「これは……だな」

　震える声でそう言い訳を紡つむごうとした時。ふと、良太の顔が持ち上がる。

　その顔に浮かぶ表情は、まるで仏のような穏やかなものだった……はは。

「黒くろ部べ奈ない斗と君。ぼくは言い訳など聞きたくはないのです」

　俺の耳に届く声も、聖人のような温和な響ひびき。

「ぼくが聞きたいのは、ただ一つ」

　だが、逃走を許さぬ強さを持っていた。

「瑠る花かさんと、一つ屋根の下。同じ家に住んでいるのですか？」

「……あのな」

「どうなんですか」

「……えっとだな」

「ど　う　な　ん　で　す　か　っ！」

「…………………住んでいます」

「だがぁぁねおあなどｆｒねおあｈんふぃあおああｊｘｄふじこぉぉぉっ！」

　と、意味不明の言葉を叫びながら、良太は窓に駆け寄ると、そのまま足を掛ける。

「待てっ！　良太、早まるな」

　俺は慌あわてて手を伸ばす。が、

「これ以上こっちに来ないで下さいっ！」

　振り返った良太の表情は本気。

「分かった。もうそっちにはいかないよ。だから。な、良太。こっちに来い」

「嫌いやですっ！　こんな夢も希望も同居生活も無い人生なんて、まっぴらなんですっ！」

　教室のあちこちから「またあいつら、何かやってるよ」とか、「男子って馬ば鹿かよねー」とか聞こえてくるが、俺には分かる。これは悪ふざけなんかじゃない。

　良太は、こんな馬鹿な事をマジでやってしまう、残念なポテンシャルを秘ひめた男なのだ。

「きっと楽しい事もこの先あるさ！　俺も協力するからっ！」

　だから、俺だけは本気でこいつを止めなくちゃいけない。

「協力なんて……そんな、奈斗君に何が出来るっていうんですか」

「出来るだけの事をする、だって俺達、友達だろ？」

　コイツと出会って、まだ一週間。しかし、俺達は誰が何と言おうと友達で、そしてこれかも友達であり続けたいと思っている。そんな良太が生きる希望を見つけられるというなら、俺は全力をもって手助けしてやりたい。

「……奈斗君」

「確かに、俺は瑠る花かとは一緒の家に住む事になった。だけど、それが何だって言うんだ。そうだ今度、家に遊びに来ればいい」

「……招いて、くれるんですか？」

「もちろん。だって、あの家は俺の家でもあるんだ。友達の良りよう太たが来て、何の不思議がある。それどころか、俺が瑠花と住んでいるという事は、良太にとって良い事だらけだ」

「……え？」

　微ほほ笑えみ、手を差し出す俺に、良太は迷うような視線を送る。

　あと少し。あと一押しできっとコイツは生きる希望をもう一度見つけてくれるだろう。

「そうだ、良太。瑠花の好みだって教えてやれるし、休みの予定だって全て把握している。それに、お前が望むなら部屋着姿の写真だろうと、パジャマ姿の写真だろうと、いいや、パンツだって持ってきてやれるんだっ！」

「……そんな、まさか……」

　その瞬しゆん間かん、良太の顔が驚きの表情に包まれる。

　どうだ、これが男の友情パワー。ここまで言えば良太だって、自ら死を選ぼうとしている馬ば鹿かさ加減を分かってくれるだろう。

「……奈ない斗と君」

「さぁ、こっちに来い」

　今、良太を救えるのは俺だけなのだ。

「……っ！」

　しかし、どうしてだろう。良太に浮かびかけていた希望が、急速に消えていく。

「……どうした。良太？」

　フルフルと小さく首を振るその表情は、未いまだ驚きに包まれている。

　いや。この表情は……驚きではなく、

　……恐怖？

「ないと、くん……」

　……え？

　良太は震える手で、俺を指す。いや、指しているのは俺じゃない……俺の、後ろだ。

「あ」

　そっと後ろを振り向いてみる。

「……えっと」

　そこには、椅い子すを大上段に掲かかげ、満面の笑みを浮かべる瑠花の姿……。

「もちろん、覚かく悟ごは出来てるのよね？」

　うん、そうだよね。怒るよな、普通。

「待て瑠花っ！　落ち着け、椅子は振り回すもんじゃない、いやすみませんでした。ごめんなさい。謝るから、いやだから止やめろって。うわっちょっ、うおっ！　だ、馬ば鹿かっ！　うわぎゃだばでぎゃぁぁぁ」
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　午前中の授業を終え、昼休みを告げるチャイムが鳴る。俺は一つ溜ため息いきをつくと、極力いつも通りに振り返り、瑠る花かに話しかける。ちなみに、彼女。あれからずっと機嫌が悪い。

「えっと、瑠花…………さん？」

「………」

　ジロリと向けられた視線に、思わず〝さん〟付けしてしまった時点で、いつも通りは失敗である。

「あのですね、早めに購買行かないと売り切れてしまうかなぁ～、とか思うんですけど……」

「…………」

「あ、もしよかったら俺が買ってきましょうか？」

「……メロンパン」

　……。

　…………。

「はい、買ってきます」

　妙みような敗北感に打ちひしがれながら、俺はポケットに電子端たん末まつを押し込む。

　男のプライドはどうした？

　ここはガツンと言ってやれっ！

　という心の声が聞こえてこなくもないが、馬鹿言え。言えるわきゃねーだろ。

　何より、平和が一番なのだと俺はついさっき、身に染みて思ったばかりだ。

　はぁ、と小さく溜息をつき、両隣の二じ郎ろうと良りよう太たに問いかける。

「お前らどうすんの？　弁当あんの？」

　すると、二郎はごそごそと鞄かばんから大きな弁当箱を取り出す。

「あぁ、俺は先せん輩ぱいが持たせてくれた。見てくれ、ドカデンラーメン特製の焼豚チヤーシユーを使った焼豚弁当だっ！」

　二郎が机の上に広げたのは、白いご飯の上に厚切り焼豚がたっぷりと乗せられているという、男子生徒なら誰でも飛びつきたくなるような弁当だった。

　弁当も羨うらやましいが、弁当を持たせてくれる優しい先輩が羨ましい。いや、うちの先輩達も優しいっちゃ優しいんだけど、どうかと思うくらい放任なんだよな。

「んじゃ、良太は？」

「うん。ぼくもお弁当貰もらったから大丈夫です」

「……そっか。じゃ、俺行ってくるわ。瑠る花か、他に欲しいもんとかあるなら今のうちだからな……というか、何かございましたら……買ってきます」

「いつもの紅茶とサラダ」

「……はい」

　図らずも昼飯を奢おごる事になってしまったが、この程度で瑠花の機嫌が直るんなら……まぁ、安い方だろう。

　何より……平和が一番なんだ。







　んで、俺が購買へ行っている十分弱の間に何があったんだ？

「ま、まぁねっ！　あたしにかかればキャバ嬢なんて仕事、どーって事ないわよ」

「さすが瑠花さんっ！　ナンバーワンになる日もそう遠くないですねっ！」

「宮みやケが瀬せさん、顔に華があるから写真写りとかもよさそーだよな」

「あ、当たり前よっ！　あたしを誰だと思ってるの？」

　机をくっつけ、昼飯を食べ始めている（ちなみに、瑠花は良りよう太たが持ってきていた焼き菓子を献けん上じようされていた）三人を見つめ、俺は教室の入り口で立ちつくす。

　さっきまで不ふ貞て腐くされていた筈はずの瑠花の顔に浮かぶのは、満面の笑み……。

　誰でもいい……。この状況を俺に説明してくれ。

「おー、黒くろ部べおかえり」

　二じ郎ろうが俺を見つけ声をかけてくる。

「奈ない斗と君っ！　ぼくは君の事が羨うらやましくてたまりませんっ！」

「あー、えっと。……二郎、今の状況を教えてくれないか」

　俺は一番まともな二郎に視線を投げる。

「宮ケ瀬さんはキャバ嬢姿が似合いそうだよねって言う話になって、それで昨日の初出勤の話を聞いてたんだ。凄すごいな、宮ケ瀬さん。期待のエースなんだろ？」

「ま、まぁね。凄いっていうか、当たり前っていうか？」

　…………期待の、エース？

　それはあれか？　今年一番の問題児に使う言葉か何かか？

「さっすが瑠花さんですっ！　先輩方からも『天性の才能の持ち主』と太鼓判を押されるなんて、ぼくの目に狂いは無かったという事ですねっ！」

「し、仕方ない事だけど、ちょっとプレッシャーなのよね」

　ほうほう。瑠花が天性の才能の持ち主か。

　……って、この馬ば鹿かが。

「おい、瑠花。ちょっと来い」

　俺はさっと目を逸そらしやがった瑠る花かの手をとり、急いで廊下に出る。辺りにはちらほらと他の生徒達も居るが、誰も俺達の会話などに興味を持っている様子はない。

「なぁ、瑠花。期待のエースって誰の事だよっ？」

「……誰って、あたしに決まってるでしょ」

　ムっと顔を顰しかめながらも俺から視線を逸らすところを見ると、やっぱり噓うそをついている自覚はあるのだろう。

「噓つくなって」

「……こ、これからなるんだからいいでしょっ！」

「つまりそれは、今の時点じゃ噓ってことだろーが」

「だからっ！　今日からあたしは生まれ変わるんだってっ！」

「生まれ変わるって言って生まれ変われるんだったら、俺だって今すぐ生まれ変わってるよ」

　言うだけでエースになれるなら、誰も悩まない。

「なによ……。昨日は応援してくれたじゃない。あたしだって頑がん張ばろうとしてるんだから良いでしょっ！」

「そりゃ……確かに昨日、ナンバーワンを目指そうとは言った。けど、それは今後少しずつ頑張っていく事であって、今すぐ見栄を張る事じゃないだろっ」

「……でもっ」

「それにな、瑠花。お前が昨日しでかしちまった事、忘れたわけじゃないだろ？」

　大おお倉くらさんの前髪に火を点つけて、ウーロン茶までぶっかけて。その上、店から逃げ出したのは昨日の出来事だ。

　しかし次の瞬しゆん間かん。さっきまでの勢いが噓のように、瑠花の表情が曇くもる。

「っ、……忘れた、わけじゃ……ないけど。でも……クラスでくらい言わせてよ。自分は出来るって、思いこませてよ。良いでしょ……奈ない斗と」

　叱しかられ落ち込む子供のような姿は、昨日公園で見せた姿によく似ていた。

「あ、いや……別に俺もそこまで怒ってるわけじゃなくて、だな……」

「…………」

　確かに、ちょっと言いすぎたかもしれない。

　昨日の事を瑠花自身が一番気にしている事は分かっていたし、実害の無いクラスでの会話くらいで、目くじらを立てる事もなかったかもしれない。

「…………」

「……はぁ、分かったよ」

　溜ため息いきを一つ。それからちょっとだけ顔を上げた瑠花に、苦笑を見せる。

　俺の言葉は、ただ瑠花を甘やかしているだけなのかもしれない。でも、ちょっとくらいならいいじゃないかと思ってしまった。

「……分かったよ。その噓うそ、付き合ってやる。そのかわり、噓を本当にする為に頑がん張ばるんだぞ」

　誰だって、すぐには変われないのだ。それに俺が言わなければ、瑠る花かの成績など二じ郎ろうや良りよう太たに分かりはしない。

　すると、みるみる瑠花の表情に明るさが戻ってくる。

「……うんっ！」

　それはまるで、大好きなお菓子を買い与えられた子供のようだった。だが──。

「あっ。……そ、それより早く教室戻るわよ。早くしないとお昼食べる時間無くなっちゃうじゃないっ！」

　素直に喜んだ事が気き恥はずかしくなったのか、瑠花は慌あわてて教室へ入っていく。

　ま、とりあえずやる気を出してるのは良い事だよな。







「なぁ黒くろ部べ。担当って、受け持ってるキャバ嬢の成績が自分の成績に影響する、って事だよな？」

　購買部で買ってきたコロッケパンに齧かじりつこうとした時、二郎からそんな疑問が投げかけられた。

「ん？　まぁ、……そうだな」

　担当キャストの成績が全てというわけじゃないが、俺の評価はかなりの割合で瑠花達の成績にかかっている。

「では、奈ない斗と君の成績は保証されたも同然じゃないですかっ！　顔良し、スタイル良し、その上性格も良い瑠花さんが人気者にならないはずはありませんっ！　さすがエースっ！」

　……おい、性格が良いって。お前、恋は盲もう目もくっていうけど、盲目過ぎないか？

　本来なら、「こいつがエースなわけ無いだろう？」と言ってやりたいところだが……。向かいの席から瑠花の鋭い視線が飛んでいる。

「お、おう。そうかもな」

　慌てて頷うなずき、俺はコロッケパンを口の中いっぱいに頬ほお張ばった。

「瑠花さんの美び貌ぼうに惑わされない男が居る筈はずないですからね。瑠花さん目当てのお客さんが大挙して店に押しかける未来が、僕には見えます。そうですよね、瑠花さんっ！」

「え？　えぇ。そ、そうね。さすがにすぐにとは言わないけど、近い将来の姿である事は間違いないわよ」

「ですよねっ！　ぼく、給料貰もらったらすぐにお店に行きますね！」

「……っ！　ゲホゲホッ……うえっ」

　急にむせた俺に、良太は「大丈夫ですか？」と素で心配した様子で問いかけてきやがる。お前のせいだよっ！　いや、こいつは別に悪くないんだけどさ……。

　チラリと見ると、瑠る花かも向かいの席でメロンパンを手に固まっている。
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「……あ、いやな。気持ちは有あり難がたいけど、教室で会える瑠花に会う為に高い金を出すのはどうかと思うぞ」

「そ、そうよ。それに、最初の給料で行ける程、キャバクラっていうのは安くないの」

　俺に続き、瑠花も引き攣つった笑みで良りよう太たを説得。だが、

「いいえ、生活費を切り詰めたって、ぼくは瑠花さんの為に頑がん張ばりますっ！」

　恋愛暴走特急は止まらない。

「よく考えろ、毎日無タ料ダで瑠花に会えるんだぞ。なのに、なんでわざわざそんな苦労して瑠花に会いに行くんだよ」

「奈ない斗と君には分からないんですよ！　学校での瑠花さん。職場での瑠花さん。その上家での瑠花さんまで見る事が出来る奈斗君には、ぼくの気持ちなんて分からないんです」

　真剣な目で訴えてくる良太。

　出来る事なら、俺の役目。マジでお前に譲ってやりたかったよ。

「お前の気持ちは分かった。だがな、せめてもう少し待とうぜ。あと半年もすれば多少のゆとりも出てくるだろ。そうしたら店に来てくれよ」

　まだ仕事を始めたばかりの俺達に払われる給料など、たかが知れているのだ。生活するのがやっとな給料を、瑠花に会いに行く為に──しかも、まともな仕事も出来ない瑠花の為に──使われたら、こっちとしても申し訳なさすぎる。

「半年っ!!　そんなに待てないですっ！　来月、それが無理ならせめて再来月。最悪でも七月には絶対にお店に行ってみせますっ！　待ってて下さいね、瑠る花かさんっ！」

　あまりの勢いに、俺は何も言えない。

　瑠花も、良りよう太たにキラキラした瞳で見つめられ、口をあわあわしている。

　良太を止めなければいけないのは分かっている。だけど、ここで強引に「来るな」と言えば噓うそが露ろ見けんしかねない。

「瑠花さんのドレス姿を見られると思えば、ぼくは何だって出来る気がしますよぉ。夜の蝶ちようとして働く瑠花さんは、どんな新しい魅み力りよくをぼくに見せてくれるのでしょうか！　艶あでやかなアゲハ蝶のような女性なのでしょうか？　それとも、あどけなさが残るモンシロ蝶のような女性でしょうかっ！　あ～。楽しみだなぁ～」

「う、……あ。え、あぁっ！　もう、勝手にしなさいよっ！」
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「お前、どーすんだよあんな事、良太に言っちまって」

　放課後、店に向かう道を歩きながら、隣に並ぶ瑠花に話しかける。

「仕方ないでしょ……。慌あわてて言っちゃったんだもの」

　拗すねるように唇を歪ゆがませ、瑠花は道みち端ばたの小石を蹴けり転がす。

「そもそも、奈ない斗とだって止められなかったじゃないっ」

「そりゃ、そーだけどよ……」

　瑠花の言葉は珍しく正論。俺は仕方なしと肩を竦すくめた。

「ま、アイツはマジで店に来かねないからな。それまでにどうにか仕事を覚えて指名の一つや二つ、簡単に取れるようになってないと恰かつ好こうつかねーな」

「……なれるわよ」

「なれるんなら、いーんだけどよ」

　瑠花の言葉にそう返すが、横を見ると瑠花は居ない。

　はぁ、と息を吐はき、俺は後ろを振り返る。そこには地面を睨にらみつける瑠花の姿。

　この角を曲がれば、すぐ店に着く。そんな場所で立ち止まった理由は……まぁ、何となく分かっている。だからあえて、全く関係の無い良りよう太たの話題をふっていたわけだが……、そんな程度では誤ご魔ま化かせなかったらしい。

「どうした？」

　一応そう問いかけてみた俺に、瑠花は小さく口を開く。

「……なれるけど」

「あぁ」

「あたし……どんな顔して店行けばいいのよ」

　そう呟つぶやいた顔に浮かぶのは、後悔と不安。

　まぁ、その気持ちは分からなくもない。出勤初日に店を逃げ出したのは昨日の今日だ。美み咲さ子こさんに謝ったとは言っても、やっぱり気まずいだろう。だが、

「謝るしかないだろ」

　そう俺は、瑠る花かに告げる。やってしまったモノは仕方ない。

「……今日からちゃんと頑がん張ばるって決めたんだろ？」

　俺の言葉に、瑠花は何も言わない。ただ、拗すねるように下を向いているだけだ。でもきっと、この沈ちん黙もくは肯こう定ていだろう。

「もう一度謝って、これから頑張るんだって洋よう司じ先輩や美咲子さんに伝えて、また教えて下さいってお願いしようぜ。俺からも一緒にお願いするから」

　別に瑠花だって、謝りたくないと思っているわけじゃないのだ。

　ただ、素直に「ごめんなさい」と言うのが苦手なだけで、本当は昨日の事をすごく反省しているし、後悔もしているんだって俺はもう理解している。

　なら、ここは俺が背中を押してやるべきだろう。上う手まく押してやれるかなんて分からないけど、でも出来るだけ自信を持って──というのもおかしな言い方だが──しっかりと謝れるように俺は笑う。

　じっと俺を見ていた瑠花は、ぐっと口を横一文字に結んだまま。だが、ふと視線を下げると、こくん、と頷うなずき何も言わずに俺に背を向け歩き出す。

「……瑠花？」

「…………」

　そして、未いまだに立ち止まっている俺に「早く来なさい」と言わんばかりの顔で振り返る。

「あー、はいはい」

　つまりは無事、背中を押す事に成功したという事なのだろう。

　全くもっての瑠花らしさに、俺は苦笑を漏もらしつつも小さな背中に並び、そのまま追い越して歩き出す。目の前には【Clubクラブ　Butterflyバタフライ】の看板。

　ドアの前に立って瑠花の足が止まる。その手は、少し待っても扉に伸びる事は無い。

　だから俺は、

「大丈夫だって」

　そう言って、ドアを開けてやる。

「大丈夫よ」

　強気な声。その声は、何ど処こか自分に言い聞かせているようだ。

「私は、ナンバーワンになるんだから」

　小さく呟つぶやいて、瑠る花かは店内に足を踏み入れた。

「おはようございます」

　という俺の声に、洋よう司じ先輩が正面のカウンターから顔を出し「おはよう。黒くろ部べ」と、言ってくれた。

　俺は洋司先輩に向けて、一つ頷うなずいてから、瑠花の背中を少しだけ押す。すると、瑠花も「おはよう、ございます」と控えめな挨あい拶さつをどうにか絞しぼり出した。

「あぁ、おはよう。瑠花」

　よく逃げなかったな、とか。ちゃんと来てくれて良かったよ、とか。そんな甘やかした言葉は言わない。だけど、何だか懐なつかしいものを見るような目をした洋司先輩は、ちゃんと俺達を心配して、育てようとしてくれているのだろう。

「……あの」

　意を決して、瑠花が言葉を放つ。

「たんま」

　しかし、その声を止めたのは他ならない洋司先輩。彼はそのまま、カウンターの上に置きっぱなしになっていた端たん末まつを操作。

「教えてやらないと後で怒られるんだ」

　そして端末から手を放し、俺達に肩を竦すくめる。

「え？　誰にですか？」

　と俺が問いかけた瞬しゆん間かん、女子更衣室の扉が勢いよく開いた。そこから出てきたのは、ドレスに着替えただけで、まだ化粧もセットもしていない美み咲さ子こさん。

「……あ」

　小さな、瑠花の声が漏もれた。だから俺は「ほら」と、もう一度、瑠花の背中を軽く押す。

「……瑠花ちゃん」

「あのっ！」

　瑠花の短い言葉に、美咲子さんは「うん」と一つ頷く。

　しかし、その先が続かず、瑠花は助けを求めるように俺を振り返る。その表情に、俺はまた苦笑を浮かべる。おいおい、教室での強気はどうしたんだよ。

「生まれ変わるんじゃなかったのか？」

　俺が言うと、瑠花は少しだけ「むっ」とした顔になりながらも、美咲子さんに向き直る。

　だが、その視線はまだ下に向いたまま。

　ひとつ、ふたつ。瑠花は息を吸って、吐き出して。

　その間、俺達は何も言わずに待っていた。そして、

「昨日は……、ごめんなさい」

　ついに瑠花は自分の口から、そう小さな言葉を紡つむいだ。

「今日からちゃんと、頑がん張ばる……頑張ります。だから……、また色々教えて下さいっ」

「俺からも、お願いします」

　瑠る花かの横に並んで、俺は頭を下げる。すると、瑠花が横で俺に合わせて頭を下げるのが分かった。息を止めて、じっと言葉を待つ。

　美み咲さ子こさんはきっと、瑠花の謝罪を受け入れてくれる。そう何となく分かっている。洋よう司じ先輩の様子からも、きっとそうだろうと思える。

　だけど、まるで判決を待つような気持ちだった。

「えぇ、もちろん」

　だから、美咲子さんの声が聞こえた時、俺は思わず力が抜けるような感覚に襲われた。

　顔を上げると、そこには優しく笑う美咲子さん。

「頑張ろうね、瑠花ちゃん。それに、奈ない斗と君」

　こくりと頷うなずく瑠花に、「はい」と返事をした俺。

「あー、それにしても思い出しちゃうな。懐なつかしいわね、ヨージ」

　話を振られた洋司先輩は、「勘かん弁べんしてくれ」と言うように手を振って、これまたカウンターの上に置きっぱなしだった煙草たばこを手に、外に出て行ってしまう。

「もうっ。まぁいいわ。瑠花ちゃんには着替えながら色々教えてあげるわね」

　そう美咲子さんは、可お笑かしそうに笑う。

「あ、奈斗君も着替えておいてね。でね、聞いて瑠花ちゃん。三年前の話なんだけどね、私も店から逃げ出した事があるって話したっけ？　え、してない？　あらそう。まぁ逃げ出しちゃったわけなんだけど。その時ね、ヨージったら……」

　そこで瑠花達は女子更衣室に入り、俺の耳に二人の会話は届かなくなる。

　でも、洋司先輩が何でこの場から逃げるように煙草を吸いに行ったかの意味だけは、何となく分かってしまった気がする……。

　きっと、あの人も苦労しているんだろう。
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　これから半年間、一年生の俺達が店に立つのは開店の五～八時までの三時間。

　短いと感じるかもしれないが、学校も普通に朝からあるのだから、体力的にギリギリだ。

　八時過ぎにフロアを離れ、着替えを済ませて店を出たのは八時半。それから四人で近所のスーパーに寄り、帰宅後すぐに（俺が）焼きうどんを作り、食卓についた頃には時計の針はすでに九時半を指していた。

　瑠花なんかはここ数日の疲つかれが溜たまっているのか、箸はしを動かしながらも何度もあくびをかみ殺している。

「それにしても、キャバクラの仕事ってもっと楽だと思ってたよ」

　彩あや香かが、焼きうどんに残っていたキャベツの芯しんを気にもしない様子で飲み込んだ後、そう苦笑を浮かべる。

「そうだねぇ、マコちゃんもちょっと疲れちゃった」

　彩香の隣に座る真ま琴こともニンジンをそっと横によけながら答える。

「でも二人共、すごい仕事の覚えが早いよね。俺なんてまだ洋よう司じ先輩の隣から動けないのに」

　ちなみに今日も、新人キャストは先輩達の指名卓に同席させてもらっていた。常連さんへの顔見せという意図もあるらしいが、まだまだ仕事に慣れていないのに、フリーのお客様──誰の指名でもないお客様の事らしい──に付つかせるのは、リスクも負担も大きいというのが先輩達の弁だ。

　確かに、先輩が同じ卓に居るので、困った事があればいつでも助けてもらえる。それでも彩香と真琴はすでに大抵の事は一人でこなしていたように俺には見えた。

「私なんて、まだまだ全然。話の引き出しが少ないから、お客さんが何かふってくれないと話が広がらないし」

「マコちゃんもだよぉ……。何で先輩達はあんなに沢たく山さんおしゃべり出来るんだろぉ」

　しゅん、と肩を落とした真琴だったが、俺から見れば充分に会話を盛り上げていたと思う。問題なのは、やっぱりコイツ……さっきから一言もしゃべっていない瑠る花かだろう。

　とは言っても、今日の瑠花は別に問題を起こしたわけでもなく、新人としては可もなく不可もなくだと洋司先輩は言っていた。

　でも、やっぱりお客様と一対一で話すのは苦手らしく、どの卓についても先輩キャストに話をふってもらって、それに答えるという形だった。

「凄すごいよな、やっぱいろんな話題を提供する為に勉強とかしてんのかな？」

「美み咲さ子こ先輩は、毎日ちゃんと新聞読んでるって言ってたよぉ」

「へー、新聞なんてほとんど読んだ事ないな」

「マコちゃんもぉ」

　と、会話を繰り広げる真琴と彩香だが、その輪に瑠花が入っていく事は無い。

「瑠花、お前はどんな感じだ？」

　俺が話をふると、黙って食べていた瑠花の箸はしはぴたりと止まってしまう。

「……別に」

　しばしの沈ちん黙もくの後、瑠花の口からはそんな短い言葉が零こぼれる。

　……いやさ、他にあるだろ。

　疲つかれたとか、難しいとかさ。

「瑠花はもしかして人見知りするタイプ？」

　彩香の言葉に瑠花の視線が向く。が、これまたすぐに視線は下を向いてしまう。

「……別に、そういうのじゃないけど」

　瑠る花かは否定するが、結構コイツは人見知りの要素があるんじゃないかと思っている。

　クラスに上う手まく馴な染じめないのも、瑠花が持っているお嬢様というイメージだけが原因じゃない気がする。

　最初のイメージで敬遠されたとしても、クラスが結成されてからもう一週間以上経たっている、それを払ふつ拭しよくする機会など、いくらでもあった。でも、瑠花が会話をするのは今でも俺らとばかりだ。

　かと言って、もじもじして話せなくなるような、分かりやすい人見知りではない。無意識に相手との間に距離を取って警けい戒かいするような人見知りなのだろう。

　俺が瑠花の警戒を取り除けたのは、きっと良りよう太たと二じ郎ろうのおかげだと思っている。ツンケンとした瑠花の態度を気にもせず接する二人と一緒に居たから、こんなにも早く瑠花と普通に話せるようになったんだ。

「そう、ならいいけど」

　もしかしたら彩あや香かも、瑠花のそういう一面に気付いているのかもしれないが、そこは深くは突っ込まないのが彩香らしさなのかもしれない。

「ところで彩香ちゃん、今日のテーブルで話題に出てた事なんだけど、ちょっと聞いてもいい？」

「ん？　何？」

　真ま琴ことの声に彩香は横を向き、それからしばらく二人の会話が続く。

　別に、何ともない会話だけど、瑠花はやっぱりその会話に入る事は無く、ただ黙もく々もくと夕食を口に運び続けていた。







　そんな夕食は早めに切り上げられ、誰も居なくなったリビング。そこで俺は一人ソファーに身を沈めていた。

　体はとても疲つかれているけど、もう少しここでゆっくりしていたかった。

　何と言っても俺の部屋は三畳程度の物置部屋。寛くつろげるスペースなどありはしない。そこまで考えて、思わず笑ってしまう。

　慌あわただしく過ぎていった二日間。

　大変な事はあったけど、別に悲しい事があったわけじゃない。

　困ってばかりだけど、別に逃げ出したい程じゃない。

　だけど……何なんだろうな、今のこの状況は。

　目まぐるし過ぎて、気持ちが追いつかない。

　何なんだろうな……。

　……。

　…………。

　………………。

「……と」

　………瑠る花かのせいで。

　…………なんだか非常に大変になった俺の生活。

「……ぇ、……と」

　…………でも、あいつ。

　………………今日はちゃんと寝れてるかな。

「ねぇ、奈ない斗と」

　ふと目を覚ますと、すぐ目の前に瑠花の顔があった。

　その顔は不安に染まっており、まるで俺が最後の拠より所だとでも言うような目で、こちらを見つめていた。

「……どうしたんだよ、瑠花。こんな時間に」

　その、あまりにも弱い表情に、俺は少し驚きながらも、問いかける。

　すると、瑠花は恥はずかしそうに下を向く。

「あのね、……奈斗」

「あぁ」

「笑ったり……しない？」

「しないしない」

「……ほんと？」

　今にも泣きだしそうな瑠花を安心させるように、俺は笑う。

「瑠花、どうしたんだよ」

　お前らしくもないぞ。そう心の片かた隅すみで思いながらも、そんな瑠花の表情をもう何度も見ている俺としては、こんな表情も充分瑠花らしいと思えてしまう。

「眠れないのか？」

　下を向いたまま黙りこくる瑠花にそう問いかけると、こくんと小さな頭が揺ゆれる。

　なんだ、そんな事か。

「ほら」

　そう言いながら、俺は瑠花に手を差し出す。

「眠れないんだろ？　瑠花が眠るまで手、繋つないでてやるからこっちこいよ」

　しかたねーな。

　高校生にもなって、一人で眠れないなんて……。

「うん」

　いつもの意地っ張りはどこに行ったのか、瑠る花かは素直に頷うなずいて俺の横に来る。

　そして、まるで縋すがるように俺の手を両手で掴つかみ───。

「……奈ない斗と」

　俺の目を、真まっ直すぐに見つめてくる。

「ん？」

　どうしたんだよ、瑠花。今日はほんと、お前らしくないよ……。

「何だよ、……瑠花」

「……ねぇ。やっぱりね……あたし、不安なんだ」

「……え？」

　俺を見つめていた瑠花の瞳が、少しずつ近づいて……。

「……だから、ないと」

　……。

　…………え、ちょっと瑠花。

「………な……い……」

　ついには瞳を閉じて、瑠花の吐と息いきが俺の頬ほおを撫なでて……。
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　待て待てっ！　そ、それはちょっとヤバくないか？

　だってさ、俺らって友達だし。そもそも恋愛だって、禁止だし……。

　でも……やっぱり瑠る花かは可愛かわいいよな。なんかいい匂においするし、そもそもこんな展開になって自制心を保てという方がどうかしているというかっ！

　いやいやいやいや、でもやっぱまずいよ、それって──っ！

「……奈ない斗とっ！」

「落ち着け、瑠花！」

　………………ん？

「はぁ!?　それこっちのセリフっ！　いい加減に起きなさいよっ！」

　……………………え？

「……やっと起きたわね」

　気が付くと、

　目の前には、俺を覗のぞき込む瑠花の顔。

　…………はぁ？

　…………………え、って、なんで？

　つーか、ここは何ど処こだっ！　何が起こってるっ！　なんで手を繋つないでいた筈はずの瑠花が俺のすぐ目の前に……って、アレが夢かっ！　って事は……目の前に居る瑠花は……本物っ！

「……どぅあぁっ」

　思わず飛び退すさり瑠花から離れようとするが、すぐに急激な浮遊感に襲われる。

「うわっ！」

　しかし落下はすぐに終わり、がんっと背中を強く打ちつけた。

「馬ば鹿か、何やってんの？」

「何やってんのはこっちのセリフだ……て、俺、寝てた……んだよな？」

　ここにきて、やっと状況が分かってきた。どうやら俺は、リビングでそのまま寝てしまったらしい。さっきの浮遊感と衝しよう撃げきは、ソファーから落ちた時のものだ。

　しかし状況が分かっても、俺の胸の鼓動は治まらない。

「がっつり寝てたわよ。呼んでも全然起きなかったんだから」

「……わ、悪わりぃ。今何時？」

「二時」

「うわっ、やっちまった」

　確か、最後の記憶が十一時前だったから、三時間もソファーで寝ていたのだろう。

　俺を見下ろす瑠花の顔は、呆あきれと多少の怒りを抱えている。

　でも、やっぱ。こいつ、可愛い顔してんな……。

　ふと考えたところで、夢の中で瞳を閉じた瑠花の顔がフラッシュバック。

「……っ！」

　慌あわてて頭を振り、頭の中の瑠花を追い払うが、現実の瑠花はそんな俺を怪け訝げんそうに見下ろしてくる。

「……何よ」

「い、いやっ！　えっと、こんな時間に起きてきて、どうしたのかなぁ～って思って」

　気まずさに苦笑を浮かべながら言うと、何な故ぜか瑠花まで気まずそうに俯うつむく。

「……別に、大した事じゃないけど」

「あ、あぁ」

「メール送っても返事ないし……、でもリビングの電気は点ついてるみたいだったし」

「え？　えっと……メールくれたんだ。ごごご、ごめん」

「別に、……いいけど」

　そう言う瑠る花かは、なんだか恥はずかしそうに手元をもじもじとしている。

　……って！　もじもじって何だよっ！

　深夜二時。家のリビング。部屋着の俺とパジャマのクラスメイト。

「でっ！　えっと……な、なにか用か!?」

「……うん。……で、でもっ、やっぱいい」

　言うが早いか、瑠花はクルリと俺に背を向け、ここから去ろうとする。

「え？　いやちょっと待てって」

　……気付いた時には立ち上がり、瑠花の腕を掴つかんでいた。

　振り返った瑠花の顔は、何故だか少し赤くって、ちょっと恥ずかしそうで、しかも悔しそうで……。そんな顔を見たら、俺としては……、えーあーもぉっ！

　夢の中の俺はどうしてた!?

　なんだかもっと、上う手まい感じに……って上手い感じって何だよっ！

　落ち着け、俺。落ち着きやがれ、俺。とにかく落ち着け、俺。

「……あのさ」

「…………」

「気になるから、何かあるならさ……えっとさ」

「…………」

「言ってくんない？」

　どうにか気力を総動員で言葉を発すると、瑠花はまた下を向き、小さな声でごにょごにょと呟つぶやく。

「えっと、……ごめん。聞こえない」

「だっだから。あのね……、奈ない斗と」

「お、おう」

「馬ば鹿かにしたり……しない？」

「しないしないっ！」

「……ほんと？」

「ほんと、ほんと。マジでホントっ！」

　ってか、ついさっき俺、同じような会話した気がするんだが……。

　そこで瑠る花かは俺を窺うかがうように、ジーっとこちらを見る。その顔は赤らんでいて、目はうるうるしてて、しかもぷっくり柔らかそうな唇は、何かを言いたげに少し開いていて……。

　おいおい、瑠花さん……。ちょっと落ち着いて下さい。

　つーか、まず落ち着け、俺。

　いやでも、ここで瑠花がマジで「眠れない」って言ってきたら、どうすればいいんだ？　「ちゃんと自分の部屋で寝なきゃダメだろ」と言うのか？　いや、冷たすぎるだろ。じゃぁ、やっぱり手を握ってあげて……ダメだ、駄だ目めだ。何がダメだかはよく分からんが、けしからんっ！　だが、冷たく返すのも……。でも、添い寝はさすがに……。いや、よく考えれば手を握ってればいいだけなんだから、そのくらいなら……。

　ででででも、やっぱアレはマズイだろっ！

「………コレ」

　その時、瑠花の声と共に、何かを腹部に押し付けられる。

「…………へ？」

　見ると、それはごくごく普通のノート。

「ほ、本当はねっ、誰にも見せないつもりだったんだけど、でも一人じゃよく分かんないし。でも、絶対にあのチビ達には見つかりたくないし……。そしたら、奈ない斗としかいないなって思って。でもっ別に無理に付き合ってなんて思ってないし、嫌いやならそう言えばいいし……」

　小さな声で、でもまくし立てるように言う瑠花の言葉が……よく分からん。

　仕方なしに俺は、押し付けられたノートをパラパラと捲めくってみる。すると、そこにはびっしりと文字が書き込まれており、あちこちに簡単なイラストまである。

「美み咲さ子こさんが貸してくれたのっ」

　まるで言い訳のような早口でそういった瑠花の耳は、何が恥はずかしいのか、いつの間にか真っ赤になっている。

「接客のコツとか、ポイントとか……。美咲子さんが一年生の時に使ってたノートで……。これを見ながら練習すれば、あたしも少しは仕事出来るようになるかなって思って……」

　……つまり、瑠花は自分だけ出遅れてる事を気にしてたわけか。

　それで俺に接客練習の相手をして欲しかったってわけね。

　…………………。

　………………………なら、最初っからそー言えよ。

　なんかすげー、無む駄だに疲つかれた。つーか、どうしてくれんだよ、俺のこの動どう悸き。

「……はぁ」

　思わずしゃがみ込んだ俺を、瑠る花かは真っ赤な耳のまま見下ろす。

「い、嫌いやならそう言いなさいよっ！　あからさまに溜ため息いきなんてついて、別にお願いしにきたわけじゃないんだし、起きてるならちょうどいいかなって思っただけだし、奈ない斗とに付き合ってもらわなくてもあいつらに追いつけるし、メガネが店に来るまでに指名だって取れるようになってるし……」

　メガネ……？　あぁ、良りよう太たか。

　そうか、良太が近々店に来ちゃうかもしれないって問題もあったな。

「別にっ！」

「たんま、たんま。付き合うよ、練習。ただ、そういう事かってホッとしただけだから」

「……そういう事って、他に何があるのよ」

「あ、いや。それはこっちの話だから気にすんな」

「……？　まぁ、いいけど」

　そう言いながら瑠花は、不満げながらも満足げという妙みような顔で頷うなずいた。

「じゃぁ、やろうぜ」

　立ち上がると、俺は受け取ったノートを瑠花に戻す。

　いろいろ突っ込みたいところはあるが、何だかんだ言いながら、瑠花なりに一生懸命この仕事を頑がん張ばろうとしているのだ。それならば、担当として協力しないわけにはいかないだろう。







　深夜二時過ぎのリビング。

「あったぞ……」

　俺はソファーテーブルにデカンタやマドラー、氷を入れるアイスペールやグラスなどの酒飲み道具一式を持ってソファーに並べる。昨日、調理器具を探していた時に見つけてはいたが、必要ないだろうと奥に追いやっていたのだ。

　ちなみに、ウイスキーボトルに入っているのは、濃い目の麦茶である。

「まず何からやるんだ？」

　ソファーに座り、熱心に美み咲さ子こさんから借りたノートを捲めくっている瑠花に問いかける。

「……そうね、まず。初めてのお客様に付いた時の練習からやるわよ」

　と、ノートをテーブルの上に乗せ、俺に横に座れと指図する。

「えっと……。まず、はじめましての挨あい拶さつをして、名刺を渡す、と。はじめまして、宮みやケが瀬せ瑠花です」

　知ってるよ。とは……言えない。これは練習だからな。

「はじめまして、黒くろ部べ奈斗です」

　……。

　…………。

「ここは飛ばすか」

「そうね」

　なんだか、早くも虚むなしくなってきたぞ。

「えっと、次は座り方」

　瑠る花かが覗のぞきこんでいるノートに視線を落とすと【お客様に対して四十五度。膝ひざを軽く当てると距離感が縮まってＧＯＯＤっ！】なんて書いてあって……。

　えっと、美み咲さ子こさん、一つだけ言っていいですか？

　ＧＯＯＤじゃねぇよっ!!

　何だよ、この密着接客っ!!

　つーかさっ!!　接客練習っつーから安心してたけど、よく考えたら深夜に並んでソファーに座っているってだけでも、すげーヤバくないか!?　しかも、すぐ横だぞ、もう触れちゃうってくらい横だぞっ!!

「な、なぁ。練習でここまでやる必要は無いんじゃないかっ!?」

「え？　やらなきゃ練習にならないでしょ？」

「なっ、ならっ！　さっさとやるぞっ！　別にどーって事ねーしなっ」

「……？」

　俺の態度に不思議そうな表情を浮かべた瑠花が横に座り直し……。

「……あ」

　そこでやっと、ノートに書いてある事の意味を理解したのか、動きを止める。だが、

「べっ、別に本当、どーって事ないじゃない」

　意を決し俺の脚に添うように、瑠花の膝が、ちょん、と触れる。

「……なぁ、瑠花。やめるんなら今だと思うぞ」

「はぁっ？　やめるって何をよっ！　意味分かんないっ!!」

「……止めたからな」

「だ、だからっ！　意味分かんないって言ってるでしょっ!!」

　確かにっ！　こここれは練習なわけだし、別に瑠花を意識してるとかそういうんじゃ全然ない俺としてはちっとも、少しも、全然問題は無い。

　触れた膝が、妙みようにこそばゆい……なんて事も全く無いっ！

「つ、次は……お酒作るわよっ！」

「ぉ、おうっ！」

　もちろん、この時も膝は離さない。

　グラスに氷を三つ程入れて、ドリンクを入れる前にマドラーで氷をかき混ぜ、グラスを冷やす。その後にウイスキー（に見せかけた濃い麦茶）をどばどばどばーと。

「って、おい。どう考えても濃すぎだろっ」

「さ、サービスよ」

「そっか、サービスか……って。何のだよ！　最初のお客様の設定なんだろ。標準で作る方が良いだろ!?」

「なっ……。ほ、ほんと、注文の多い客よね！」

　瑠る花かはぶつぶつと文句を言いながらも、もう一度作りなおす。水を入れた後、マドラーで混ぜ、通常だとお客の前に普通に置くのだが……、ノートを見ると次のような事が書いてある。

【ここでポイント♪　食いつきが良さそうなお客様には、ここでグラスを手で渡す（お客様の手を包み込むように渡し、その際に上目遣いをするとＧＯＯＤっ！）】

　だから、ＧＯＯＤじゃねぇよっ！

　だがな。だが、俺としては全く問題が無い。別にドギマギなんてする筈はずも無い。なんてったって、瑠花だからな。瑠花だから、全然平気っ！

「なになに……まず、お客様の手を取って……え、手取るのっ!?　べ、別に大した事無いわね」

　言うが早いか、瑠花は俺の手を掴つかみ上げるかのように取る。

　その瞬しゆん間かん、さっき見た夢の瑠花が、またもやフラッシュバック。

「それで、グラスを握らせて……」

　落ち着け、俺。あれは夢だ。これは現実だ。それに、これは練習だ。そう、練習なのだ。

「で……上目遣いで『はい』と渡す……か」

　まず、現実の瑠花があんな可愛かわいげのある奴やつの筈がない！

「こうかな……、はいっ♪」

　っぶっ！

　瑠花の顔がこちらを向き、上目遣いに覗のぞきこんできた瞬間。俺の体に走ったのは電流だった。

　ダメだ、こいつは本当に駄だ目めだ。コイツはほんとうに救えない。

　なんでこんなに馬ば鹿かで、阿あ呆ほうで、救いようもないくらい我わが儘ままなくせに、くせに。

　……顔だけは可愛いんだよ。

　反則だろ、これは。なんでまつ毛こんなに長いんだよ。なんで黒目がそんなに大きいんだよ。なんでこんなに瞳がうるうるしてんだよっ！　何で唇はそんなにぷっくりしてんだよっ！　なんでそんなに───っ！

「……って、うわっ」

　急に襲われる冷たい感覚に、俺は思わず声を上げた。

「ちょっとっ！　なにやってんのよ」

「わ、悪わりぃ」

　転がるグラスと、胸から下がガッツリ濡ぬれたスエットを見て、自分が情なさけなくなってくる。

　なんてことは無い、慌あわてた俺はグラスを落としていたのだ。もちろん、中身は満タン。

「ったく」

　文句を言われても反論の余地はない。「悪わりぃ」と立ち上がり、タオルを取りに行こうとした時、

「あ、待ってっ！」

　という瑠る花かの声に動きを止める。

「え？」

「あたしが拭ふいてあげる。奈ない斗とはお客さんであたしがキャストなんだから、奈斗が動くのはおかしいもん」

「……いや、でもな」

「これから仕事をしていく上で、どんなハプニングが起きても対応できるようにならなきゃでしょ？　いい機会じゃない。ちょっと待ってて、あたしが今タオル持ってくるから奈斗はそこから動かないでよね」

「……お、おう」

　真剣な瑠花の瞳と言葉に、俺は思わず頷うなずき、その場に再び座り直す。

　確かに、瑠花の言う通りかもしれない。

　これからあの店で働く上で、客が飲み物を零こぼすなんてシチュエーションはいくらでもあるわけで、それに瑠花も上う手まく対応していかなきゃいけない。

　そこで瑠花が小走りに、タオルを持って戻ってくる。

「ちょっと待ってよね。こういう時の対処法も美み咲さ子こさんのノートに書いてあったから」

　と、タオルを自分の膝ひざの上に置き、瑠花は真剣な目でテーブルの上のノートを捲めくる。

「あった。……なになに、お客様が手に持ったグラスを落としてしまった時には『大丈夫？　ごめんね、グラス滑すべりやすかった？』と言って、相手のミスではないかのようにフォローする」

　ほうほう。それはなかなか良い気遣いだろう。

「なんか釈然としないわね。あたし、ちゃんとグラス拭いたのに」

　知ってるよっ！

　俺が動揺して落としただけだよっ！

　……なんて、とても言えない。俺は極力冷静を装よそおい瑠花に言う。

「そ、そこをだなっ！　あえて自分のミスのように言うからフォローなんだろっ！」

「……そうだろうけど。まぁいいわ、これはあくまで練習なんだもの」

　瑠花は自分を納なつ得とくさせるように一つ頷き、不安げな顔で俺を見上げ、そして──。

「ごめんっ、グラス滑りやすかった？」

「全然っ大丈夫っ！」

　……。

　…………素すで答えてどうする、俺。

　てか、その顔で言われたら、誰だって許すだろ。

　なんで普段からその顔が出来ねーんだよっ!!

「……そ、そんな感じで言えば、こんな感じで許してもらえんじゃねーかな、ははっ」

「？　……そ、そう？」

「んで、次は何だって？」

　治まらない動揺を誤ご魔ま化かす為、俺はそう瑠る花かを急せかす。

「うん。えっとね、次は……【タオルで濡ぬれた場所を拭ふいてあげる。この時は一生懸命に拭く事っ！】だって」

　えっ!?　美み咲さ子こさん、やり過ぎじゃないっすか？

　しかし、瑠花は真剣な目で「なるほどね」と頷うなずきタオルを握りしめる。

「ちょ、瑠花!?」

「何よ、今拭いてあげるからじっとしてて」

　俺の制止も聞かず、瑠花は手に持ったタオルを俺の胸元に押し付けてくる。しかも真剣になりすぎて、妙みようにその顔が近くて……まるで、俺の胸に顔を埋めるようなそんな距離で。シャンプーの香りが鼻び腔こうをくすぐってきたりして、濡れた胸元は冷たくて、でも温かくて……。

　視線を下に動かすだけで、すぐそこには瑠花が居て。

　懸命に「こうかな？」とか呟つぶやいている。

　そんな瑠花が手を当てている場所は、ちょうど俺の心臓の辺りで……。そこは、まるで全力疾しつ走そうでもした後なんじゃないかって程に速く鼓動を打っている。

「……な、なぁ。瑠花」

　気力を振り絞るように、俺はどうにか声を上げる。すると、

「……何よ」

　と、瑠花が視線を上げ、視線が交わる。

　……。

　…………。

「………………な、なんで！」

　状況をやっと理解した瑠花が、俺をソファーに押し付けるみたいに撥はね除のけ立ち上がる。

「うっ」

「なんであたしが、こんな事まで───って」

「おいっ！」

　慌あわてて上げた声と共に、俺は慌てて手を伸ばす。だって、立ち上がった瑠花は、勢いを止める事が出来なかったのか、バランスを崩くずし後ろに倒れていっているのだ。

「え？」

　瑠花の下にあるのは、テーブルと並べられたグラスやマドラー。

「馬ば鹿かっ」

　下へ手たな落ち方をしたら、打ち身どころの騒ぎではない。しかし瑠る花かは驚いた顔のまま何もできず倒れていく。伸ばした俺の手は瑠花の腕を掴つかむが、中途半端な体勢でその勢いを殺しきれない。

　ならせめて、テーブルの上に落ちるのだけは避けなければと、俺は必死に瑠花を引き寄せる。瑠花の頭を庇かばうように胸の中に抱き込み──。

　ガンっという音が、どこか遠い所から聞こえた気がした。

　そして、同時に強い衝しよう撃げき。

　続いて、息が止まるような圧迫感。

　なんだか……頭が、ちかちかする。

　もしかしたら、少し意識が飛んでいたのかもしれない。

「っつー」

　痛みを堪こらえ、目を開けると、どうやら俺達は無事（と言っていいのかは謎なぞだが）テーブルとソファーの間に落ちたようだ。

「痛っ……って、奈ない斗とっ！　どうしてっ！」

「どうしても、こうしてもねーだろうが」

　まったく、あのままテーブルの上にこけていたら大変な事になっただろう。

「あたしのせい？」

「ただの事故だよ。別に気にすんな」

　痛みを堪えながら精一杯の強がりを言うが、なんだかイマイチ決まらない。

　だけど、ま。とりあえず無事で何よりという事にしておこうか……。

「へぇ～、事故かぁ」

「随ずい分ぶんと大事故起こしたもんだな」

「抱き合う二人を見てしまったマコちゃん達。確かに事故って感じだよねぇ」

　……え？

　聞こえた声にハッとする。

　……俺の上にあるのは、何だ？

　いや、もちろん瑠花なんだが……でもさ、この姿勢って……。

　今更ながら、そっと目線を下に動かすと───。

　パチリと、大きな瞳が瞬しばたたいた。

　……。

　…………えっと。

　落ち着け、俺。とりあえず、今の状況を冷静に把握だ。

　まず、瑠花がどこに居るかと言えば、俺の上だ。より正確に把握すると、頭はちょうど俺の胸の位置辺りにある。そして、俺の手は瑠る花かを庇かばう為、まるで抱き抱かかえているみたいに彼女を覆おおっている。

　……。

　…………うん、これはヤバいね。

「えっ、やっ、ちょ……馬ば鹿かっ！　放してよっ！」

「待て瑠花、急に動ぐぇっ」

　慌あわてて立ち上がろうとする瑠花は、俺の肋ろつ骨こつだとかみぞおちだとかに、遠慮なく手足を置いて立ち上がる。

「あ、あ、あ、あんた達っ！　どどどどどどおして起きてんのよっ!?」

「こんだけ暴れられれば、嫌いやでも起きるっしょ」

　寝起きらしい彩あや香かの言葉はご尤もつとも。これだけ大騒ぎしてれば、きっと俺だって起きる。

　でも、そんな事より俺にはどうしても気になっている事がある。

　俺は痛む体をどうにか持ち上げ、気の進まない疑問を投げかける。

「……あの、一つ聞いてもいいですか？」

「どうぞ」

　と彩香に頷うなずかれ、躊躇ためらいがちに俺は尋たずねる。

「今の状況、お二人には………どのように見えているのでしょうか？」

　次の瞬しゆん間かん、彩香と真ま琴ことの顔がニヤリと笑った。







「つまり、二人はクラスメイトでありながら同居人であるという特異な状況下において、若者特有の微熱のような感情に身を任せ、情熱的な展開に陥おちいったのではなく、ただ接客の練習をしていただけ、と」

　という彩香の答えに、何だかいろいろと納なつ得とくできない所とか反論したい所とかあったが、俺は反論出来ずに、

「えっと……そう、ですね。その通りでございます」

　何な故ぜか自主的に床に正座した姿勢のまま答え、頭を垂れる。

「あーぁ、マコちゃんも言われてみたかったなぁ『ただの事故だよ、気にすんな。それよりもお前が無事でよかったよ。怪け我がは無いか？』なんてっ！　ドキドキだよねっ」

　彩香の腕にもたれかかる真琴が、甘えるように言った後、エヘヘと笑った。

　つーか、後半はねつ造ですよね……。

「ちょっ、ちょっとあんた達、いい加減にしなさいよ。さっきから散々好きなこと言っちゃって、そんな事を奈ない斗とは言ってないし、あたしも言われてないわよ!?」

　俺の気持ちを代弁したのは、不機嫌全開でソファーに座る瑠花だ。

「でもぉ、マコちゃん。自信家っぽい瑠る花か様が自主練してるなんて、考えもしなかったよぉ」

「……う、ぐ」

　満面の笑みを浮かべる真ま琴ことに、痛い所をつかれ瑠花も撃げき沈ちん。

　元々、瑠花はこの二人に自主練を知られたくなくって、こんな深夜になってから俺を誘いに来たのだ。

「ま、二人をからかうのもこのくらいにして」

　言いながら、彩あや香かはこの遊びの終了を告げるかのように立ち上がる。

「続き、やろうか」

「えっ!?」

「どうせまだ、ほとんど出来てなかったんだろ？　私も目覚めちゃったし、自主練とやらに混ぜてくれたっていいんじゃん？」

　瑠花の前に置かれていたノートを、彩香は笑いながら手に取る。その笑顔は先程までの意地悪な笑みではなく、どこか優しい笑み。そんな彩香の申し出を断るのも気が引けたのか、「別に……いいけど」と瑠花も不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずく。

「な、なら俺は氷とか用意するよ。溶けちゃったし」

　急な展開に驚きながらも、彩香が参加してくれるなら嬉うれしい。

「ちぇー、もう終わりか。つまんなーい。さて、マコちゃんはもう寝よぉっと。夜よ更ふかしは美容の大敵だしねっ」

「ふんっ、そのミクロな身長が少しでも伸びるといいわね」

「はぁぁぁ？　マコちゃんはちっちゃくっても可愛かわいいから全然問題ないんですけどぉ～」

「あー、確かに眼中に無いから問題ないわ」

「っむ！　あんたも早く寝て、そのペチャパイに少しでも栄養あげた方が良いと思うけどぉ」

「……ペっ……チャ……。べ、別に男に媚こび売りまくりの誰かと違って、控えめなだけだから、全然問題ないわっ」

「あーそっか。マコちゃんペチャパイの事なんて眼中に無いから、全然問題ないんだった♥」

「……なっ」

　なんだかもう、早くもお馴な染じみになってきた真琴と瑠花のいがみ合いを避けるように、俺はグラスとアイスペールを持ちキッチンへ向かう。

　すると後からすぐに彩香が追ってくる。

「何か手伝おうか？」

「いや、大丈夫。……にしても、普通に声かけてくれればよかったのに」

「あはは、まぁいいじゃん。楽しかったし」

「俺は全然楽しくないって……」

「ごめんごめん。でも……ほら、なんだかいい感じじゃん？」

　と言うと、カウンターキッチンの向こう側。リビングに居る瑠る花かと真ま琴ことを目線で示す。すると、そこには未いまだに口くち喧げん嘩かをしている二人の姿。

「……そうか？」

　その光景は、昨日や今朝と同じように言い争っているだけだ。

「んー、私には結構いい感じに見えるんだけどね。じゃ、コレ先に持ってっとくから」

　それだけ言うと彩あや香かは、アイスペールに冷凍庫から氷を山盛りに入れ、リビングに戻って二人の会話に自然と入っていく。

「彩香ちゃん、聞いてっ。瑠花ちゃんがね、マコちゃんに酷ひどい事言うんだよぉ……」

「今さら装よそおうんじゃないわよっ！　てか何？　瑠花ちゃんとか呼んじゃって、気持ち悪っ」

「はいはい。それで、何の練習するの？」

「ちょっと！　…………もういいわ。さっきはドリンク作るところまでやった」

「じゃ、そこから続ける？　真琴はどうすんの？」

「マコちゃんはもう寝るっ！」

「そう、じゃぁ──」

　キッチンから見るリビングの景色は、やっぱり、昨日と同じに見える。瑠花と真琴は相変わらず喧嘩をしているし、彩香は喧嘩をしている二人のどちらかに肩入れするわけでもない。

　ま、一日二日で変わるもんでもないか……。

　キッチンで一人短い溜ため息いきをついて、俺はグラスを手にリビングに戻ったのだった。
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【Club　Butterfly】に俺達が入って一週間が経たった土曜日。

「あ、そうそう。今日から、瑠花、真琴、彩香にもフリーのお客さんに付いてもらうから」

　一年が全員出勤するなり、洋よう司じ先輩はまるで世間話のような気楽な口調で俺らに告げた。

「……えっ！　もう……ですか？」

　日常の業務連絡のような言い方だったが、さすがに聞き流すわけにはいかない。

　一年生の見習い期間が、一週間で終わってしまうなんて聞いてない。

　フリーの客に付くという事は、今まであった先輩達のフォローが期待できないという事だ。何か起こっても、卓内の事は基本的にキャスト一人で乗り切らなければいけなくなる。

「大丈夫よ。三人とも、もうかなり仕事が出来るようになってるし、安心して」

　洋司先輩の横に立つ美み咲さ子こさんは、そう言ってくれるが……。正直あまり大丈夫には思えない……特に瑠花が。

「あと、それと同時にノルマをつけるから。内容は、明日から月末までの約二週間で一人一本以上。三人合わせて十本以上の指名を取る事」

「……なっ！」

　続けて放たれた洋よう司じ先輩の言葉に、俺は思わず息を飲んだ。独り立ちをするだけではなく、ノルマまで課せられるなんて、思ってもみなかった。

　チラリと横を見ると、瑠る花かが「え」という顔のまま固まっている。

　逆隣に目を向けると、彩あや香かが「こりゃ、参ったね」という顔をしていて、真ま琴ことは「えー、マコちゃん困っちゃう（ぐすん）」みたいな顔をしているが……。

　まぁ、この二人はそこそこ善戦するだろう。

　真琴は天性的としか言えない程に男性の扱あつかいに慣れているから、月末までに十本近く指名を取る事も可能かもしれない。

　彩香だって、安定した接客が出来るようになってきたから、何本もは無理でも、月末までに一本二本は指名が取れるかもしれない。

　だが、瑠花も指名を取らなければいけないとなると、これは話が違う。

　顔もスタイルも、申し分は無いのだが、中身はいかんせん、接客に向いてない。

「といっても、達成できなかったらペナルティを与えるとかそういうんじゃないから、安心していいぞ」

　と、表情を凍こおらせた俺を見て、洋司先輩がフォローを入れてくれる。

「あーでも懐なつかしいわね、最初のノルマ」

　と、美み咲さ子こさんが、懐かしむように視線を遠くに飛ばす。

「誰かが足を引っ張ったせいで達成できなかったっつーのが、俺達が一年生だった時の実績。それでも、減給されたり怒られたりはしなかったから、安心しろよ」

「……もー」

　美咲子さん、本当に昔は問題児だったんですね……。

　まぁ、そういう事で俺らは入店したてで、早くもノルマを言い渡されたのだった。
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「真琴さんご指名、一名様ご来店です」

　フロアに響ひびいた声に、少しだけ皆がざわめく。

「わぁ～、川かわ俣またさん今夜も来てくれたのっ!?　マコちゃんすっごく嬉うれしいっ」

　案内のスタッフを待たず、待機席に座っていた真琴が飛び跳ねるように立ち上がり、指名客へと駆け寄っていく。

　ノルマが言い渡されて、今日で四日目。これで真琴の指名本数は三つ目。新人としては異例の快挙らしく、上級生のキャストが驚きの表情で嬉しそうに笑う真琴を見ていた。

　この調子だと、真琴が【Club　Butterfly】のエースとして名が知られるまで、時間はあまりかからないだろう。

『──黒くろ部べ、真ま琴ことご指名のお客様・Ｂ６テーブルへ』

　インカムで飛んできた声に「了解です」と答え、お客様へ笑顔を向ける。

「ご案内します。こちらへどうぞ」

　ちなみに俺もこのノルマが始まってから、インカムからの指示を受けながら一人で動く事が多くなった。まだまだ任される仕事は一部で、フロア業務の初歩だけだが、それでも少しずつ慣れてきたと自分では思っている。

　真琴とお客様を指定されたテーブルに案内して戻ってくると、待機席で彩あや香かと瑠る花かが何やら話している。もしかして真琴ばかり指名を取れている事を気にしているのかと思ったが、どうやら違うらしい。

　彩香の手元を真剣な目で覗のぞき込んでいた瑠花の目が、「おぉ」と純粋な驚きに染まり、その後すぐに笑顔が零こぼれた。

「……ん？」

　ちょっと珍しい光景に、俺は二人のもとに近づき、

「何やってんだ？」

　と、問いかける。すると、彩香が手元にあったものを掲かかげた。それは……折り紙？

「これ、割りばしの袋で折ったんだ。凄すごいだろ、さっきお客さんが教えてくれてさ」

　はい、と渡され見ると、店で使っている割りばし袋が、鶴のような形に綺き麗れいに折られていた。

「箸はし置おきになるんだって」

　教えてくれたのは瑠花。

「へぇ、確かにこれは凄いな」

　そう呟つぶやいたところでインカムに声が飛ぶ。

『──黒部、Ｃ３テーブルにドリンク持ってって』

「了解」

　飛んできた声に応えて、「呼ばれた」と彩香に鶴を返し二人から離れながら、俺は少しホッとする。彩香はまだしも、瑠花は真琴が指名を重ねている事を、もっと気にしているのかと思っていた。だが、さっきの様子を見るに、そこまで気にしていないのかもしれない。

　もちろん、彩香の気遣いのおかげもあるだろうが、真琴が一番最初に指名を取る事は、きっと瑠花も予想していたのだろう。

　ふと後ろを振り向くと、待機席ではまだ瑠花が彩香の横で鶴を眺ながめている。その顔は教室で見せるような強い笑みではないけど、それでもやっぱり笑っていた。

　しかし、それから三十分後。

『──彩香さんご指名、一名様ご来店です』

　インカムから聞こえた声に、フロアの奥に居た俺は驚き、待機席を見る。

　すると、洋よう司じ先輩に声をかけられた彩あや香かが、信じられないという顔でフロアの入り口を見ていた。驚きながらも、ちょっと照れて笑った顔がなんだか新鮮だった。

「凄すごい」

　思わず呟つぶやいた時、インカムからまた声が飛んでくる。

『──黒くろ部べ、なにやってる。担当キャストのエスコートだ』

　その声に我に返り、待機席に急いで戻る。

「やったな、彩香。まだ指名の予定は無いって言ってたから驚いたよ」

「私も、驚いてる」

　いつも余裕がある彩香には珍めずらしく、自分の立ち位置が決められないように視線を泳がせているのも、また新鮮だ。

「とにかく、おめでとう。洋司先輩、卓はどこですか？」

「Ｃ１にご案内だな」

「はい。じゃ、行こうか彩香」

　彼女が頷うなずくのを見て、フロアの入り口に向かう。そこには彩香を指名したお客様が居て、彩香に笑いかけている。それに彩香も、少し照れたように返す。

「お待たせしました。彩香さんご指名、ありがとうございます。テーブルへご案内しますので、こちらへどうぞ」

　予想よりも早い彩香の初指名が嬉うれしくて、俺の顔にも自然に笑みが浮かぶ。

　テーブルに案内する途中の席に居た美み咲さ子こさんが「よかったね」と笑ってくれる。他の卓からも彩香の初指名を知り「おめでとう」とか「やったね」という先輩キャストの声が届く。

　それに対して、彩香はやっぱり照れたような困ったような顔をしながら、店の奥へと進んでいく。

　Ｃ１テーブルにつき、お客様と彩香をソファーに促うながした時、彩香がはす向かいの卓に手を振る。それで、あぁそうかと俺も振り返ると、真琴が「わぁすごいっ！」と満面の笑みを浮かべていた。

　店中が彩香の初指名を喜んでくれている事が、まるで自分の事のように嬉しくて、この瞬しゆん間かん、俺はすっかり失念していたのだ……もう一人の、俺の担当キャストの事を。

　上機嫌で帰って来た俺の目に飛び込んできたもの。それは、一人で待機席に座る瑠る花かの姿だった。

　何も気にしていないかのような横顔。だけど、どう見ても瑠花の背中が小さかった。

　そんな瑠花の姿を見て、俺は何と声をかけていいのかさえ分からず、足を止める。

　また、瑠花は一人残されてしまったのだ。

　真琴と彩香がこんなに早く指名が取れた事は、本当に嬉しかった。でも、こんな瑠花を見てしまったら、俺は素直に喜べない。

　喜んだ自分が、まるで悪者のような気さえしてきてしまう。

　少し離れた待機席で、まるで手て慰なぐさみのように彩あや香かが作った鶴をいじっている瑠る花かは、今何を考えているのだろうか……。

　その時、洋よう司じ先輩が俺の傍そばに来て「ま、こうなるよな」と小さな声で呟つぶやく。

「俺、どうしたらいいんですかね？」

　俺の問いかけに、洋司先輩は小さく息を吐はき出す。

「それは、ボーイ全員が越えなきゃいけない壁だよな。みんなが横並びな成績なんて、普通はあり得ない。売れないキャストは、やっぱり心配だ。でもだからって、売れないキャストを庇かばいすぎるわけにもいかない」

「……そう、ですね」

　瑠花の味方をしすぎるという事は、指名の取れた真ま琴ことや彩香と差別するということだ。

「悩みながらでも、自分達の距離感を決めていくしかないんだ。黒くろ部べ達は、黒部達なりの距離感、接し方を見つけるしかない。でも、とりあえず今日のところは俺が行ってくる。お前には正直まだハードルが高すぎるだろ？」

「……はい」

　洋司先輩が言うように、俺にはまだどうしていいのかさえ分からない。

「黒部はフロアを見ていてくれ」

「はい」

　俺の返事を聞いて、先輩は俺を元気づけるように肩を叩たたき、軽く眼鏡を押し上げてから瑠花の座る待機席へと歩いて行った。

　それから数分で、瑠花は洋司先輩に連れられ、フリーの卓についた。だけど、その顔からはさっき程の落ち込みは感じられない。少し引きずってはいるけど、それでもきちんと立ち直らせた洋司先輩の魔法は、どんなものだったのだろうか……。







　その日の晩。俺が風呂から出てリビングに戻ると、瑠花が一人テレビを眺ながめていた。

「……あ」

　ソファーに座っていた瑠花がこちらを向いて、目線が合う。

「えっと……二人は？」

「もう、部屋へ行った」

「……そ、っか」

　今日、彩香が初指名を獲得してから、何だか少しだけ瑠花と気まずくて、俺は逃げるようにキッチンへ向かう。

　コップを取り出し、作り置きの麦茶を注ぎながら瑠花を盗み見る。こちらに背を向けながらテレビを眺めている瑠る花かは今、何を考えているのだろうか。

　そもそも瑠花は、彩あや香かの事をどう思っているのか、そこからして分からない。

　待機席で肩を並べていた二人は、友達と言っていいくらいには仲良く見えた。だけど、瑠花と彩香は友達だ。と、言い切ってみると少し違和感がある。

　では二人の関係が何なのかと問われれば……職場の同どう僚りよう？　同居人……？

　どれも間違いではない筈はずなのに、やっぱり違和感は消えない。

　そしてもう一つ。俺は彩香が指名を取った後、一人残された瑠花に洋よう司じ先輩がかけた言葉が何だったのだろうかと、ずっと気になっていた……。

　どんな言葉をかけて、瑠花を瞬しゆん時じに立ち直らせる──とまではいかなくても、フロアに送り出せる状況にしたのだろうか……。

　ま、そんな事。こうやって一人で考えたところで分かる筈もない……か。

　溜ため息いきを小さく一つ。俺はコップを持ってリビングに戻り、瑠花の居るソファーへ向かう。

　きっと今、一番瑠花に近い人間は俺だと思うから。だから、洋司先輩みたいに瑠花を元気づけられないとしても、少しでも力になりたかった。

　俺が近づいてきた事は分かっているだろうが、瑠花はこちらに視線も向けない。

　だけど、これも瑠花なりの強がりなのだろう。

　だから、俺は口を開く。

「瑠花──」

　しかし。

「奈ない斗とは……気にしなくて良いから」

　俺の言葉を遮るように、瑠花はテレビを見たまま、ぽつりと言葉を放った。

「……え？」

「あたしだけ指名が取れてない事、気にしなくて良い。どうせ奈斗の事だから、女め々めしくそんな事気にしてたんでしょ？　さっきからチラチラ見てんの、気付いてるんだから」

「……あ、ごめん」

「あたしは別に気にしてないし、別に奈斗に心配される程落ち込んでなんかいない」

　その視線はテレビに映る楽しげな映像を見ながらも、不機嫌に歪ゆがんでいる。

　……どう見ても、明らかな強がりである。

　だがもう、俺はそんな強がりを指し摘てきなんてしない。

　こういう態度を取ってしまうのが、宮みやケが瀬せ瑠花なのだから、仕方ない。

「……そっか、ならいいんだけど。俺にも出来る事があったら言えよ。俺はお前の担当なんだから、出来る限りの事はするから」

　可愛かわいげの無い瑠花の言葉の裏側にある辛つらい気持ちを、俺も少しは理解できるようになったから、怒るでもなくそう笑う。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。瑠る花かは弾はじかれるように俺を睨にらんだ。

「だからっ！　気にしないでって言ってるでしょ!?　奈ない斗とに出来る事なんて何もないんだから、気にしても無む駄だだし、気にして欲しくなんて無いのっ！　ボーイなんて、所しよ詮せんウエイターなんだから、気楽に給仕だけしててよっ」

　……。

　…………おい。今、何て言った？

　強められた口調。威い嚇かくするような表情。矢や継つぎ早に発せられる、俺への言葉。

　それらをすぐに理解する事なんて、出来なかった。でも、一つ。

　俺の心を強く掻かき毟むしる音が、耳の中で反響する。

　所詮……ウエイター。

「……っ！」

　言葉の意味を理解した瞬間、何かが冷めていく感覚が駆け巡る。

　あぁ、そうかよ。そうだよな。

　それと同時に、頭に血が上っていくのが、手に取るように分かった。

　……確かに。

　確かに、俺はただのウエイターだな。チームメイトでも、同どう僚りようでも、それこそ友達でも無くて。お前にとってはただの給仕係なわけだ。一緒に考えたいとか、悩みたいとか。そんな事を考えていた俺が馬ば鹿かだったんだな。

「あぁ、分かったよ」

「……あっ」

「悪かったな、これからはそうするよ」

　投げ捨てるように言葉を放ち、乱暴に立ち上がる。そのまま瑠花の顔を見ることも無く、俺は自分の部屋に向かい、ピシャリと戸を閉めそのまま布団の中に潜もぐりこむ。

　しかし、全く眠りに就つける気などしない。電気も点つけていない部屋の中、瑠花が俺に向けて放った言葉だけが響き続ける。

　頼られると思って話しかけた自分が馬鹿らしくて、憎らしい。

　何なんだよ……。

　ほんと俺、馬鹿みたいだ……。

　それからしばらく、戸の隙すき間まから漏もれてくるリビングの光は消える事は無く、その光がまた俺の苛いら立だちを刺激してくる。

　なんだか少し……泣きたかった。




　　　　[image: くぎり]




　次の朝も、登校時も。教室でさえ、俺と瑠る花かは会話どころか視線を交わす事もなかった。

　何も知らない良りよう太たと二じ郎ろうが、俺と瑠花の間に流れる異常な空気に戸惑い、気を遣って楽しい話題をふってくれるが、それさえ腹立たしかった。

　二郎も良太も、良い奴やつで、友達で……だけど。

　そんな二人の優しさを、素直に受け取れない自分が本当にムカついたのだ。

　昨日の瑠花の言葉は、思わず口走ってしまっただけなんだろうと、一晩寝た今なら理解できる。でも、だからって何も無かったみたいに話せる気はしなかった。

　俺は、俺が思っていたよりも心が狭い男なのかもしれない。

　そう思うと、また心がかき乱される。

　授業が始まっても、昼休みになっても、午後の授業が始まっても、俺の心の片かた隅すみでは瑠花に言われた言葉がこだまのように反響し続けて、重たく苦しい気持ちがこみ上げてしまう。

　所しよ詮せんウエイター。

　ボーイでも無く、仲間でもなく、ただの給仕係。そう言われる事が、こんなに応こたえるなんて予想していなかった。

　確かに俺は、まだ何も出来ない。あの店に入って約十日。出来るようになった事といえば、瑠花が言う通りウエイター業務だけだ。

　だけど……だからって、そんな言い方をされたくはなかった。

　瑠花がムカつく事を言うのは、いつもの事。こいつはそういう奴だって分かってる。

　だけど、まるで俺と一緒に考えたって無意味だと言いたげな言葉。仲間じゃないと言われたような言葉。それが俺はムカついて、悲しくて……そして悔しかった。

　先生の声と、教科書を捲めくる音と、ペンを走らせる音だけが聞こえる教室の景色はいつもと同じなのに、俺は何でこんなにも胸が苦しいのだろうか。

　入学から今日まで、瑠花と過ごした時間は何だったのだろうか。

　キャバクラという職場を告げられて、やりきれない気持ちを抱かかえながら店に初めて行った日。

　店から逃げ出した瑠花を探した事。その時に見た弱い顔。一緒に暮らす事になって、嫌いやな思いも沢たく山さんした。迷惑だって山程かけられた。

　だけど……。だけど……。

　俺は仲間じゃないのかよ。

　フロアで客の横に付けない俺は、一緒に戦えないのかよ。

　瑠花も、真ま琴ことも、彩あや香かも、フロアで必死に働いている。右も左も分からない状況の中、それでも自分自身で判断して、一対一で客と向かい合わなくてはいけない。

　今まで一度も会った事の無い客の横に座って、その人を楽しませなければいけない。それはきっと、怖い事なのだろう。不安なのだろう。

　その恐怖を俺は、想像するしか出来ない。

　でも、だからこそ、頼って欲しかった。

　……そう、頼って欲しかったんだ。

　だけど、俺は……瑠る花かが頼れるだけの何かをしていただろうか？

　初出勤の日。洋よう司じ先輩に告げられたボーイの仕事。それは、ウエイター業務と、キャストの管理の二つだった。だけど俺がやっていた仕事は、確かにただのウエイターだ。

　キャストを支える事も、勇気づける事も出来ていない。

　それどころか、一人取り残された瑠花にどう接していいのか分からず、戸惑い見ているだけだった。

　様子を窺うかがうように向けられる視線は、余計に自分の不出来を指し摘てきされているかのような感覚だったかもしれない。

　自分だけ指名が取れていない現実を、再認識させられているような気分だったかもしれない。もしかしたら、責められている感覚さえしたかもしれない。

　だったら、いつも通り接してくれた方が、まだマシだっただろう。

　苦しくなる胸の痛みを誤ご魔ま化かすように俺は、こめかみを押さえつける。

　その時、ふと視線を感じて顔を少しだけ横に動かす。すると、二じ郎ろうがこちらを向いていて、俺の方に寄せたノートをペン先でコツコツと叩たたく。そのノートを見ると、汚い字で一言。

『大丈夫か？』

　それを見て、俺は慌あわてて笑う。

　今まで自分がどんな顔をしていたかなんて、考えてもいなかった。

　でもきっと、俺は周りが不安になるような顔をしていたんだろう。そして、そんな顔でずっと瑠花を見ていたのだろう。

　その時、二郎がノートに『↓』と書き足す。何だよ、と思い逆を向く。すると良りよう太たがノートを俺の方に見せてくる。

『奈ない斗と君が瑠花さんを泣かせた時、ぼくが実行する十個の刑けい罰ばつ』

　そう書かれた文字の下には、イラスト付きの刑罰まで書かれていて、（馬ば鹿か馬ば鹿かしいものばかりだが、どれも実行に移す事が出来、なお且かつ地味に嫌いやな事ばかりだ）しかもその絵が妙みように上う手まいもんだから、俺は思わず笑ってしまう。

　可愛かわいいイラストを描いた良太は、俺の事をジーっと恨みの籠こもった顔で見ている。こいつ、マジで俺が瑠花を泣かせたら、この刑罰を実行に移す気なのだろう……。

　毎日せっせと俺の机に黴かびパン入れたり、上履きの左右を逆にしたり、鏡で日光を反射させて俺の顔を照らしたりするんだろう？　馬鹿だな、お前。マジ、……………最高だ。

　俺は目を閉じて、息をゆっくりと吸い込む。

　ぐるぐると回る思考を自分の手でより集め、並べ替え、紡つむぎあげていく。

　すると、当たり前すぎて気付けなかった自分の気持ちが見えてきて、一人俺は小さく笑う。

　ボーイである俺は、キャストのようにテーブルにつく事は出来ない。客を呼ぶ事も出来ない。だけど、何と言われようが、俺は瑠る花かの担当で、瑠花の仲間である事には違いない。ただのウエイターだなんて、言われたくないんだ。

　だからフロアで戦うキャストの為、出来る事が少しでもあるなら、どんな些さ細さいな事でもいい。俺は、出来る限りの事がしたい。瑠花や真ま琴ことや彩あや香かの為にじゃない。フロアでは一緒に戦えない俺が、みんなと同じ場所にいる為に、俺は何かがしたいんだ。

　授業の内容など一つも気にせず、延々とノートを捲めくり、ペンを走らせ続けた。

　瑠花達と一緒に戦う方法。それは───。







　俺は授業が終わると、すぐにノートをしまい、後ろを向く。

「瑠花、早く行くぞ」

「……はぁ？」

「今日は早く店に行く」

　と、俺は机の上に広がっている瑠花のノートを勝手に閉じ、鞄かばんへしまうように促うながす。そんな俺を、瑠花は眉まゆを顰ひそめながら見る。授業が始まる前まで、まるで喧けん嘩かのような事をしていたのだ。いきなり俺の態度が変わったのだから、瑠花が不審がるのも無理はない。だが、俺は気にしてなんかやらない。

「思いついた事があるんだ」

　瑠花の顔を真まっ直すぐに見て、言う。

　何と言われようが、どう思われていようが、俺は瑠花の担当なんだ。だから、思いつく限りの事をする。そう、決めた。

「……意味分かんない」

　と文句を言いながらも、瑠花は俺からノートを受け取り鞄にしまう。

「行こう」

　言うが早いか、俺は瑠花の鞄を持って席を立ってそのままドアへ向かう。

「もう、何なのよっ」

　後ろから瑠花の不満げな声と、椅い子すを倒す勢いで立ち上がる音が聞こえる。

　だけど俺は、背中を伸ばして、真っ直ぐ前を見て歩く。

　小走りに俺を追う足音。

「ちょと、奈ない斗とっ！　説明しなさいよっ！」

　追いついて来た瑠る花かが、最大限の不機嫌を俺にぶつける。

「ねぇ、聞いてんの？」

　さて、何と言って切り出そうか。

　瑠花の扱あつかいなんて、俺に分かるわけも無い。

　だけどきっと、瑠花だって今、こんな態度を取る俺にどう接していいか分からないだろう。

「ちょっとっ！」

「なぁ、瑠花」

　横に並んだ瑠花に向けた俺の声に、彼女は少しだけびくっと構える。

「俺、もっと頑がん張ばるな」

「……はぁ？」

「瑠花は指名を取れる、絶対だ」

「……え」

　横に並んで歩いていた瑠花が、ぴたりと止まる。

　数歩進んで、俺も立ち止まり、瑠花を振り返る。

　未確認生物を発見したみたいな顔で俺を見ている瑠花に、俺は笑う。

「俺、決めたから。もう二度と、ただのウエイターだなんて言わせない。言われたくない。昨日の言葉、予想以上に応こたえたんだ。もう二度とあんな事、瑠花に言われたくない。だから、俺も瑠花が指名を取れるように最大限の協力をする。いや、俺が指名を取らせてやる。担当キャストの管理をするのだって、大事なボーイの仕事だろ？　だから、瑠花がまだ指名を取れないのは、俺の責任でもあるってわけだ。だから、俺も一緒に戦う」

　正直に言えば、俺の力で瑠花に指名を取らしてやれる自信は、微み塵じんもない。でも、瑠花の肩に伸のし掛かるプレッシャーを、少しでも俺が背負いたかった。

　これからは、思いっきり俺なりのやり方で戦ってやる。そう、決めた。もう、遠慮はしない。だって、瑠花の方が十倍は我わが儘ままなのだ。

　次の瞬しゆん間かん、瑠花の顔が歪ゆがむ。でも、それはほんの一瞬で、俯うつむいた瑠花は大おお股またで歩き出す。

「奈ない斗とのくせに、ほんと、生意気っ」

　勢いよく俺を追い越しながら、瑠花はそんな言葉を吐はく。

　生意気？　そんな事、百も承知だ。だけど、ただの給仕役に収まってやる気など、さらさらないのだ。俺は大股で歩く瑠花を追いかけ、そのまま横に並ぶ。

　それから俺らは、特に会話もないまま昇降口を抜ける。そして校門を抜けた頃、ずっと不機嫌顔だった瑠花が、「ねぇ」と口を開く。「ん？」と瑠花を見るが、その顔は俺を見てはいない。ただ、アスファルトを睨にらみつけているだけだ。

「勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、あたしは別に焦あせってなんていなかったから」

　俺の顔を見ようともせず発せられた言葉は、そんな可愛かわいげの無い、だけど、とても瑠花らしい言葉。

「あぁ、そうだな」

「それに、凹へこんでもいなかった」

「おぉ、そうかい」

「あと、奈ない斗とになんて手伝ってもらわなくても、あたしはちゃんと指名を取れる自信があるの」

「ほぉ、そりゃ失礼」

　次々と追加される言葉も、全くもって愛あい嬌きようの欠片かけらもない。でも、可愛かわいい顔のくせに、可愛くない言葉を放つのが、俺の担当キャストである宮みやケが瀬せ瑠る花かなのだから、そこは〝仕方ない〟と諦あきらめるのが聡そう明めいだ。いちいち腹を立てる方がバカバカしい。

　そう俺が小さく笑った次の瞬しゆん間かん。瑠花がちょっとだけ顔を上げた。

「……でも、ありがとう。あと……ごめんね」

「…………っ」

　腹立たしそうに。でも、どこか照れたように小さな声で俺に言った姿は、俺が知っているどんな宮ケ瀬瑠花とも違う顔だった。

「……おう」

　混乱した頭で、どうにかそう応え、俺は慌あわてて瑠花から視線を逸そらしたのだった。







　俺が考えついた、瑠花と一緒に戦う方法。それは、結局のところ何か特とく殊しゆな方法でもなく、魔法の呪じゆ文もんでもない。

　授業を差し置いて作っていた物は［顧こ客きやくノート］と言われる、つまりはお客さんの情報を分かりやすく纏まとめる為のノートだった。

　名前、学年、誕生日、住んでる場所。顔の特徴、体型、髪型。趣味から、家族構成。その他、どんな事でもいい。瑠花が聞いた情報を何でも書きこんでいく。そうする事で、本来なら忘れてしまうような事を覚えておける。そして、その内容を元に、メールなどで営業をかけたり、次に来店してもらった時の話題になればいい。地味で小さな努力だが、何もしないよりはいいだろう。

　それに俺は、昔から授業内容をノートに纏めるのだけは得意だった。

　瑠花がメールを面倒くさがったり、文面を思いつかないなら、一緒に考えたっていい。なんてったってこっちは男だ。男の思考は十二分に理解している。

　あれだけの大口を叩たたいたのにそれだけか？　と言われてしまえば何とも言い難がたいが、指名が次々と入る方法があるなら、きっと誰だってやってる。なら、きっと地道な努力が指名への最短距離なのだ……と、信じたい。だって、ちょっと良いなと思った女の子に、自分の誕生日や趣味なんかを覚えてもらったら嬉うれしいじゃんか。

　でも実際に、瑠る花かと一緒に［顧こ客きやくノート］を作ってみると、俺が予想していなかった意外な発見があった。瑠花の記憶力は、俺の予想を遙はるかに上回っていたのだ。

　お客さんと話した内容。それを瑠花は事細かに覚えていた。それも、今日や昨日の事だけじゃない。一昨日おととい、先一昨日。ここ数日のお客さんの情報を、瑠花はしっかりと頭に刻み込んでいた。

　一日に何人もの客に瑠花は付いているのに、混合せずに記憶する事は、きっと思った以上に難しい作業だろう。

「……凄すごいな、瑠花」

　開店準備さえ始まっていない【Club　Butterfly】のフロア。その一番奥のテーブルにノートを広げた俺は、向かいの席に座る瑠花に素直な驚きを伝える。

「まだ数日しか経たってないんだから、覚えているのが普通でしょ？」

　しかし瑠花から返ってきたのは、さも当たり前と言いたげな言葉。しかも、自慢や傲ごう慢まんではなく、瑠花は本心からそれが〝普通〟だと思っているようだった。

　だけど、違うと俺は思う。何となくの内容ならまだしも、クラスや趣味。仕事に役職。好きなもの、嫌いなもの。話した内容のほとんどを覚えているという瑠花の記憶力。それは、間違いなく才能だ。

「いや、凄いよ。これ纏まとめて、今日の夜にメールしてみようぜ」

「でもあたし、連絡先とか聞いてない」

「今日からで良いよ。今日フリーで付いた人は全員にメールアドレスを聞こう。大丈夫、きっとまだ間に合う」

「……分かった」

「頼むな。他に覚えてる事あるか？」

　再度ペンを執とり、瑠花を見る。すると瑠花は「えっと……」と、また次々とお客の情報を俺に教えてくれた。俺のノートが次々と埋まっていくのが楽しい。そして同時に、瑠花の顔にどんどん自信と笑顔が戻っていく。それが何よりも嬉うれしかった。







　その日の夕飯は、いつもより奮発して作った山盛りのから揚あげに、シーチキンを乗せたサラダ。ふわふわ卵とワカメのスープと、ホワイトクリームを使ったグラタンだ。

　仕事から帰宅後、急いで作ったのでそこまで凝こった料理は出来なかったけど、それでもテーブルに並べられた料理を見て、彩あや香かと真ま琴ことは驚いた顔をしてくれた。

「今日は随ずい分ぶんと豪華じゃん」

「すごーいっ！　ナイト君っ！　マコちゃんとってもお腹なか空すいてきたよっ！」

　目を輝かせる真琴と、驚きの顔で並べられた料理を見る彩香。

　豪ごう華かな夕食のわけをすでに伝えてある瑠る花かは、仏ぶつ頂ちよう面づらで黙っている。だけど、昨日のようにむやみにイラついているのではなく、少しオモシロクないだけだろう。

「で、今日はどうしたんだ？」

　彩あや香かの言葉に頷うなずいて、笑いながら口を開く。

「少し遅くなっちゃったけど、これは初指名を獲得した真ま琴ことちゃんと彩香へ俺からのお祝い」

「やったぁ～、マコちゃん嬉うれしいよっ。でも、ということはさ……」

　誰もが見み惚ほれるエンジェルフェイスを歪ゆがませ、真琴はチラリと瑠花を見る。

　表面的に見れば、それは友達を心配する表情のよう。でも、実際はとても意地悪い。

「瑠花へは激げき励れい」

　すぐさまそう付け加えた俺に、真琴は「えー」と不満げな声を漏もらす。

「心が小さいから背も伸びないのよ」

　ボソッと言った瑠花の言葉に、真琴の笑みがより一層深くなる。

「性格もその胸くらい控えめだったらいいのにねぇ」

「……なっ」

「まぁまぁ、二人ともそのくらいにしとかないと、せっかくの料理が冷えるよ」

　早くも勃ぼつ発ぱつしそうになっていた内戦を、彩香が笑って窘たしなめる。

「まぁ、……そうね」

「ナイト君が作ってくれたんだもんっ。美お味いしいうちに食べたいもんねっ」

　対照的な態度で互いから視線を逸そらした瑠花と真琴に、俺は苦笑を漏らす。

　でも、以前より二人の喧けん嘩かに危機感は覚えない。それは単に俺が慣れたからなのか、それとも別の理由があるのか……。まぁそれは、どちらでもいいのかもしれない。

「あ、そうだ。食べ終わったら真琴と彩香に頼みたい事があるんだけど、いいかな？」

「……ん？　別に私はいいけど」

「マコちゃんも、ナイト君のお願いだったらいいよっ♪」

　そんな二人の答えに俺は笑って、

「じゃぁ、食べようか」

　と俺らは食事を開始したのだった。







「へぇ、このノートと同じものを、私と真琴にも作って欲しいってわけか」

　夕食後。ダイニングチェアーに座る真琴と彩香に、俺はお茶を出しながら［顧こ客きやくノート］の話をしてみた。見本と広げた瑠花のノートを捲めくりながら、彩香が小さく笑って問いかけてくる。

「あぁ、俺も手伝うからさ……というか、手伝わせて欲しいんだ」

　瑠花だけじゃなくて真琴の、そして彩香の担当として何かを一緒にやりたかった。

　辛つらい時も、悲しい時も、一緒になって悩みたい。その為にこうやって、一緒に何かをする時間が欲しい。このノートを通して、二人の事も沢たく山さん知りたかった。

「それにしても、いろんな事が書いてあるんだな」

「マコちゃん達に内緒で、こんなノート作ってたなんて、ズルいよっ」

　素直に「へぇ～」と感心した彩あや香かと、「ぶー」と頬ほおを膨ふくらませた真ま琴ことを見て、俺は笑う。

　ちなみに瑠る花かはこの会話が気まずいのか、ソファーで無料のタウン情報誌『ポップペッパー』を眺めていた。だけどきっと、瑠花の事だ。興味津しん々しんにこちらの会話を聞いているに違いない。

「それがさ、このノートを作ろうって思いついたのは、今日の授業中なんだ」

　そんな俺の言葉に、彩香はまたしても「ほぉ」と驚いた顔をして、真琴は「え」と動きを止める。

「じゃぁ、これを書いたのは全部今日って事か？　にしては、随ずい分ぶんと前のお客さんの事も書いてあるよな」

「瑠花、記憶力はかなり良いみたいなんだ」

「へぇ、意外な特技だな。私は記憶力無いから、羨うらやましいよ」

「だったら、余計このノート作ってみようよ。思い出せることだけ書けばいいんだし、書きながら思い出せる事もあるかもしれない」

　記憶力に自信が無いなら、きっとよりこのノートは活用できる気がする。だって［顧こ客きやくノート］は、コレを書かなくちゃいけないという決まりがあるわけでもないのだ。

「……確かに、そうかもね。それに、物は試しって言うしやってみようかな」

「ありがとう」

　お礼を言って、俺は用意していた大学ノートの一冊を彩香の前に差し出す。

　そして視線は自然と、彩香の隣に座る真琴に移る。相変わらず少し不機嫌な顔の真琴は、俺の視線に気付き、小さな口をちょっとだけ開く。

「もちろん、ナイト君と一緒にノート作るのは、嫌いやじゃないんだよぉ。でも、やっぱちょっと嫌だな」

　拗すねたような。でも甘えるような。人に慣れた猫が餌えさをねだるような顔をする真琴は、非常に可愛かわいい。でもさ……んと。良いの、嫌なの？

「つまり、アレだな。ノートを作る事は嫌じゃないんだけど、瑠花の為に奈ない斗とが考えたっていうのが気に入らないって事だな」

「もーちがうもぉん。マコちゃん、そんなワガママじゃないもんっ」

「じゃあ何？」

「ぶぅ。彩香ちゃんのいじわるぅ」

　言うと、真琴は彩香を抗議するように見上げる。

　でも確かに、真琴の不満も尤もつともだろう。俺は三人の担当なのに、瑠花の事ばかり気にしていた。元々クラスメイトで友達だったというのもあるし、一番の問題児だった事が原因だとしても、自分を軽視されてるみたいで面おも白しろい気分ではなかったかもしれない。

　だから俺は、心の中で「ごめん」と思いながら真ま琴ことに語りかける。

「なぁ、真琴ちゃん。これは強制じゃないし、ただのお願いなんだけど、一緒にやってくれないか？　このノートを考えたのは、確かに瑠る花かの為ではあるんだけど、今指名が一番取れてるのって真琴ちゃんだろ？　だから俺は、きっと瑠花と彩あや香かも、真琴ちゃんがどんな接客をしているのか知りたいと思うんだ。それに、少しで良いから、俺も役に立ちたいし」

　瑠花だけじゃない。彩香とも、真琴とも、俺は一緒に戦いたいんだ。その為にこうやって、一緒に何かをする時間が欲しい。

「……ナイト君」

「ん？」

　返事をした俺を、真琴はじーっと見つめてくる。まるで、何かを見定められているかのような居心地の悪さを覚えながらも、俺はちゃんとその顔を見続けた。今、真琴に認められる程の自信は無いけど、これから一緒にやっていきたいんだという姿勢だけは隠かくしたくなかった。

　真琴が俺を窺うかがっていた時間は、ほんの数秒だっただろう。次の瞬しゆん間かん、真琴はニコっと笑ってくれた。

「もぉ、しょうがないなぁ。そんな一生懸命な顔されちゃったら、一緒にやらないマコちゃんはイジワルな子になっちゃうよぉ」

　そう言ってくれた真琴の頭を、彩香がポンポンっと撫なでた。すると真琴は、くすぐったそうに、それでいて少し照れるように笑う。

「ありがとう、真琴ちゃん」

「えへへ、どういたしましてっ」

　その表情には、計算も噓うそも見えない。

「じゃぁ、さっそくやってみようか。瑠花も続きやろうぜ」

　ソファーに向けて声を飛ばすと、瑠花は一瞬「えー」みたいな顔をするが、少し考えた後に表情を変える。

「……そうね。まぁいいわ」

　そういえば、四人揃そろって一つの事をするなんて、今まで無かったな。こうやって自分の欠点を見直したり、アイディアを出し合ったりすれば、チームワークも増すかもしれない。

「だって、せっかく奈ない斗とがあたしの為に作ってくれたノートだものっ」

「むっ。ねぇねぇ、ナイト君っ！　マコちゃん分からないから早く教えてっ！」

　……えっと、チームワークが。

「あんたは後からの参加なんだから、後回しに決まってるでしょっ！」

「マコちゃん分からないんだもんっ。ナイト君、ちゃんと教えてくれるよね？」

　……あの、えっと。

「まぁいいんじゃん？　やる気になってるんだし」

　聞こえた声に顔を向けると、彩あや香かがテーブルに肘ひじをつきながら、苦笑と悪戯いたずらな笑みのちょうど中間くらいの顔をして俺を見ていた。
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　やる気になってくれてるって言えば、まぁそう言えなくも無いけど……。

　どんどんエスカレートしていく瑠る花かと真ま琴ことの言い争いは、すでにノートとは関係ない内容に突入している。

「あと、ほら。見方を変えれば『賑にぎやかなリビング』だ」

　自分の言葉に満足げな彩香は、にこやかな顔で二人を見ていて、止めてくれる様子は微み塵じんも無い。……なんかもう、それでいいか。

　こうして、我が家のリビングは賑やかな声に包まれたのだった……。

　やっぱり少しずつ、少しずつ……だよな。
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　キーンコーンカーンコーン♪

　週も終わりに近づいた金曜日。本日最終の授業が終了をお知らせするチャイムが鳴り響き、クラスメイトの間からホッと息を抜く声が漏もれた。

　どこの街に居ても、チャイムの音とこの安あん堵ど感は変わらないらしい。

「それでは、今日の授業はこれまで」

　授業の終わりに告げる先生の言葉と、教科書と出席簿を揃そろえる仕草も、やっぱりどこの街でも共通のものなのだろう。

「なぁ、黒くろ部べ」

　先生が教室から出ると、真っ先に話しかけてきたのは二じ郎ろうだった。

「さっきの授業、前半のノート見せてくれないか？」

「どうした二郎、居眠り？　珍めずらしいな」

　俺の席に広げられた二郎のノートを見ると、前半部分がすっぽりと抜けている。

「情なさけない。昨日ちょっと、先せん輩ぱいと夜遅くまでゲームで盛り上がっちゃって」

　……いい先輩だな。

　ちなみに我が家も、昨日はかなり盛り上がったぜ……喧嘩バトルがな。

「……はぁ」

「え、ごめん。なんか俺、まずかった？」

　思わず漏れた溜ため息いきに、二郎が驚いて不安そうな顔になる。

「あ、違くて、別の事考えてた。ノートくらいいつでも見せるよ」

「なんか黒部も大変そうだよな。俺が力になれる事があれば、なんでもするぜっ！」

「おう、サンキューな」

　友人の優しさが、なんだかちょっと痛かった。

「ちょっと、奈ない斗とっ！」

　その時、俺の悩みの種の一つ──というか、その大部分──がいきなり大声を上げる。

　……今度は何だよ。

「どうしようっ、これ見てっ！」

　と、俺に携けい帯たい端たん末まつを押しつけてくる。また面倒な事じゃねーだろーな、と恐怖を覚えながらも、俺は画面を見ると──それは、美み咲さ子こさんからのメールだった。






　　───さっき大おお倉くらさんからメール来たよ[image: ]

　　　　　今日来るって。テーブルに呼んであげるネ♪
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「……どうしよう」

　文面を読み終わった俺に、瑠る花かが良りよう太た達に聞こえないような小さな声で呟つぶやく。

「どうしようって、よかったじゃん。大おお倉くらさんに謝りたかったんだろ？」

　あの日から、大倉さんと瑠花は会っていない。美み咲さ子こさんとメールや電話のやり取りはあったようだけど、店に来店するのはあの事件から初めてだ。

「……そうだけど、いざとなると何言えば良いのか分からないじゃない」

　ヒソヒソと小さな声で、だけど顔いっぱいで不機嫌を表現するような表情をする。

「そんな事言ったって……素直に謝るしかないだろう？　今回も俺が一緒に謝るし……つーか、アレは俺の責任もあるんだし」

「……」

　それでも、瑠花は「うん」と口にしない。

　そりゃ、あれだけの事をしたのだ。気まずい気持ちも充分理解できるし、気まずくないとすれば、それはそれで問題だと思う。だけど美咲子さんの話っぷりを聞くと、大倉さんは真しん摯しに謝った瑠花を許さない程心の狭い人じゃないと思う。それに、出勤初日の瑠花より今の瑠花の方が格段に成長している。まだまだ出来ない事も多いけど、それでも仕事も随ずい分ぶん出来るようになったと、俺は思うのだ。

　今の姿を見てもらえば、大倉さんは瑠花の頑がん張ばりを理解してくれるだろう。

「大丈夫だって」

「でも」

　うじうじと口を尖とがらせる瑠花。

　元気付けてもダメ。俺が一緒に謝ると言ってもダメ。だったら瑠花は、何と言えばちゃんと大倉さんに謝ると言うのだろうか。ったく、どうすれば納なつ得とくすんだよ……。

　その時、ふと洋よう司じ先輩に聞いた言葉を思い出す。

　彩あや香かが初指名を取った日。強がりながらも沈んだ顔をした瑠花を、ほんの数分で立ち直らせた魔法の言葉は何だったのか、と聞いた俺に、先輩が返した言葉。それは──。

「……それとも、瑠花。お前、出来ないの？」

　ピクっ、と瑠花の肩が動いた。

　押してダメなら、引いてみろ。ニヤッと笑った洋司先輩は、そう俺に言ったのだ。

「もう謝るくらい出来るようになったと思ってたんだけど。なんだ、まだ最初のまんまか」

　瑠花の場合だと、優しく励はげましてもダメなら、ちょっと挑発してみろ。という事なのだろう。

　そしてどうやら、効果は抜ばつ群ぐんだったらしい。

「…………謝れる」

　教室の喧けん騒そうの中では、その声は埋もれてしまう程小さい上に、不安そうな表情が消えたわけじゃない。でも、確かに瑠花はそう言ったのだ。

「へー、マジかよ。また寸前になってうじうじすんじゃねーの？」

　続けざまに放たれた言葉に、今度こそ瑠る花かの顔が上がる。

　キッと俺を強く見た瞳は、もういつも通りの〝強い瑠花〟だ。

「出来るわよっ！　子供じゃないんだから。悪い事したら『ごめんなさい』くらい言えるっ！」

　その言葉に、俺は思わず小さく笑ってしまう。

　ちょっとだけ瑠花の扱あつかいが分かってきた気がするのだ。

「じゃぁ行こうぜ」

　口に出した決意が揺ゆらがないうちに、さっさと店に行ってしまおう。

　鞄かばんに急いで荷物を放り込み、良りよう太たと二じ郎ろうに「また明日～」と手を振る。後ろからは瑠花の「待ちなさいよっ！」という声。

　今日のところはきっと、俺らは上う手まくいっている。







「おはようございま～す」

　俺らが店の扉を開けると、すでに洋よう司じ先輩と美み咲さ子こさんは店に出勤していた。

「あ、瑠花ちゃん、奈ない斗と君おはよう」

　美咲子さんは俺らに優しい笑みを向けてくれて、洋司先輩も「はよ」と片手を上げて挨あい拶さつしてくれる。

「丁度良かった。今ね、大おお倉くらさんへのお詫わびの品を考えてたの」

「あの……」

　早くも出てきた大倉さんの話題に、瑠花の肩がぴくっと反応する。そんな瑠花を見て、美咲子さんが優しく笑った。

「大丈夫、失敗はチャンスの素もと。しっかり頑がん張ばろうね」

「そうだな。これをちゃんと乗り越えられれば、自信に絶対に繋つながる。それに、事故後の処理をきちんとすれば、そのお客さんと強固な関係を築く事が出来る」

　瑠花の不安を和やわらげながらも鼓こ舞ぶするような先輩達の言葉に、瑠花はこくりと頷うなずく。

「大丈夫だよな、瑠花。もう子供じゃないんだもんな」

　と続けた俺の言葉に、瑠花はまた「むっ」を顔を上げて。

「出来るっ！」

　そう、力強く頷いたのだった。

　俺達のやり取りに、洋司先輩はニヤっと笑って、美咲子さんはまるで微ほほ笑えましいものをみるかのように、優しく笑ってくれた。




　そんな開店前の一幕を終え、【Clubクラブ　Butterflyバタフライ】は本日も五時ちょうどに店を開けた。瑠花にとっては試練の一日であっても、店はいつも通りの営業を開始している。

　大おお倉くらさんが来店する予定になっているのは六時過ぎなので、一時間くらいは瑠る花かもいつも通りにフリーのお客さんに付く事になる。その間、瑠花は俺から見ても分かるくらい、そわそわしっぱなしだった。

　そして六時過ぎ。大倉さんがついに店のドアを開いた。

「美み咲さ子こさんご指名、二名様ご来店です」

　インカムに響ひびいた声にフロアの入り口を見ると、そこには髪をすっきりと切った大倉さんの姿があった。しかも、今日はお連れ様も一緒らしい。大倉さんに敬語を使っているので、きっと大倉さんよりは年下なのだろう。服装は腰パンに大きめのＴシャツにパーカーというラフなスタイル。脱色した短髪が特徴のちょっとキツめの顔立ちではあるが、大倉さんに接する態度は案外しっかりしている。強こわ面もてなだけで中身は良い人なのかもしれない。

　ふと気になって瑠花が居るテーブルを見ると、チラチラとこちらを窺うかがっているので、「ちょっと待ってろ」と片手で制す。

　大丈夫。きっと、今。俺達は上う手まくかみ合っている。

　洋よう司じ先輩は大倉さんとお連れ様、そして待機席にいた美咲子さんを一緒に一番奥のテーブルに案内する。二人が席に座ってもしばらく洋司先輩は少し卓に残って、床に膝ひざをつけた姿勢──ダウンサービスと言うらしい──のまま何かを話している。離れた場所に立っている俺には、その会話の内容は分からないが、それでもたぶん、先日の事を再度謝っているのだろうと言う事が分かった。

　そして、それに対して大倉さんは優しく笑ってくれていた。しばらくすると洋司先輩が立ち上がり、もう一度頭を下げて俺の所へ戻ってくる。そして、

「大丈夫、大倉さんはやっぱり怒ってない。瑠花を呼んで来て」

　と、俺に言う。

「はい」

　大丈夫と言われても、少しだけ緊張で胸が苦しくなった。だけど、瑠花がもう逃げないと言ったからには、俺がここで不安がるわけにはいかない。一つ息をついて、俺は瑠花が座るテーブルへと歩き出す。

　近づいてくる俺を見た瑠花は、一いつ瞬しゆん表情を硬くしたが、それでも今ついているお客さんを放り出す事をせず、また笑顔を見せた。

　本当は、大倉さんの事で頭がいっぱいだろうに、それでも今やらなければいけない事をちゃんと瑠花はしている。

「瑠花さん、お願いします」

　俺の声に瑠花は頷うなずく。

「ごめんなさい、呼ばれちゃった。良かったら、またお話しさせて下さい」

　にっこり笑う瑠花に、お客さんも「うん、またね」と笑顔で手を振る。

　そんな姿に俺は思うのだ。瑠る花かという蝶キヤストはまだ、一人前というには到底届かない。でも、いつの間にかちゃんと飛べるようになっていたのだ。覚おぼ束つかなくても、夜の空を自分の羽で飛んでいる。大おお倉くらさんとの問題を解決すれば、きっともっと瑠花は成長するのだろう。

　それが分かったから、また思うのだ。俺も、もっと頑がん張ばろう。







「本当に、大変な事をしちゃって。しかも、謝る事も出来なくて、沢たく山さん迷惑をかけてしまって……あと、逃げ出しちゃって……。とにかく、ごめんなさい」

　何度も何度も、謝る言葉を考えていた筈はずなのに、結局大倉さんの前で瑠花の口から出た言葉は、そんなたどたどしいものだった。

　でも、いっぱいいっぱいの言葉は、ありのままの謝罪の気持ちを、最大限に表していた。

「瑠花ちゃん」

「はい」

　大倉さんの優しい声に、下がっていた瑠花の顔が上がる。

「ちゃんと謝ってくれたんだから、それでいいよ。誰だって失敗はある」

　その言葉に淀よどみは無くて、瑠花が謝ってきたら許してあげようと決めてきたのだろう。もしかしたら、彼にとってそれが当たり前の事なのかもしれない。それ程、彼の器うつわは大きくて、それが男としてカッコいいと素直に思えた。

「それに、髪を切ったらなんだか好評なんだ。爽さわやかになったなんて言われちゃって、あはは」

　その上、自分から笑って場を和なごませてくれる。

　確かに髪を切った大倉さんは以前よりも爽やかで、しかも貫かん禄ろくが出ている気がする。顔が整っているだとかそういう事じゃなくて、男としてカッコいい。

「そうだ、瑠花ちゃんもこのまま居ればいいよ。紹介するね、僕の仕事相手の滝たき沢ざわ君。キャバクラに来るのは初めてらしいんだけど、慣れない同士上う手まくいくかもしれないよね」

　と、瑠花を場内指名してくれる。ちなみに指名には『本指名』と『場内指名』というものがある。入店時に「Ａちゃんを指名で」と告げて入店した場合は『本指名』。誰も指名せずにフリーで入店して、横に付いたキャストを気に入り、そのままいて欲しいと指名した場合や、たまたま目に付いたキャストに横に来て欲しい時は『場内指名』。そして、今回のノルマで一本と数えられる指名は『本指名』の方である。

「はじめまして……、えっと、瑠花です」

　見た目の厳いかつさに、少し瑠花が緊張気味に頭を下げる。

「……ども」

　滝沢さんも隣に座った瑠花に、慣れない感じで小さく頭を下げる。

　やっぱり、案外いい人なのかもしれない。キャバクラは初めてだというし、何より大倉さんのお連れ様だ。ここで瑠る花かが頑がん張ばれれば常連になってくれるかもしれない。

「そういえば、美み咲さ子こちゃんと初めて会ったのも、僕が初めて先輩にキャバクラに連れてきてもらった時だったよね。懐なつかしいねぇ」

「やだ、大おお倉くらさん」

　懐かしむような大倉さんの言葉に、美咲子さんは顔を真っ赤にして恥はずかしがった。その姿に、大倉さんは大笑いして、僕らも思わず笑みを零こぼした。

　その時、「失礼します」と洋よう司じ先輩が俺の横に立った。その手には、一本のシャンパンボトル。

「これは当店からのお詫わびです。もしよろしければお飲み下さい」

「あ、私が好きなモエ・エ・シャンドンだっ♪」

　嬉うれしそうに手を叩たたく美咲子さんに卓の空気はさらに良くなる。でも、そのシャンパンをお詫びの品にしようと決めたのが美咲子さんだって知っている俺は、微び妙みような気分。

　こんな時に彼女のプロ根性を思い知った……というのは、まぁ今は関係ない話なのだろう。







　薄桃色に弾はじけるシャンパンを片手に、瑠花と美咲子さん、大倉さんと滝たき沢ざわさんは、明るく談笑を続けている。

「上う手まくいきましたね」

　そう俺は、横に立つ洋司先輩に話しかける。

「……あ、あぁ。そうだな」

　違う卓を見ていた洋司先輩は、俺の声に慌あわてて視線を瑠花達の卓に戻し、そう頷うなずいてくれる。

　瑠花はやっぱり一人前とはいえないけど、大倉さんも美咲子さんも、そして滝沢さんも優しく接してくれていた。

　シャンパンの上手な注つぎ方を美咲子さんが教えたり、大倉さんの言葉でみんなが笑ったり（この時、美咲子さんだけが下を向いて顔を赤くしていたので、きっと昔の話を暴ばく露ろされたのだろう）、楽しげな時間はあっという間に流れ、早くも八時前。もうすぐ俺らが帰らなければいけない時間が迫り、大倉さんと滝沢さんも、その時間に合わせて帰る事になった。

「美咲子ちゃん、瑠花ちゃん今日も楽しかったよ。深ふか城しろ君も黒くろ部べ君もありがとう。シャンパン美お味いしかったよ」

　と扉の前までお見送りに来た俺達に、大倉さんは最後まで紳しん士し的。

「こちらこそ、ありがとう。滝沢さんも楽しんでもらえたかしら？」

「えぇ、思ったより楽しかったです」

　と、滝沢さんも照れながら笑ってくれた。

「よかった、是ぜ非ひまた遊びに来て下さいね」

「はい、また来ます」

　美み咲さ子こさんの横では、瑠る花かが安心したように表情を綻ほころばせた。

「それじゃ、また」

　と大おお倉くらさんが片手を上げて、滝たき沢ざわさんも小さく会え釈しやく。歩き出した二人を、美咲子さんは笑顔で手を振って、俺と瑠花と洋よう司じ先輩は頭を下げて見送る。しばらくしてから俺が頭を上げると、瑠花はまだ、深々と頭を下げていた。

　その光景を、美咲子さんは「まぁ」という顔をしながら嬉うれしげに、洋司先輩は苦笑で、そして俺は、なんだか泣きそうなくらい嬉しい気持ちで見る。

　たった二週間前。こうやって大倉さんを見送った時、瑠花はその場に居なかった。そして、俺の頭を占めていたのは、ぐちゃぐちゃとした気持ちだった。瑠花に対する不安と不満。いきなりの事態に混乱ばかりして何も出来なかった自分への苛いら立だち。

　だけど今、俺の頭を占めているのは大倉さんと滝沢さんへの感謝の気持ちと、瑠花の成長を喜ぶ気持ちだった。

　あと、ちょっとだけ、自分も仕事が出来るようになってきたという自信。

「瑠花ちゃん、大倉さん達もう見えなくなっちゃったわよ」

　という美咲子さんの声に、頭を上げた瑠花は照れ臭くさそうに笑っている。

「さぁ、戻ろう。長く外にいると風か邪ぜひくぞ。あと、瑠花は着替えて帰る準備して」

　洋司先輩がドアを開けて、中に促うながしてくれる。

「やったじゃん」

　ドアをくぐりながら言うと、瑠花は「うん」と頷うなずく。

「上う手まくは出来なかったけど、でも頑がん張ばれた」

　そして、嬉しそうに笑ったのだ。その笑顔は強がりでも、作ったものでもなくて、本心からあふれ出してくる笑顔なのだと分かる。

　これは、今日帰った後に［顧こ客きやくノート］を作るのが楽しみだ。着替えの為に更衣室へと小走りで向かう瑠花を見ながら、俺は一人笑う。

「黒くろ部べも着替えて」

　その声に「はい」と応え、カウンターの上に置いてある伝票をしまう洋司先輩の横を、俺は足取り軽く通り抜け男子更衣室に向かう。

　この調子なら、瑠花もすぐ指名が取れるかもしれない。

　大倉さんも、瑠花を可愛かわいがってくれているみたいだし、滝沢さんも楽しんでくれたらしい。

「なぁ、黒部」

　俺が男子更衣室へ続くカーテンに手をかけた時、ふいに洋司先輩が俺を呼び止める。

「え、何すか？」

　振り返って返事をするが、彼の視線は未いまだ伝票をしまうファイルに落とされたままだ。

「あんま、期待しすぎんなよ」

「……え？」

「滝たき沢ざわさんの事、あんま期待しすぎんなよ」

　そこで洋よう司じ先輩は、やっと俺を見た。

「あの……どういう意味ですか？」

「言葉通りの意味。滝沢さんが気に入ってくれたから、瑠る花かがすぐに指名を取れるとか、そんな風には考えるなって事だ」

　つい今さっき考えていた事を言い当てられ、俺はなんだかちょっと、居心地が悪い。

「はい……そうですよね。今日会ったばっかりなのに、すぐに指名に繋つながるだろうとか……考えが甘いですよね」

　あはは、と笑いながら気まずさを誤ご魔ま化かしていると、俺らの会話を聞いていた美み咲さ子こさんがカウンターの向こう側から身を乗り出してくる。

「もー、なんですぐヨージはそういう事を言うかなー」

　不満げな顔をした美咲子さんをチラリと見て、洋司先輩は苦い顔をする。

「滝沢さん、凄すごくいい人だったわよ。それに瑠花ちゃんも頑がん張ばってたし、ちゃんとお仕事出来てたもの」

「お前なぁ……。それと同じセリフ言って、何度痛い目見てんだよ」

「すぐ否定的に捉とらえるとこ、ヨージの良くない所だと思うけどなぁ」

「美咲子は信じすぎんだよ……」

　洋司先輩が聞こえよがしに大きく溜ため息いきをついて、少しずれたメガネを押し上げた時、インカムから声が飛んでくる。

　フロアに居る先輩が、美咲子さんを早く戻すようにと催さい促そくしてきたのだ。

「っと、美咲子。出番だ」

　当然ながら俺と同じ言葉を受け取っている洋司先輩が、会話の終わりを告げるように、パチンとファイルを閉じて美咲子さんをフロアへ促うながした。

「……もぅ、タイミング悪いんだから。じゃ、奈ない斗と君お疲れ様」

　口を尖とがらせつつも、美咲子さんはカウンターから離れ、続いて俺に笑顔を向けて笑う。

「あ、お先に失礼します」

「えぇ、また明日ね」

　そして残された俺と洋司先輩の間には、何とも言えない微び妙みような空気が残された。

「……ま、とにかく客を信用しすぎんなって事だ」

　話の腰が完全に折られた形になってしまい、もうこれ以上何も言う気が起きないのか、ファイルを棚たなに戻しカウンターを出る。

「そんじゃ、お疲れ」

「はい、お疲れ様です」

　やる気なく、ひらひらと手を振った洋よう司じ先輩の背中は、すぐに角を曲がり見えなくなった。

「……客を信用しすぎるな……か。ま、確かにそうかもな」

　一度や二度会ったくらいで、その人を信用するという方が、考えてみればおかしい事なのかもしれない。

　滝たき沢ざわさんだって、今日楽しんでくれたからと言って、次来てくれるとも限らない。

　瑠る花かの初指名への道のりは、まだまだ遠いかもしれない。でも、最初の頃に比べれば凄すごい進歩だ。とにかく今日は上う手まくいったと喜んでいいだろう。
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【自じ立りつ都と市し】の各学校には、学食というものが無い。しかしそのかわりか、それぞれの駅に一つずつ巨大なフードコードが設もうけられており、学生の人気を得ていると入学前からパンフレットを見て知っていた。

　どこの街でも基本メニューは共通だが、それぞれのオリジナルメニューというのも用意しており、違う街のフードコートへ行くのも面おも白しろい、と先輩達からも聞いている。もちろん学食代わりという事もあり、価格は安め。家計事情の厳しい一年でも、このくらいの外食は許される程度である。

　正直、俺はこのフードコートの食べ歩きを入学前からかなり楽しみにしていた。ちなみに、新しん宿じゆくのオリジナルメニューは［ネギダク生姜しようが焼き］［ロコモコあんかけ］［温玉マーボうどん］の三つ。しかもどれも価格は４００円。定食屋の息子としても、常に腹を空すかせている十五歳男子としても、是ぜ非ひ一度食べたいメニューである。

　だが、俺は入学してから一度も学食に足を運ぶ事が出来なかった。というのも、初めの一週間──職業選定試験中はまだ正式な都市の一員ではなく、決められた場所以外は行くことが許されなかった。そして、本格的な授業が始まってからは、それどころではなかったのだ。

　高学年になればなる程、職業に費やす時間が増える【自立都市】の特性上、一年生はかなり授業を詰め込まれている。特に一年生の前期の授業はかなり多く、月曜～金曜は七時間みっちり授業が入っている。

　しかもフードコートは［新宿第三高校］からは少し遠く、普通の学校より短い四十分という昼休みでは往復するだけでかなり時間が割さかれてしまう。

　もちろん放課後には仕事があるわけで、授業が終わった後に行くにはかなり急がなければいけないし、瑠花を付き合わせるのも気が引けた。唯ゆい一いつ休みである日曜日はフードコートが休み。つまり、午前中で終わる土曜日──本日が唯一、俺がゆっくりと学食を楽しめる日という事になるのだ。

　ちなみに、前回の土曜日は、ごたごたしていて外食どころではなかった……。

　ということで、俺は朝食の席でみんなをフードコートへと誘ってみたのだ。

「なぁ、今日のお昼はみんなでフードコートに行かないか？」

　唐とう突とつな俺の提案に、味み噌そ汁しるをすすっていた瑠る花かが反応。

「ふーほほーほ？」

「あぁ、そう。フードコート」

　どうでもいいが、とりあえず返事は口の中のものを飲み込んでからにして欲しい。

「…………。そんなのあったのね。知らなかったわ」

　婚約者から逃げる為、急きゆう遽きよ【自立都市】への入学を決めた瑠花は、事前の下調べなどはあまりしていなかったのだろう。

「あぁ、しかも結構メニューが旨うまそうで安いんだ」

「へぇ、そうなの。確かに、一度くらい行ってみたいわね」

「だろ？　どうせ店に行く時間まで余裕があるから、どっかで時間潰つぶさなきゃいけないし」

「そうね、いいわよ」

　と、瑠花が卵焼きをつつきながら返事を返す。

「せっかくだけど、私はパス。大きな食堂って苦手なんだ」

「そっか、無理にじゃないから気にしないで」

　確かに彩あや香かが大きな食堂でごはんを食べている様子というのは、なかなか想像し難にくい。

「真ま琴ことちゃんは？」

「う～ん、残念だけど、マコちゃんもパスだなぁ。今日ね、川かわ俣またさんにランチご馳ち走そうになる約束しちゃって。フレンチのお店、予約とってもらっちゃってるから……。あ、でもその後ちゃんと同伴出勤にするから安心してね♥」

　……なんか、もう、さすがとしか言えない。

　入店から一カ月も経たってないのに、すでにランチをご馳走してくれて、しかもそのまま店に来てくれるお客を捕まえている真琴は、きっとこの仕事が天職なのだろう。

　彼女をフードコートなんかに誘った俺が、なんだか少し恥はずかしい。

「……そっか、気を付けてね」

「うん、ありがと、ナイト君」

　妙みような敗北感を味わいながら、俺は「うん」と頷うなずき味噌汁を飲み干す。

　結局、瑠花と二人になってしまったから、二じ郎ろうと良りよう太たも誘ってみようか。二郎は食べるの好きだし、良太は瑠花が一緒ならどこへ行くにも天国に居る心地だろう。

　ここらで級友と親しん睦ぼくを深めておくのも良いかもしれない。そう考えると、やっぱり今日の放課後はとても楽しみになってきた。







　んで、その日の放課後。フードコートに行く事になったのは、結局俺と瑠る花かの二人だけだった。二じ郎ろうと良りよう太たはすでに店が開いているので、すぐに出勤しなくてはいけないらしい（二郎は単純に食べに行けない事を悔やんでおり、良太は瑠花との外食を逃したのを悔しがっていたが）。

　まぁ、瑠花とだからって不都合があるわけでもないし、二人で行動する事はすでに慣れている。昼食を食べて余った時間は、［顧こ客きやくノート］の作成にでも当てればいい。

　今のところ瑠花の指名はまだ０だし、真ま琴ことがあのペースで指名と取っていけば、今月中に十本以上の指名を取るだろう。彩あや香かも指名数はまだ一のままだけど、もしかしたら月末までにあと一本か二本は取れるかもと言っていた。

　このままでは本当に、瑠花が指名を取れないせいでノルマが達成できなかったという事態になりかねない。

　でも、瑠花もいいところまで来ていると思うのだ。

　フードコートへ向かう道を歩きながら、俺は瑠花にメールのやり取りの感じなんかを聞いて、今後の対策を一緒に考える。

　今、瑠花が一番頻ひん繁ぱんにメールしているお客さんは、フリーの五年生だという。メールのやり取りは良好。だが、住んでるのは上うえ野ので、この間来店した時はたまたま仕事で新しん宿じゆくにきていたのだという。また新宿にくる機会があれば来店してくれそうなのだが、そうそうこちらまでは来てくれそうにない。

　昨日メルアドを交換した滝たき沢ざわさんには、寝る前にメールを打ってみたらしいのだが、まだ返信はナシ。ただ、昼以降にメールをくれるお客さんが多いと美み咲さ子こさんが言っていたので、そこまで心配する事はないだろう。

　その他にも、何人かとメールをしているが、今すぐ指名に繋つながりそうな人は今のところ居ない。つまり、早く新規を見つけるか、フリーの五年生か、滝沢さんから指名を取るしかないという事だろう。

「ま、まだ一週間ちょいあるしな。そこまで気にしなくていいんじゃね？」

「分かってるわよ、大丈夫」

　と答える瑠花は、上機嫌。昨日の接客が上う手まくいってから、彼女の中で消えかけていた自信が再び火をともし始めたのだ。しかも、以前のように見た目や家柄から来る自信じゃない。今の瑠花は、ちゃんと自分のやってきた事に自信を持ってくれている。

　眠くても毎日書いた［顧客ノート］。美咲子さんから借りたノートは、今でも読み返しているし、暇ひまさえあれば俺も練習に付き合っている。その成果か、タバコの火だって上手に点つけられるようになってきたし、水割りもスムーズに作れるようになってきた。お客さんとの会話に困ったって、もう逃げ出さない。

　根が負けず嫌いな瑠花は、きっと近い将来きちんと仕事をこなせる一人前になれるだろう。

　そんな事を考えていると、俺らはフードコートに到着して、入り口を開けると従業員の「いらっしゃいませ～」という威い勢せいの良い声が聞こえてくる。

　三つある高校と、二つある大学の学食替わりになるだけあり、中はかなり広い。ざっと見たところで席数も３００席以上ありそうだ。一面がガラス張りの店内は白を基調とされており、思っていたよりもずっと清せい潔けつ。所々に観葉植物が置いてあるところなんかも少し洒落しやれている。

「……広いわね。でも貧相」

「ま、まぁな。ようはフードコートだからな」

　お金持ちの瑠る花かからすれば、こんな場所は貧相なのかもしれない。だが、俺からすれば──そして、たぶん大多数の生徒にとって、このフードコートは充分合格点だと思う。

「とりあえず席取ろうぜ」

　土曜日の昼だからなのか、それともこれが普通なのか、入り口近くの席は結構混んでいる。店に行くまで時間はあるし、昼食後には［顧こ客きやくノート］を作る為に空いてる場所に座りたかった俺は、席を探して歩き始める。

　見渡した感じだと、奥の方はそこそこ空いているようだ。

「……ねぇ、奈ない斗と」

　ちょうど店の中間くらいに来た時、瑠花の声が俺を呼び止める。

「何だよ」

「見て、あの窓まど際ぎわに座ってる人」

　瑠花の指差している方を追った俺の目に飛び込んできたのは、窓際の席で書類を広げている男子学生の姿。

「……あ」

　その人の姿に、俺は見覚えがあった。

「滝たき沢ざわさんだ」

　視線を下げているので表情までは分からないが、間違いなくその人は、昨日店を笑顔で後にした滝沢さんだった。

「あたし、挨あい拶さつしてこようかな」

　そんな瑠花の言葉に、俺は一いつ瞬しゆん驚く。

　店に入ったばかりの頃、いろいろ教えてくれた美み咲さ子こさんに「ありがとうございます」さえまともに言えなかった瑠花が、自分から挨拶をしようとしている。

　このタイミングなら、気付かなかったフリでそのままスルーだって出来る。でも、瑠花はちゃんと言葉で感謝の気持ちを伝えようとしている。

　きっとそれは、理屈じゃない。「ありがとう」と、瑠花が心から滝沢さんに伝えたい。そう思っているという証拠なのだろう。

「俺も一緒に行くよ」

　そう応え、俺らは机の間を縫ぬうように、滝沢さんへと近づいて行った。

「あの、滝たき沢ざわさん」

　瑠る花かの発したその声に、書類を睨にらみ付けるかのように下げていた視線が上を向き、彼の視線が俺らを捉とらえる。

　そして、

「……」

　無言のまま、目を細めた。その表情に俺は、違和感を覚える。何かが違う。昨日、俺が見た滝沢さんと、今目の前にいる滝沢さんは、何かが違う。その違和感が何かと言われれば困ってしまうけど、俺らを蔑さげすむような気配が彼から放たれている気がする。

「あれ……覚えてないですか？　あたしですよ。昨日お話しさせてもらった【Club　Butterfly】の瑠花です」

　しかし、瑠花は俺が感じた違和感に気付いていない。警けい戒かい心しんさえ無く、照れるように笑みを浮かべ続けている。だが、そんな瑠花に対して滝沢さんが放ったのは、

「で？」

　というたった一文字だけ。

　俺らを見上げながらも、その瞳は確実に俺らを見み下くだしていた。その瞬しゆん間かん、俺の違和感は確証に変わる。心の中で警けい笛てきが鳴り響ひびく。

「……え、あの……挨あい拶さつを」

　言いながらも、瑠花の表情から光が抜け落ちる。

「俺、そういうのいらないから。俺が金払ったわけじゃないし、そもそも座って酒飲んでるだけで金が貰もらえる奴やつと話したくない」

「……っ！」

　瑠花の喉のどが小さく鳴った。

　俺も、思わず言葉を無くす。

　全くもって意味が分からなかった。昨日、笑って店を後にした滝沢さんと、目の前に居る滝沢さんは別人なんじゃないかと疑いたくなる。

　昨日の笑顔は偽いつわりだったのか。それとも、何か理由があるのか……。

　そんな事をゆっくり考える余裕さえ無い。

「そもそも俺、お前の事嫌いなんだ」

　再び視線を書類に戻し、俺らを見てもいない滝沢さんの言葉は、明確な苛いら立だちと共に俺らに向いていた。

　何も、分からなかった。

　真っ白になる頭の中で、ただ一つ。俺の思考を支えたのは、隣に居る瑠花の存在だけだった。

　瑠花を……この場に居させたくない。

　そう思った瞬間、俺の体は自由を取り戻す。

「行こう、瑠る花か」

　言葉を失くしたまま立ち尽くす瑠花の手首を掴つかみ、滝たき沢ざわさんに背を向け歩き出す。

「……っ」

　無理やり手を引かれた瑠花から、小さな声が漏もれたが、それは言葉にはならなかった。

　生徒の賑にぎやかな声で満たされた学食を、俺は瑠花の腕を掴んだまま歩き続ける。早く、少しでも早くこの場から離れなくてはいけない。命の危機を感じたわけでも、手をあげられそうになったわけでもない。でも、ここに居てはいけないと俺の本能が告げている。

　間違いなく今、瑠花は傷ついたのだ。

　だから、この場から。彼が見える場所から、彼から見える場所から……早く瑠花を連れて離れたかった。

　心を圧迫するこの感情は、いったい何なのだろうか。

　怒りだけでも、悲しみだけでもない。混乱と、後こう悔かいと、名前さえ知らない無数の感情が駆け巡ってどうしようもない。

　瑠花は、手を引かれるがままについてくる。

　ただ茫ぼう然ぜんと、足だけを動かして俺についてくる。

　まだ瑠花は、何が起きたのかさえ分かっていないのかもしれない。いや、きっと分かってはいるんだ。でも、理解が出来ない。

　フードコートから抜け出した頃、「……奈ない斗と」と瑠花が俺を呼んだ。

　その声は本当に力が無い。

「いいから。今は、考えるな」

　何がいいのかなんて分からなかった。

　でも、そんな言葉しか浮かばなかった。

　逃げるような心地で歩きながら、ポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出す。

　呼び出した名前は──深ふか城しろ洋よう司じ。

　コール音が三回鳴ったところで、すぐに回線は繋つながる。

『おー黒くろ部べか。どうした？』

　端末の向こうから聞こえてくる声は、気の抜けたいつもの洋司先輩のもの。

「今、……滝沢さんと会いました」

　俺が返した言葉は、そんな短い言葉だけだった。荒れ狂う感情の中では、そんな言葉を探すだけで精一杯だった。

　でも、洋司先輩はそれだけで異常事態を察してくれたのだろう。

『……何か、あったのか？』

「……はい」

　電話の向こうで、小さく息を吸う音がした。

『今一緒に居るのは、誰？』

「瑠る花かです」

　洋よう司じ先輩の声は、短く鋭い。

『場所は？』

「学校の近くです」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。その間にも、俺の不安と怒りが溢あふれ出しそうになる。助けを求める言葉や、怒りをぶつけた言葉を叫びそうになる。だけど、手を引いてる瑠花にそんな姿を見せてはいけないと、俺の理性が必死に感情を抑えつける。

『分かった、とにかくそっちに行く。三サン高コウの目の前にファミレスが……は、人目がありすぎるか。なら……、校門を出て右に行くとすぐにカラオケＢＯＸがある。知り合いが居るから話はつけておく。お前らはとにかくそこに居ろ』

「はい」

　俺が返事を返すと、すぐに電話は切れた。

　なのにしばらく、携けい帯たいを耳から離さず、ツーツーツーという音を聞き続けた。その音の向こうから、また洋司先輩の声が聞こえる気がして。今すぐここに駆けつけて、肩を竦すくめて笑いながら俺らを助けてくれる気がして……。

　だけど、切れた電話からは電子音しか聞こえない。

　やっと携帯を耳から離すと、「奈ない斗と」と瑠花が俺を呼ぶ。

「滝たき沢ざわさん……どうしたの？」

　俺は……振り返る事が出来なかった。もう随ずい分ぶんとフードコートからは離れたのに、逃げるように瑠花の手を引いて歩き続ける。

「ねぇ、あたし。また失敗したの？」

　やっと俺らの通う第三高校の前に差し掛かった時、そんな声が聞こえてくる。

「今は、いいから」

　焦あせるような。苛いら立だたしいような。そんな感情が溢れ出しそうになるのを、俺は必死に抑えながら瑠花の手を引き歩き続ける。

「昨日はね、すごく優しかったの」

「……」

「すごく楽しそうに、話してくれたの」

　それは、笑うような……でも、今すぐ泣き出す寸前みたいな声。

「瑠花」

「……あたし、出来るようになったと思ったのに」

「すぐ洋司先輩が来てくれる。それまで、何も考えるな」

　やっと洋司先輩に指定されたカラオケＢＯＸにたどり着き、歩みを止め、瑠花を見た。

　と同時に、涙を溜ためた瞳から、ぼろりと雫しずくが落ちる。

「嬉うれしかった……のに」

　一度流れてしまった涙は、次から次へと零こぼれ落ち、もう堪こらえる事は出来ない。
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　立ったまま、ぼろぼろと涙を流す瑠る花かと、彼女の手を取ったまま何も出来ない俺を、通りがかった生徒達が不審な顔で見てくるが、今はそんな事を気にしている余裕など無かった。

　それよりも、腹が立った。

　昨日は楽しそうな顔をしていたのに、急に手のひらを返した奴やつの態度。言葉。見み下くだしているような視線。

　でも、何よりも。今、瑠花に何も言えない自分に腹が立った。

　どうしようもなくガキな自分がムカついて、悔しくて……嫌いになりそうだった。







　雑居ビルの二階にあるカラオケ店。入るなり事情も訊きかれず通された一室に洋よう司じ先輩が来たのは、俺達が来て五分も経たっていない頃だった。シャツに綿パンというつまらない恰かつ好こうにブルゾンを羽は織おっただけの洋司先輩は、息を少し切らせていて、いつも飄ひよう々ひようとしている筈はずの彼が見せた慌あわてた姿が妙に可お笑かしかった。

　……あぁ、良かった。

　そして何より、その顔を見ただけで泣きそうになった自分が可お笑かしかった。

　真っ赤な目で押し黙る瑠る花かを横に、俺が粗あら方かたの出来事を説明すると、彼はただ「……そうか」とだけ言って頷うなずいた。

　また少しの沈ちん黙もく。それから、

「まず、ありがとう」

　と、先輩は俺らに言った。

　その意味がよく分からず、ただ視線を向ける。

「問題を起こさずに、堪こらえてくれて。まず、俺に連絡してくれて。俺達の仕事を馬ば鹿かにされて、怒ってくれてありがとう」

　洋よう司じ先輩はそう言うと、小さく俺らに笑いかけてくれる。

　その場で問題を起こさなかったのは──つまり、滝たき沢ざわさんに何かを言い返さなかったのは、混乱してどうしていいのか分からず逃げ出したからだ。

　誰よりも先に洋司先輩に連絡を取ったのは、他に誰を頼ればいいのか分からなかったからだ。

　そして、俺らの仕事を馬鹿にされて怒ったのは……なんでかよく分からない。

　だから俺らは、何一つお礼を言われるような事はしていないのだ。だけど、それでも洋司先輩は俺らに笑ってくれた。

「でも、気にすんな」

「……え」

　その笑みのまま言われた言葉。それがまた俺には理解が出来なかった。

「もう、今日の事は考えなくていい。ただ、滝沢さんみたいな人も居るんだって事だけ覚えておけ。あの人はきっともう店には来ない。もし来ても、絶対に瑠花を滝沢さんの横に付けない。だから、覚えておくだけでいい」

　気にしなくていい。

　考えなくていい。

　覚えておくだけていい。

　それだけ言うと、洋司先輩はメガネを外し、テーブルの上に置く。そのままポケットから煙草たばこを取り出すと火を点つけ、大きく煙を吸い込んだ。

「……気にするなって、言われても」

　俺の言葉に、洋司先輩は薄く笑う。

「この仕事をやってれば、いろんな人が来る。キャバクラが嫌いな人だっている。ただ文句を言いたいだけの人も居る。瑠花が何かをしたわけじゃなくても、気に食わないと感じる奴やつも居る。だから、気にすんな」

　こんな事は、よくある事だ。そんな言葉を彼は紡つむぐ。

　助けを求めた先輩の言葉は、解決策でも、俺らの感情を治める言葉でもなく、諦あきらめろとでも言うような、ただそれだけの言葉だった。

　よくある事だ。

　お前らに非は無い。

　その言葉は、俺らにとって救いの言葉なのかもしれない。

　だけど……そんなの。

「悔しく、ないんですか？」

　俺は、悔しいのだ。

　この仕事をやりたいと思ったわけじゃなかった。

　出来れば、違う仕事に就つきたいと、今でも思わないわけじゃない。

　でも……それでもやっぱり、悔しいのだ。

「洋よう司じ先輩はもっと、この仕事に誇りを持っていると思っていました」

　それとも、この人だって今でも、出来ればキャバクラでボーイなど、やりたくないと思っているのだろうか。

「誇りは、持ってるつもりだ。でも、仕方ないもんは仕方ない。俺達は今日もお客様を迎えるし、笑顔で何事も無かったかのように接客しなくちゃいけない。だから、一人のお客に。しかも、もう来ないだろうお客に、拘こだわってばかりいられない」

　達観したように言葉を紡つむぐ洋司先輩の言葉が、分からないでもない。

　俺らが滝たき沢ざわさんに何と言われようが、どれ程傷つこうが。瑠る花かが泣こうが、俺が無力感に苛さいなまれようが……今日も店はいつも通り開き、お客様を迎えなくてはいけない。

　だから、拘ってなどいられない。

　きっと、その通りなんだろう。……でも、俺はそんな風に簡単に割り切る事など、まだ到底出来そうに無かった。







　当たり前だが、あんな事があった今日も、洋司先輩が言ったように店は通常通り営業を開始して、店内には明るい笑い声が響ひびいていた。

　何事も無かったかのように、笑顔を浮かべる洋司先輩。

　話を聞いて瑠花に「大丈夫、気にしないで」とだけ声をかけた美み咲さ子こさんも、卓につけばまるで何も無かったかのように楽しげに笑った。

　事情を説明したわけじゃないけど、真ま琴ことも彩あや香かも瑠花の沈んだ態度と冷やしても少し赤みが残ってしまった目を見れば、何かが起こったのだと気付いただろう。でも、それぞれが卓につけば、やはり楽しげに話をした。

　感情を引きずっているのは……。

　取り残されているのは……俺と瑠花だけだった。

　きらびやかな店内で、俺達だけが溶け込めていない感じがして……酷ひどく苛いら立だたしい。

「黒くろ部べ、表情硬い」

　と洋よう司じ先輩に声をかけられ「はい」と答えても、やっぱり笑えない。何もなかったみたいに楽しげな笑顔なんて、浮かべられる筈はずもない。そんな俺を見て、洋司先輩が視界の隅すみで肩を竦すくめるのが分かった。でも、結局何も言う事なく、先輩は俺から離れていく。

　しばらくすると、キッチン担当の先輩から買い出しを命じられ、俺はフロアを後にする事になった。たまに命じられる買い出しさえ、俺には「今日のお前はいらない」と言われているようで、また腹立たしかった。

　ふと待機席を見れば、瑠る花かも暇ひまを持て余し、一人で俯うつむいていた。

　優先的にフリー客に付けられる筈の新人の瑠花が、まだ待機席でお茶を引いているのは、やっぱり今日の出来事を引きずっているからなのだろう。

　感情を引きずり、笑顔さえ浮かべられないキャストはいらない。スタッフはいらない。

　当たり前だ。そう思いながらも、胸に詰まる感情は消えてくれなかった。







　その日の夜。夕食を食べ終わると瑠花はすぐに自分の部屋へと戻ってしまった。

　気持ちの切り替えが出来ない俺も、取り留めのない雑談や、日課になりつつある［顧こ客きやくノート］を作る気にはなれず、「学校の課題があるから」と扉一枚を隔へだてた自分の部屋へと引き籠こもる。

　しばらくは隣の部屋から彩あや香かと真ま琴ことの小さな話し声が聞こえてきたが、いつもよりかなり早くその声は消え、我が家のリビングから光は消えた。

　二人には、悪い事をした。気を遣わせてしまったのだろう。そう分かっていても、だからってやっぱり、何事も無かったかのように接していられる程、俺は大人じゃない。

　そっと扉を開け、真っ暗なリビングを見渡すが、そこに何かの答えがある筈もない。

　はぁ、と一つ溜ため息いきを吐はき出すと、俺は自室に戻り電気を消す。こんな日は早く寝てしまうに限ると布団に潜もぐるが、いつまで経たっても眠気は訪れなかった。

　今日の出来事が次々と浮かび上がり、答えの無いまま頭を支配していく。

　フードコートで、あいつを殴ってやれば良かった。それが正解じゃないって分かってる。でもそうすれば、この気持ちは治まっただろうか。瑠る花かが泣く事は無かっただろうか。そうしていたら、瑠花は「馬ば鹿かじゃない？」と笑ってくれただろうか……。

　そんな事を取り留めもなく考えていた時、ふいに枕まくら元もとに置いてあった携けい帯たい端たん末まつが光る。

　こんな夜遅くに誰だろう。

　端末に手を伸ばし、着信アイコンをクリックしてメールを開くと、

『まだ起きてる？』

　たったそれだけの、短いメールが表示された。

　送信者は──宮みやケが瀬せ瑠る花か。

　時計を見れば午前一時。

『まだ起きてるよ』

　俺が返したメールも、たったそれだけの短いメール。

『下、行っていい？』

　次のメールは、すぐに返ってきた。

『待ってる』

　数メートルしか離れていない家の中で交わされるメールにそう返信を打って、俺は布団から抜け出した。

　暗いリビングに電気を点つけて、そのままキッチンへ向かうと、階段を静かに降りてくる音が聞こえてくる。冷蔵庫を開け牛乳を取り出したところで、パジャマ姿のまま、うさこぱんだのぬいぐるみを抱えた瑠花がリビングの戸を開けた。

「瑠花も飲む？　温めるけど」

　と手に持った牛乳を掲かかげて、なるべくいつも通りに聞いてみる。

「お砂さ糖とう、沢たく山さん」

　と答える瑠花は、いつも通りの横暴さ。だが、今日ばかりはその横暴ささえ嬉うれしく感じて、少しだけ気持ちが楽になる。

　二つのマグに牛乳を入れて、片方に山盛りの砂糖を落とす。そのまま電子レンジへ突っ込むと、すぐにファンの回る音がキッチンに響きだす。

「ねぇ、奈ない斗と」

「……ん？」

「あたし、やっぱりこの仕事、向いていないんだろうな」

　カウンターを挟はさんだリビングから、そんな声が聞こえた。

「……気にすんなって、そう洋よう司じ先輩から言われただろ？」

　自分だって、こんなに気にしているくせに。気にしないなんて無理だって、これ程思っているくせに、俺の口から出たのはそんな言葉だった。

「でも、あたしはムカつくし、悲しいし……あの人の言葉が忘れられない。気にしないなんて出来ない。だからきっと。……この仕事、向いていない」

　瑠花の言葉が途切れるのと同時に、レンジの電子音が響く。温められた牛乳を取り出しながら、俺は考える。そんな事ない。瑠花はこの仕事向いているよ。そんな事、言うなよ。そう励はげます言葉を探す。

　だけど、二つのマグを持って瑠花の前に座った俺の口から出たのは、「だったら、俺だって向いてない」という苦笑交じりの言葉だった。

　瑠花だけじゃない。俺だって、気にしないなんて出来ないんだ。こんな時間まで、今日の出来事を消化できず、忘れる事も納なつ得とくする事も出来ずに起きていたのだから。

　俺の言葉を聞いて、瑠る花かは少しだけ顔を上げる。だけど、すぐに目の前に置かれたマグを手に取って、冷やすように息を吹きかけた。

「あたし、嬉うれしかったんだ」

　長い息を吐はき出した後、瑠花はそう小さく呟つぶやいた。

「……」

「初めて、笑顔でお客さんを見送れた。また来るって言ってもらえた。この仕事、ちょっといいかなって思えた。だから……余計、悔しい」

　温ぬくもりを求めるようにマグを抱えながら語る瑠花に、なんと言葉を返せば良かったのだろうか。結局その答えは分からず、俺はただ「そうか」と頷うなずく。

「なんで、あんな事言われたんだろう」

　そんな事、俺だって分からない。洋よう司じ先輩はいろんな人が居るし、いろんな理由があると言った。だから、気にしていたらキリがないとも言っていた。

　でも……気になるのだ。忘れる事なんて……出来ないんだ。

「せめて、ちゃんと理由を教えて欲しかった。大おお倉くらさんに嫌われたんなら、分かるの。あたしが悪い事をしたって分かる。嫌われたって仕方ない。でも、なんで滝たき沢ざわさんに嫌われたのかなんて……分かんない。確かにあたしは出来ない事も多いけど、ムカついたんならその場で言ってくれれば良かったのに。あの場で言えないとしても、楽しそうに話さなくてもいいじゃない。そんな事、考えてたら……だんだんムカついてきた」

　沈んだ表情だった瑠花が、いつの間にか口を尖とがらせている。その姿に、俺はちょっと笑ってしまった。だけど、それは瑠花を馬ば鹿かにしたんじゃなくて……嬉しかったんだ。

「俺も、ムカついてた」

「でしょっ！　初めてキャバクラに来たくせに、偉えらそうな事言っちゃってさ」

　その言葉に、俺も「うんうん」と頷く。まぁ俺達だって、まだキャバクラが何かなんて分からないのだけど、それでもムカつくものはムカつくのだ。

「じゃぁ、お前の仕事はそんなに偉いのかって感じだよな」

「そうよっ！　あぁ、こんな事なら何の仕事をしているのか聞いておけば良かった。大倉さんの仕事関係って事は、きっと建築関係なんだろうけど……」

　悔しそうに表情を歪ゆがめる瑠花に、俺はまた言葉を重ねる。

　これが、ただの憂うさ晴らしだという事も分かっている。

　文句や悪口を言っても、何一つ良い事は起こらないと分かっている。

　でも、こうやって言い合って、体の中にある毒を流し去ってしまいたかった。

「俺らの事、あんな風に言うって事は、驚く程スゲー仕事なんだろ？」

「このあたしに向かって生意気よ！　そもそも、偉い職業って何なのよ!?」

「職業選定で割り振られただけなのに、何だって言うんだよなっ！」

「そもそも、大おお倉くらさんが居る時と居ない時で、あれだけ態度変えるって何なの!?　腹黒チビと同じマネしちゃって、気持ち悪いっ」

「男なら、裏表つけんじゃねーよって感じだよなっ！」

「そうよっ！　本当、ムカつく」

　散々文句を言った後、俺らは顔を見合わせて笑った。早くこんな風に文句を言ってしまえば良かった。それが正しいとか、接客業として間違えてるとか、そんな事はよく分からないけど、ムカつくと言い合い、笑い飛ばしてしまえば、驚く程気持ちは軽くなった。

　あと、気付いた事が一つ。

「……なぁ、瑠る花か。この仕事、悪くないよな」

　あんな事があった後なのに、俺はこの仕事が嫌いやだとも、もう辞やめてしまいたいとも思わなかった。それどころか、キャバクラという仕事を馬ば鹿かにされて、怒りさえ覚えた。

　まだ、好きだとか、誇りを持てるとまでは思えない。

　だけど、思うのだ。悪くない。

「あたしも」

　俺の問いかけに、瑠花は少し迷いながら答える。

「ちょっとだけ思えてきた。……悪くない」

　小さな声だった。でも、その顔は不満そうに歪ゆがみながらも、ちょっとだけ笑っていた。

「本当にいろんな人が来るし、美み咲さ子こさんとか他の先輩を見てると思うの。この人達は必要とされてるんだって」

「そうだな」

　無意味で、何も生み出さないかのように見えるキャバクラという場所を、必要としてくれている人が居る。癒いやしだったり、明日への活力だったり、愚ぐ痴ちを聞いてくれる相手だったり、人との繋つながりだったり。何だっていい。とにかく、必要としてくれている人は、確かに居るんだ。

「あたしはまだ誰にも必要とされてないけど、いつか必要とされたい。明日頑がん張ばれる力になりたい」

　瑠花に会いたいから、頑張る。

　瑠花に会えたから、明日も頑張る。

　そう言ってくれる人が、沢たく山さん現れたらいい。いや、きっと──。

「瑠花はなれるだろ？」

　だって、俺は知ってる。瑠花のドレス姿を見たいからなんて理由で、必死にお金を貯ためようとしている男が一人、確かに存在する。

　瑠花にはきっと、ヤツにそこまでさせる魅力がある。

　顔やスタイルが良いだけじゃない。

　意地っ張りで、強がりで、でも泣き虫で、すぐ逃げるけど、宮みやケが瀬せ瑠る花かはきっと何かを持っているのだ。俺にはそれがまだ何だかは分からないけど、でもきっとこいつの魅力は、強さは瑠花自身の中にある。

「あたりまえでしょ。あたしを誰だと思ってるの？」

　そう言う瑠花は、いつの間にか胸を張っている。顔はまだ、笑いきれない。いつも教室で浮かべる程の自信も無い。だけど、そう言ってこそ宮ケ瀬瑠花だ。

「よし、じゃぁその為にも今日はもう寝ようぜ」

「そうね。うじうじ悩んでるの馬ば鹿からしくなってきた」

　瑠花はそう言うとマグの中身を全て飲み干す。そして、

「ありがとう、奈ない斗と」

　小さく笑った。

「おう」

　そう俺が答えると、瑠花は俺を見ずに「おやすみ」とリビングを後にする。

　その背中に俺も「おやすみ」と言葉を投げる。

　ぱたんと小さな音をたてて、リビングの扉が閉じると、残ったマグを台所へ運ぶ。水にだけつけて部屋に戻る前に電気を消した。

　誰も居ない、真っ暗なリビング。だけど、先程までのように息苦しさを覚える事は無かった。悔しい気持ちも、やりきれない気持ちも、消えたわけじゃない。だけど、それでもやってやろうと思えた。

　滝たき沢ざわさんが何と思おうが、俺らの仕事をどんな風に罵ののしろうが構わない。いつか、沢たく山さんの人に必要とされて、「どうだ、スゲーだろ」と言ってやろう。

　そんな事を考えながら寝床に戻ると、先程まで寝つけなかったのが噓うそのように、すぐ俺の意識は穏やかに消えていった。
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　日曜を挟はさんで月曜の放課後。

　俺と瑠花はいつも通りの授業を終え、並んで店に向かっていた。一昨日おととい、真っ赤な目をして同じ道を通ったなんて信じられない程、瑠花の表情は明るく、俺の気持ちも軽かった。

　滝沢さんの言葉を気にしなくなったわけじゃない。今でも悲しいし悔しい。でも、ムカつくと言い合って、笑って。とりあえず、それで終わりにしようと思う。

　もっともっと、仕事が出来るようになって。自分の仕事に自信が持てるようになった頃、もう一度ちゃんと考えてみようと思う。

　それでも答えは出ないかもしれない。でも、それはもっと後になってから考えればいい。それは〝気にしない〟事じゃない。言い訳かもしれないけど、これはただの〝保留〟だ。

「なぁ、瑠る花か。……今度また、フードコートいこうぜ」

「……そうね、結局食べそびれちゃったし」

　先日の出来事を少し迷ってから口にする。すると、瑠花は少しだけ戸惑って。でも、いつも通りに答えてくれた。

　今日もいつも通り店は開き、いつも通りの営業を開始する。そこで俺達は仕事をする。いらないなんて言わせない。どんなに辛つらくても、ちゃんと笑って仕事をしてやる。

　今はもう、そう思える。

　いきなり問題は解決しない。

　ちょっとずつ、少しずつ。俺達は何かを学んでいけばいい……。

「…………っ」

　俺の横を歩いていた瑠花が立ち止まったのは、俺がそんな事を思っていた時だった。

「瑠花、どうした？」

　問いかけても瑠花は、道の反対側を見たまま押し黙る。

　その視線を追ってみると、そこには建設中の家があるだけ。

「……なんかあったか？」

　何の変へん哲てつも無い景色に、俺は首をひねる。が、瑠花は「ちょっと」とだけ言って俺の腕を掴つかみ、強引に道みち端ばたに引っ張っていく。

「どうしたんだよ」

　自動販売機の陰に連れ込まれ、戸惑いながらも問いかけると、瑠花は少し迷って道向こうの工事現場を指差した。

「あれ、見て」

「……何だよ」

　指差された建設現場を自販機の陰から覗のぞいても、別に何も変わった事など起きてはいない。二階建てか三階建てかは分からないが、とにかく俺らが住んでいるような家を作っている途中なのだろう。何人かの大工が梯はし子ごに上ったり、木を削けずったりしている様子は平和な光景だと言えなくもない。

「分からない？　ほら、今梯子に上っている人」

「んだよ……、あ」

　言われた通り、梯子に上っている人を見て、やっと瑠花が言おうとしていた事に気付く。

「……滝たき沢ざわさん」

　まだ四月だというのに、汗を流しながら梯子に上る男の人。ほとんど金色になる程脱色した短髪にタオルを巻いているその人に、俺も確かに見覚えがある。

「……大工さん、だったんだ」

　ぽつり、と瑠る花かは呟つぶやく。その視線は未いまだ滝たき沢ざわさんを追っており、険しい顔を作りながらも、一向に目を離す気配はない。瑠花が何を思って彼を見続けているのかは分からない。だけどその姿は、まるで目に焼き付けているかのようだ。

「…………」

　そんな瑠花に何と言えばいいのか分からず、同じように滝沢さんに視線を戻す。梯はし子ごから家の骨組みに移動した滝沢さんは慣れた様子で歩き、同僚達に声をかけていく。その姿は店に居た時とも、学食で俺らと会った時とも違う顔だった。

「悔しいけど……凄すごいね」

　小さく聞こえたその声に、俺は思わず瑠花を見る。

「あたしはあんな高い所、上れない」

　三〇㎝も無いだろう足場に立ったまま、自由に歩き回る滝沢さん。俺があんな場所に立たされたら、怖くて一歩も動けないかもしれない。

「落ちたら、死んじゃうのかな」

　滝沢さんが立っている足場の下を見ると、一応落下時の為にマットが敷いてある。だけど、それはあくまで気休めのような厚さで、落ち方が悪ければ怪け我がだけでは済まないだろう。

「……かもな」

　なのに、滝沢さんは恐れる様子も見せず、高所で仕事をこなしていく。

　正直、凄いと思った。カッコいいとも……思った。

　俺が男だからかもしれないけど、憧あこがれにも似た感情が湧わき上がる。あんな事が無かったら、きっと滝沢さんを尊敬していただろう。

　凄い……と、思うと同時に、胸が苦しくなる。

　その時、滝沢さんが地上に向けて何かを叫び、笑う。すると、真新しい作業着を着た男子が、へっぴり腰で梯子を上ってくる。様子から見るに、俺らと同学年の新入社員だろう。

　梯子を上までのぼってきた後輩から、工具を受け取った滝沢さんは、その勇気を褒ほめるように。でも、そのへっぴり腰をからかうように、満面の笑みで笑った。

　遠くでよくは見えないが、その笑みは、店で瑠花に向けた笑みに近いように思えた。しかも、もっと温かみのあるような……そんな笑みだった。

　まだ慣れない後輩を思いやる気持ちが、きっとこの人にはあるのだろう。洋よう司じ先輩や美み咲さ子こさんが俺らを見守ってくれているような温かさが、滝沢さんにもあるんだろう。慣れない人間を、無為に蔑さげすむような事はせず、ちゃんと認めてくれる。

　……でも、じゃぁ。なんで瑠花はあんな事を言われたのだろうか。

　俺が気付かなかっただけで、やっぱり瑠花は何か失礼な事をしていたのだろうか。

　でも、それなら俺が気付けなかったとしても、美咲子さんが気付いた筈はずだ。

　やっぱり、キャバクラという仕事自体が気に入らないのだろうか……。

　そんな事を考えても、答えなど分かる筈はずもない。後に残るのは、何とも口にし難がたい心のモヤモヤだけだ。

「……行こう、奈ない斗と」

　聞こえた声に我に返り、慌あわてて時計を見る。すると、いつの間にか十分以上を消費していた。

「あぁ、そうだな」

　その声と共に、俺らは自販機の横から歩き出す。だけど、俺らの間にそれ以降、会話が交わされる事は無く、ただ押し黙り店へと向かう。

　脳裏には滝たき沢ざわさんの姿がチラつき、保留できた筈の感情が再び俺の胸を渦うず巻まくのだった。







「あいつ、素直に凄すごいって言ったんです」

　開店前のキッチン。着替えを終えた俺は、洋よう司じ先輩と並んでグラスを拭ふきながら今日の出来事を話していた。

「そっか……瑠る花かがな」

　気け怠だるそうにシンクに体重を預けながらグラスを磨みがく横顔が、小さく緩ゆるむ。

　それから、何度も何度も繰り返し考えた言葉を思い出すかのように、少し上を向いて先輩は口を開く。

「その考えは、すげぇ大事な事だよな。俺らの仕事は馬ば鹿かにされる事もある。でも絶対に他の仕事を馬鹿にしちゃいけない。全ての職業が俺らの商売相手だ。そして、職業の優劣なんて考えんな。……つーのは、俺が三年前に言われた言葉。今は分からなくてもいいから……覚えておけ」

　そう俺に言って最後のグラスを棚たなに戻した洋司先輩は、胸ポケットから煙草たばこを取り出し火を点つける。煙が不安定なラインを描き、そのまま換かん気き扇せんへと吸い込まれていく様子を見ながら、俺はまた心に靄もやがかかるのを感じる。

　今は分からなくていい。

　そう、洋司先輩は言う。だから、今は分からないままでいいのかもしれない。分からないまま頑がん張ばって仕事を続けていれば、いつか分かるのかもしれない。

　だけど、なら……今。俺はどう自分の気持ちを切り替えればいいのだろう。

　このもやもやを抱えていくしかないのだろうか……。

「なんで、俺達の事。あんなに嫌うんでしょうね」

　せめて、滝たき沢ざわさんが俺らにあんな事を言った理由だけでも聞ければすっきりする気がして、そう問いかけてみる。

「ま、よくある事っちゃ、よくある事だ。黒くろ部べだって、最初この仕事嫌いやだったんだろ？　何でだか思い出してみろ」

　洋よう司じ先輩に問いかけられ、俺は……一いつ瞬しゆん、胸が詰まる。

　何でだろう……。

　何となく、底辺の仕事だと思っていたからだろうか。

　それとも、人に誇れない仕事だと思ったからだろうか。

　キャバクラの業務なんて習得しても、世の中に出て、何一つ役に立たないと思ったからだろうか……。結局、俺は返す言葉を見つける事は出来なかった。

「よくわかんねーか。でも、それも仕方ねーよな。俺らの仕事は分かりにくいし、綺き麗れい事ごとばかりじゃない。一見すると、ただ笑って酒飲んでれば給料が貰もらえるオイシイ仕事だって思われるだろうし、男を騙だまして金をかすめ取る仕事だって思われても仕方ない」

「……でも」

「分かってる。俺らの仕事はそんな簡単じゃない。でも、そう思われたって仕方ないんだ。外から見てるだけだったらキャバ嬢の仕事は、客と座って飲む事だ」

　換かん気き扇せんに向け、大きく紫し煙えんを吐はき出した後、洋司先輩はそうはっきりと言い切る。

　理解されなくても、仕方ない。

　勘かん違ちがいされても、見下されても仕方がない。

「……悔しく、ないんですか？」

　そう問いかけた俺に、洋司先輩は諦あきらめにも似た笑みを浮かべる。この仕事を誇りに思っていると言った洋司先輩は、三年間で何を見てきたのだろうか……。

「悔しいと思う時も、もちろんある。けど、全員に理解してもらうなんて、無理なんだよ。だから俺らは、必要としてくれる人の為に頑がん張ばればいい。それがきっと、一番いい方法なんだ」

「…………」

　洋司先輩は一番良いと言いながらも、やはりどこか釈然としない顔をしていた。

　しかし、その事を指し摘てきするだけの確信は無く、俺はただ俯うつむき言葉を呑のみこんだ。

　彼はそんな俺の内心に気付いていたのかもしれない。

「さ、そろそろキャストが出てくる。戻ろうか」

　肩を竦すくめ、煙草たばこをもみ消し、体重を預けていたシンクから体を離す。

「はい」

　結局、言葉が見つけられなかった俺は、ただ頷うなずいて彼の後ろに続いてキッチンを出た。

　その時──。

「……あ」

　という小さな声が洋司先輩の喉のどから漏もれた。同時に遠くから、ドアが閉まる音が聞こえた気がする。

「どうしたんですか？」

　と、しゃがみこんだ洋司先輩の上から廊下を覗のぞき、そこで彼の上げた声の意味を知る。

「……先輩、それ」

　彼が拾い上げたものは、一枚のハンカチ。そして俺は、そのハンカチに見覚えがあった。

「これ、誰のか分かるか？」

「……瑠る花かの、だと思います」

　白地のレースの端はしに、小さなうさこぱんだの刺し繍しゆう。そんなものを持っているのは、この店であいつだけだろう。

「やっぱりな。……気付かなかった」

　参ったように肩を竦すくめた洋よう司じ先輩に、俺も「はい」とだけ返事をした。

　どこから瑠花が、俺らの会話を聞いていたかは分からない。だけど、あいつは結構前からここに居たんじゃないかと思う。

　だとしたら、瑠花はどんな事を思いながら、俺らの会話を聞いていたのだろうか……。







　その後の営業中。そして帰宅してからも、瑠花が俺にキッチンでの会話を聞いてくる事は無く、何事も無かったかのように時間は流れていった。

　だけど、何かを考えるように押し黙だまっている時が多かったように感じたのは、俺の気のせいではないだろう。

「ねぇ、ナイト君、聞いてる？」

　その声で、俺はハッと我に返る。

　夕飯後、すぐに風呂へ向かった瑠花を除いた俺と真ま琴ことと彩あや香かの三人は、顧こ客きやくノートの作成に取り掛かっていたのだが、どうやら考えにふけってしまっていたようだ。

「……あ、ごめん。なんだっけ？」

　声の方を向くと、そこには少しふくれっ面つらの真琴。

「…………」

「ごめん、えっと……川かわ俣またさんの事だっけ？」

　記憶の片かた隅すみに引っかかっている真琴の声を手た繰ぐり寄せ、どうにかそれっぽい事を返すが、どうやらハズレだったらしく、真琴の表情が晴れる事は無かった。

「それは一つ前の話。今は下しも久く保ぼさんの話。ねぇ、ナイト君、今日どうしたの？　変だよ」

「……え、そうかな？」

　と、誤ご魔ま化かしてみるが、俺だって自覚はある。

「隠すなよ、瑠花の事だろ？」

　と会話に加わったのは、真琴の横に座る彩香だ。

「あー、うん」

　そこまで言われてしまえば、頷かないわけにはいかない。

「あと一昨日おととい、瑠る花か泣いただろ。メイクで上う手まく誤ご魔ま化かしてたけど」

　やっぱり、気付いてたよな。

　諦あきらめるように彩あや香かを見ると、彼女もこちらを呆あきれるように見ていた。

「悩みがあれば、言えばいいじゃん。何が出来るかも分からないけど、私達はチームだろ？」

「マコちゃんも、ナイト君が困っているなら、力になるよっ！」

　瑠花の為に頑がん張ばると言わないのが真ま琴ことらしいが、何にしてもその言葉は嬉うれしい。

「ありがとう」

　俺の言葉に、真琴は満面の笑みで。彩香は肩を竦すくめながらニヤッと笑って応えてくれた。

　それから俺は、何を話すべきなのかを考える。瑠花が居ない場所で瑠花の話をするのは気が引けるが、全てを隠していては話が通じない。

「金曜日、大おお倉くらさんがお連れ様を連れてきただろう？」

「あぁ、瑠花を場内で指名入れてくれてたな」

　と、彩香が頷うなずく。

「その人をこの間の土曜日、フードコートで見つけて声をかけたんだ。そしたら、さ……」

　言おうとして、思わず言葉を止める。

　口の中に、苦い味が広がるような、そんな不快感。

「酒飲んでるだけで金貰もらえる奴やつと話したくないって……言われちゃってさ」

　吐はき出すように言った俺の言葉に、真琴の顔がすぐにムッと歪ゆがむ。

「なにそれ、すっごいムカつく」

「テーブルを見た感じだと、結構良い感じだと思ったんだけどね……」

「俺も、そう思ってた。だから、この間は本当に驚いたんだ」

「そりゃ、驚くな」

「嫌いやなら、店で楽しそうなフリなんてしなければいいのにねっ」

　真琴は、まるで自分が言われたみたいに腹を立ててくれて、彩香は「なるほど」と、俺らの気持ちを汲くんでくれる。

「接待、みたいな感じだったって事なんだろうな」

「……正直俺さ、接待って言われても、ピンとこないんだよな」

　もちろん、接待の意味くらいは知っている。付き合いで相手を心地よくさせて、仕事を上手く運ぶ手段だって事くらいは分かる。だけど、やっぱり今まで関わりが無さ過ぎて、上手くイメージが出来ないのだ。

「きっと、あれはあれで大変なんだと思うよ。私も一度、接待の席についた事があるけど、みんな大変そうだった」

「でもっ！　だからって、ナイト君に酷ひどい事を言うのは、マコちゃん間違ってると思う」

　ぶぅ、と頬ほおを膨ふくらませた真琴に、「ありがとう」とお礼を言う。こんな事を言うのは何だが、真ま琴ことが俺達の事でこんなに怒ってくれるとは思ってなかった。

「でも、洋よう司じ先輩は気にするなって。そういうお客は居るから、言われた事にいちいち悩んでいたら、キリが無いって。でも……俺も瑠る花かも気になっちゃって、悩んでたんだ」

「なるほどね」

　と、また彩あや香かは頷うなずき、マグカップを手に取った。

「二人なら……どうする？」

　これは、俺が一番聞きたい言葉だった。

　俺らが立ち止まり悩んでしまったこの問題に、二人ならどう立ち向かうのだろうか。

　すでに指名をどんどん取っている真琴なら。いつも大人な対応を見せる彩香なら、どのようにこの問題を解決するのだろうか……。

「マコちゃんは、ムカつくけど、気にしないっ！　そんな奴やつ、早く忘れちゃいたいもんっ！」

　迷いなく放たれた言葉は、何と言うか、やっぱり真琴らしい言葉だった。

「私は……気になるけど、気にならないんだって思うかな」

　少し迷った後に放たれた彩香の言葉は、正直ちょっと、意味が分からない。

「え？」

「こんなの変かもしれないけど、気にしないんだって自分に言い聞かせて、本当に気にしてない時と同じ行動を心がける……って、やっぱ変だな」

　言いながら、彩香は照れるように笑う。

「……ううん、彩香らしい」

「うんっ！　彩香ちゃんぽいよね、その考え方」

　俺と真琴の言葉に彩香は「誉ほめられた事じゃないかもだけどな」と、言葉を続け、苦く笑う。だけど、すぐ口を開く。

「でも、悩めばいいんじゃん。だって忘れられないなら、考えるしか無いじゃない」

　確かに、その通りなんだ。

　俺らは忘れられなかった。なら、悩む以外に他は無いじゃないか……。

「うん、そうだよな」

　もとより、それしか無かった。もしかしたら俺はそれが最初から分かっていて、ただ背中を押して欲しかっただけなのかもしれない。

「同じ新人の私が言うのは可お笑かしいかもしれないけど、新人なんだから失敗していいじゃん」

　答えなんて分からなくていい。ただ、悩み続けていいよ。気にしてもいいよ。そう、言って欲しかっただけなのかもしれない。

「あーぁ、マコちゃん妬やけちゃうよ。なんでアイツの事で、ナイト君がそんなに悩むかなぁ～」

　また頬ほおを膨ふくらました真琴に、返す言葉も無い。

　本当に俺はここ数日、瑠花の事で手いっぱいで、真琴の手伝いなんてほとんど出来ていなかった。ここ最近ずっと気を遣わせてしまったのに、今夜まで俺がこんな泣き事を言っていたら、真ま琴ことは俺を頼りたくなんてなくなるだろう。

「もぉ、そんな顔しないでよっ、ナイト君。マコちゃんが困った時、今以上に悩んでくれるんなら許してあげるから」

　ふくれっ面つらから一転。満面の笑みを返してくれた事が嬉うれしくて。そして、ちょっとだけびっくりして、俺も思わず笑ってしまう。

「うん、分かった」

　といっても、今のところ俺が真琴の力になれる事なんてほとんど無い。まぁ、あるとしたら、これだけだな。と、俺は目の前に広げられた顧こ客きやくノートを見る。

　その視線に気付いたのか、彩あや香かが口を開く。

「じゃ、話がまとまったところで、さっさとやっちゃおうか」

　やっぱり、彩香には敵かなわない。俺の考える事なんて、彼女にはいつでも筒つつ抜ぬけなんじゃないかとさえ思ってしまう。

　でも、いつか。真琴や彩香からも頼られるくらいの仕事が出来るようになりたい。

　同級生なのに俺よりも上にいるような二人だけど、彼女達が悩んだ時、解決までは出来なくても一緒に悩みたい。

　だって、今。こうやって二人に話したら、俺の気持ちはとても落ち着いて、穏やかで。それでいて少し……勇気が出てきたんだから。

　ちょっとだけでもいい、このお返しがしたい。

　俺らが再び顧客ノートの作成を始めてから少し経たった後、瑠る花かが風呂からあがってくる。

「……お風呂、空いたわよ」

　小さく告げた瑠花。

「じゃぁ、マコちゃん次ぃ～」

　真琴は椅い子すから立ち上がり、小走りでリビングから消える。

　すると、突然彩香が、

「瑠花、ソファーに座りなよ。髪かみ拭ふいてあげるから」

　なんて言い出す。もちろん、そんな事、今まで一度も無かった。

　そんな二人の、嬉しくも少し不自然な行動に、瑠花は何か感づいたのだろう。俺に向け「なんか言ったわね」と言いたげな視線を向けてくる。

　だけど、俺は視線を逸そらし、心の中だけで「ごめん」と謝る。だって、さ……。

「ほら、瑠花。早く」

「……別に、いいのに」

　彩香に腕を引っ張られながらソファーに座る瑠花は、何だかんだ言いながら、充分嬉しそうな顔をしている。

　くすぐったそうに髪を拭ふかれている瑠る花かと、ちょっと豪快にタオルで髪を拭いていく彩あや香かの姿を、俺はしばらく黙って見ていた。
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「ねぇ、奈ない斗と」

　時刻は夜の十一時。キッチンで明日の弁当の準備をしていた俺を、カウンターの向こうから瑠花が少し遠慮気味に呼んだ。

「ん？」

　いつもだったら、まだ彩香も真ま琴こともリビングに居てもおかしくない時間。もしかしたら、また気を遣ってもらったのかもしれない。

「明日、滝たき沢ざわさんにメールを送ってみようと思う」

　こちらを見るでもなく呟つぶやいた瑠花の言葉に、俺は目を見張る。

「……え」

「やっぱりあたし、このままじゃ嫌いやだ」

　俯うつむきながらマグカップを両手で包みこんでいる瑠花は、出勤初日に店から逃げ出した後に公園で見せた姿を彷ほう彿ふつとさせた。でも──。

「もう、店に来てくれなくても良い。でも……、上う手まく言えないけど、このままじゃ嫌いや」

　そう言う瑠る花かは、あの時みたいに小さくなかった。

　どうする事も出来なくて、自分が居る所も分からなくて、悲しみを怒りでしかぶつけられない女の子は、今はもう俺の前に居ない。

「もう嫌われてるんだもん。そんなの……慣れてる。あたしにはそういうの関係無い。別に嫌われてても構わないって、この街に来るまでずっと思ってた。きっと、逃げてたの。嫌われる前に、嫌って。怒られる前に怒って……そうしてきたの。だけど……」

　そこで、瑠花は顔を上げる。

　でも、俺の目を見はしない。ただ、一度部屋の中を見渡して、それから照れるように笑って、呟つぶやくように、でも、力強く言葉を紡つむいだ。

「今回は、向き合える気がする」

　その声は、とても小さな声だった。でも、しっかりと俺に届き、胸の中を何度も何度も反響する。

「……瑠花」

　名前を呼ぶと、そこでやっと瑠花はこちらを向いてくれた。

　でも、一度俺を見ると、すぐに少しだけ視線を逸そらす。キッチンカウンターを挟はさんで向き合う俺らは、何だか微び妙みような距離感のまま、視線を交わす事も無く。

　でも、確かに近くに居た。

「洋よう司じ先輩は、反対するかもしれないけど……でも、あたしは今、知りたい。出来る事なら、滝たき沢ざわさんにあたしを分かって欲しい。一度嫌われたくらいで、諦あきらめたくない。だって、あの時、あたしは……本当に。本当に嬉うれしかったんだもん」

　初めて滝沢さんに会った日。店の外でその背中が見えなくなるまで見送った時の感情。

　次の日フードコートで会って、泣きながらその場から去った時の感情。

　その両方を思い出しているみたいに、瑠花は頬ほおを緩ゆるめ、眉まゆを顰ひそめた。

　自信に溢あふれた顔……とは、とても言えない。笑顔とも、泣き顔とも違う。だけど、思うのだ。強い顔だって。何かを決めた顔だって。

　ほんの十日ちょっとで、瑠花はとても強くなった。

　仕事を覚え始めたからというのもあるかもしれない。仕事の楽しさを、接客の喜びを少しずつ分かり始めたからかもしれない。でも、思うのだ。

　きっと、仲間が出来たからだ。

　ミスをしても見捨てなかった先輩達。何も言わずに笑いながら髪を拭ふいてくれた彩あや香か。慰なぐさめの言葉なんて絶対に言わないけど、同じ土ど俵ひようで戦う真琴。

　それに……もしかしたら、俺も。なんて考えるのは、自うぬ惚ぼれかもしれないけど、少しでも力になれていたら嬉しいと素直に思った。そして、これからも、力になりたい。

「分かった。俺でも力になれる事があるなら、協力する」

　また瑠る花かが傷つくような事があったら、仲間の居るこの家に、あの店に戻ってこよう。そしたらきっと、こいつはまた、ちゃんと立ち上がってくれる。

　だから俺は、こいつが帰るべき場所まで、しっかり手を引いてこよう。

　そのくらいなら、きっと俺にだって出来る。

「あんたが居るから……できんのよ」

「……え？」

　瑠花から漏もれた、小さな呟つぶやき。その意味が分からず、俺は思わず聞き返す。

　しかし、瑠花の視線は結局俺に向く事は無く、

「何でもない、おやすみ！」

　とだけ言って、瑠花は椅い子すから立ち上がり、そのままリビングを出て行ってしまう。

　一人残された俺は、ゆっくりとキッチンから出て、瑠花が座っていた椅子の前に立つ。

　あいつは、今。何と言っただろうか……。

　それを聞き返すことは出来なかったけど、でも……。

　何でだろう。

　自然と、勇気が湧わいてきた。
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　次の朝。起きてきた瑠花は、いつも通りを取り戻していた。

　いつも通り、朝から真ま琴ことと瑠花は口くち喧げん嘩かをして、彩あや香かはそれを笑顔で見る。教室では、相変わらずの我わが儘まま＆アホ発言。良りよう太たと二じ郎ろうと俺と瑠花。クラスの後ろでギャーギャー騒ぎながら、なんだかんだで元気に笑ってる。

　そして放課後。瑠花は強気な声と共に、俺の頭を後ろからノートで小こ突づく。

「奈ない斗と、行くわよっ！」

　振り返った俺の目に映った瑠花の顔は、何かを企たくらむように笑みを形作っている。

「早いな」

「えぇ、滝たき沢ざわさんの職場に寄ってくからね」

　さらりと言われたその言葉は、さすがに俺も予想していなかった。

「え？　返事きたのか!?」

「全然っ！　でも、またメール送ってやるわ」

　俺の問いかけに、瑠花の反応は早かった。そして、驚く程強かった。

「お前、すげーな」

「当たり前でしょ、あたしを誰だと思ってんのよ」

　自信に満ちた口調。我わが儘ままな態度。こいつは弱虫で、泣き虫で、すぐ逃げる宮みやケが瀬せ瑠る花かだ。だけど、今この瞬しゆん間かんは、驚く程強い女の子だった。

「はいはい、お前はお強い宮ケ瀬瑠花様ですよ」

　その強さに、呆あきれと尊敬、そして少しの照れを含みながら、俺はそう言ってノートを乱雑に鞄かばんに突っ込んでいく。

　分かればよろしい、と言いたげな顔で見ている瑠花に「行くぞ」と声をかけ、俺は勢いよく椅い子すから立ち上がる。

　瑠花が『一緒に来て欲しい』と思うなら、どこまででもついていく。必要だと思われなくなったら、必要だと思われる担当になってやる。これが俺の仕事だからだってだけじゃない。俺は、瑠花の友達で、チームメイトで、一つ屋根の下に住む、家族だからだ。

　勢い勇んで教室を出る俺達に、怖いものは無い。なんて事は無い。

　だけど、怖がってばかりいられないから、胸を張って、前を見て、並んで歩き出すのだ。







　それから五分後、俺らは昨日と同じ自販機の近くで働く滝たき沢ざわさんを見ていた。

　だけど今日は、昨日みたいに身を隠したりしていない。正々堂々、自販機でお茶なんて買って、塀に寄りかかりながら並んで立っている。

　滝沢さんは今日も、作業着にタオルを巻いて、細い足場を軽やかに歩き回っていた。

「あー、なんか顔見たらまたムカついてきたわ」

　お茶を両手で掴つかみながら、不機嫌そうに顔を歪ゆがめた瑠花だったが、視線を滝沢さんから外すことはない。

「なぁ、今さらだけど聞いていいか？」

　真剣なのに不ふ貞て腐くされてるみたいな横顔に、俺はふと問いかける。

「……なによ？」

「なんで、また職場見に来たんだ？　いやさ、滝沢さんの事を知りたいっていうのは分かるんだけど……」

　滝沢さんの事を忘れる事も、考えないでいる事も出来なかった俺達は、出来るだけの事はしようと話し合った。店に来て欲しいなんて思ったわけじゃなく、ただ単純に、何であんな事を言われたのかを知りたかったのだ。

　でも、それと今ここで滝沢さんの働いている姿をただ見ている事は、何かが違う気がする。

「それだけよ。滝沢さんの事、知りたいの。仕事を見て、それで言いたいの。あたし達の仕事、知らないくせに馬ば鹿かにしないでって。でも、その為には、やっぱり私から滝沢さんの事を知らなきゃ文句も言えないじゃない」

　言いながら、瑠る花かは小さく笑う。その笑みは何かを企たくらむような、「やってやるわよ」と言いたげな、そんな笑み。

　本当……強い。

　──困難が立ちはだかった時、立ち向かえるのは女だぞ。

　ふいに昔聞いた父さんの声が蘇よみがえる。あの言葉は、きっと本当だったんだ。

　滝たき沢ざわさんの言葉に傷ついて、どうしていいのか分からず、俺に手を引かれながら泣いていた女の子とはとても思えない。その感情の変化についていけず、少し呆あきれそうにもなる。

　だけど、やっぱりその強さが嬉うれしくて……頼もしかった。

「……あ」

　その時、小さく瑠花が声を漏もらし、俺は瑠花の視線の先──つまり、滝沢さんの方を向く。

「え？　……あ」

　道の向こう。距離にして、五〇ｍちょいだろうか。近くはない距離、しかし、決して遠くでもない距離に居る滝沢さんの視線が、なんだかこちらを向いている気がした。

　すぐに滝沢さんは梯はし子ごを下り、俺らからはその姿が見えなくなるが……。

「見つかった、んだよな？」

「……見つかりに来たんだから、いいのよ」

　逃げ出したい気分が湧わき出してきた俺とは違い、瑠花はキッと顔を上げた。だけどあの時の恐怖や悲しみが消えたわけではないのだろう。口では強気な事を言いながらも、逃げ出す一歩手前みたいに、瑠花の右足がすっと後ろへ下がっている。

　でも、道の向こう側から、不機嫌を隠す事なく歩いてくる滝沢さんが見えても、瑠花の左足がその場から動くことは無かった。

「何してる」

　憮ぶ然ぜんと俺らの前に立った滝沢さんは、そう短く言い放つ。

「見てるんです」

　だけど、瑠花は逃げない。真まっ直すぐ滝沢さんをその黒い瞳で捉とらえている。

「……はぁ？　もう話しかけてくんなって言っただろ」

「話しかけてきたのは、滝沢さんです」

「お前らがこんな所で見てっからだろ」

「だって、少しでも滝沢さんのお仕事を知りたかったんです」

　あまりに直球な瑠花の言葉に、滝沢さんは動きを止める。

　誰だって、数日前に暴言を投げつけた相手にこんな事を言われれば驚くだろう。

「知らなきゃ、あたしたちの仕事を馬ば鹿かにした事、撤てつ回かいして下さいって言えないですから」

「なら、もう分かっただろ。俺の仕事はお前らみたいにニコニコ笑ってれば済む仕事じゃない」

「えぇ、そうですね」

「足場から踏み外せば当然、落ちる。怪け我がで済めばいいが、死ぬかもしれない。誰かが手抜きをすれば、そこから家は崩くずれるかもしれない。すぐにじゃなくても、欠けつ陥かんは絶対に後から不具合を起こす。俺らにミスは許されない」

　真まっ直すぐと向けられる瑠る花かの視線を、睨にらみ返すように見つめ返す滝たき沢ざわさんは、淡々と語る。でも、言葉の端はし々ばしからは怒りだとか苛いら立だちだとかが漏もれている。

「酷ひどいミスをした後も、ヘラヘラ笑ってられるお前らとは違う」

　その言葉は、瑠花の傷を抉えぐる。

　出勤初日の散々な思い出を、思い起こさせる。

　ずっと滝沢さんから逸そらす事の無かった瑠花の視線が、感情を堪こらえるみたいに下がって、ついには地面を睨み付ける。

　そんな瑠花を見て滝沢さんは、これで話はお終しまいだと踵きびすを返す。その時──。

「凄すごいと思った」

　滝沢さんの腕を、瑠花の細い腕が掴つかむ。

「じゃぁ──」

「でもあたしは、同じくらい美み咲さ子こさんや洋よう司じ先輩を凄いと思った！」

　まるで叫ぶように発せられた言葉。そして瑠花は、再び滝沢さんを強く見上げた。

「だから、あたしの仕事、理解して欲しい！」

「…………」

「…………」

「それアレか？　営業活動ってヤツか？」

　しばしの沈黙の後、滝沢さんは吐はき捨てるように瑠花に言葉をぶつけた。

「店には、来なくていい。そんな気持ちで、来て欲しいとも思わない。だけど、あたしはメールを送り続ける」

「……何がしてぇんだよ」

「あたしのメールを受け取って欲しい。ただ、それだけ」

「迷惑だ」

「知ってる。だから、来月になったら止やめる。来月になって、それでもあたしの事、理解してもらえないなら諦あきらめる」

　言い切った瑠花の言葉に、滝沢さんはしばし押し黙る。

　でも、すぐに俺らを馬ば鹿かにするような、薄い笑みを浮かべた。

「俺に付き合ってやる義理はねぇよな」

　確かに、そうなのだ。

　一方的に押し付けられた瑠花からのメールを、滝沢さんが読むとは限らない。

「逃げるんですか？」

　しかし、そう問いかけた瑠る花かの表情には、遠慮だとか、躊ちゆう躇ちよなどというものは浮かんでいない。でもまぁ、それもその筈はずだ。だって、こいつは宮みやケが瀬せ瑠花だ。我わが儘ままは生まれつき、そして、きっと強がりも生まれつきなのだ。

「あたしに惚ほれちゃうのが怖いから、嫌いやなんでしょ？」

「お前、馬ば鹿かじゃねーの!?」

　嫌悪感をむき出す滝たき沢ざわさんに、瑠花は一歩踏み出した。

「今月だけでいい。どうせあと数日でしょ？　それだけでいいから、あたしに付き合ってっ！」

　目の前に居る滝沢さんに立ち向かうように視線を上げ、真まっ直すぐにその眼を見て叫ぶ姿は、まるで喧けん嘩かのよう。いや、確かにこれは、力業で自分の主張を通そうする一つの喧嘩なのかもしれない。

「……っ！」

　そんな瑠花の視線を受け、滝沢さんは初めて、半歩だけ後ずさる。僅わずかに開いたその距離を、瑠花はまた詰めて一歩も引かない。

「[image: ]ぁっ！　もう勝手にしろっ！　言っとくけど、俺はメールなんて返さねぇからなっ！」

　ついに根負けした滝沢さんは、そう吐はき捨てるように言い放ち、俺達に背を向け歩き去る。

　その背が見えなくなるまで、瑠花はじっと滝沢さんを睨にらむように見つめていた。

　あの、逃げ出してばかりだった瑠花が……この勝負に勝ったのだ。

「行くわよ」

　短い言葉を呟つぶやき、瑠花はしっかりとした足取りで歩き出す。そんな彼女の背中を見ながら、俺はすぐ後ろを歩く。

　しかし、大通りを歩く瑠花は、すぐに横道へ逸それた。いや、そこは横道というよりは、ただの路地。辺りには店の裏口と、青いポリバケツと、無機質な壁しかない。

「……言って、やったわ」

　角を曲がってすぐ立ち止まった瑠花は、俺に背を向けたまま、そう小さな声を漏もらす。

　その手は今さらのように震えて、寒さを堪こらえるように瑠花は自分自身を抱え込み、壁に背を付けゆっくりとしゃがみ込んだ。

「すげーよ、瑠花」

　怖かっただろう。逃げたかっただろう。

　でも、瑠花はちゃんと戦った。自分が言いたかった事を、ちゃんと滝沢さんに伝えたんだ。

「あ、たりまえ、でしょ」

　ちいさく丸くなってしゃがみ込んだ瑠花は、ついさっきとはうって変わって酷ひどく弱い。

　だけど、弱さだけじゃない。その体から溢れてくるのは、何も出来ないと泣いているだけの女の子では決して放つ事の出来ない、強い力だ。

「すげーよ、瑠花は」

　もう一度同じ事を言って、その頭にぽんと手を置く。

「……」

　抗議するような視線が、俺に向けられる。

　だけど、結局その手がふり払われることは無かった。




　　　　[image: くぎり]




　その日から、瑠る花かは毎日滝たき沢ざわさんにメールを送り続けた。

　朝学校に着いて一通。放課後に一通。そして、仕事終わりに一通。一日に送るメールをその三通と決め、瑠花は考えに考えたメールを送信していた。とは言っても、特別な何かをしているわけじゃない。日常をつづった何でもないメール。体調を気遣うメール。天気や先生の話。先輩や友達の話。たまに、自分の話をしていた。

　時間が許す限り、出勤前に現場にも行った。何をするわけじゃない。ただ、道の反対側から滝沢さんの仕事を見ているだけだ。でも、一向にメールの返信をくれない滝沢さんを知るには、その方法しかなかった。

　しかし、四月三十日の放課後になっても、瑠花の努力が報むくわれる事は無かった。

　今日は生あい憎にくの雨で、瑠花が滝沢さんにメールを送る最後の日なのに、彼の現場は休み。念の為と行った現場は、ブルーシートが掛けられ誰ひとりとして居なかった。

　俺と瑠花は、少し肩を落としながら並んで店へ向かう。

　春の終わりの長雨は、俺らの心を埋めるように降り続け、明日もまだ止やまないらしい。

　だけど、四月は終わる。瑠花の指名はまだ０のままで、最終日の今日に指名が取れる予定も入っていない。どうやら、……ノルマは達成できそうもない。

　でも、横を歩く瑠花の顔に後悔の色は浮かんでいない。瑠花は、やれることを精一杯やった。こいつの横で、誰よりも俺が見ていた。それにきっと、真ま琴ことも彩あや香かも、洋よう司じ先輩も美み咲さ子こさんも見ていた。

　彩香はきっと、笑って瑠花のやった事を認めてくれるだろう。

　一人で十二本もの指名を獲得した真琴は、瑠花の成績のせいでノルマが達成できない事に少し文句を言うかもしれない。それで二人はまた喧けん嘩かをするかもしれない。

　でも、きっと心から責め立てたりはしない。それで俺達の関係が崩くずれる事はきっとない。それは、別に強い絆きずなが出来ただとか、信頼関係が結べたとか、そういうのじゃないと思う。ただ、俺達の帰るべき家は同じだから……帰らないわけにはいかないのだ。

　瑠花と真琴が喧嘩して、彩香はそれを笑いながら見ていて、それを俺が頭を抱かかえながらどうにか収めるというのが、俺ら家族の〝いつも通り〟なのだから、今さら喧嘩する事を気に病やんでも仕方ない。

　そんな事を考えていると、俺らの店が見えてくる。

　ほんの二十日前。瑠る花かと共に、入る事さえ躊ちゆう躇ちよしていた店は、いつの間にか安あん堵ど感さえ覚える場所になっている。

「さ、今日も頑がん張ばろうか」

　傘を閉じ、ドアノブに手をかけながら言った俺に、瑠花は、

「あたりまえ」

　と返す。そんな〝いつも通り〟の反応に俺は笑って、店のドアを開いた。

「「おはようございます」」

　重なった俺らの声に、フロントカウンターの中に入っていた洋よう司じ先輩が「おはよう」と返してくれる。

「ナイト君来たぁ。はい、タオルだよ」

「二人共お疲つかれ。雨、酷ひどかっただろ。瑠花、更衣室にタオルあるから早く拭ふいて着替えてきな」

　と、店の奥から真ま琴ことと彩あや香かが顔を出し、入れ替わるように瑠花が更衣室へと向かう。

「二人とも、おはよう。今日の予定は？」

　真琴からタオルを受け取りながら、二人に今日の指名客の予定を聞く。すると、彩香は、

「今日は誰も来てくれなさそう」

　と肩を竦すくめる。

「今日は川かわ俣またさんが来てくれるって」

　と、真琴は笑う。

　つまり、彩香は今月の指名二本。真琴は今日の人が来てくれれば十三本。合わせて十五本。本数的にはノルマクリアとなる。

　だが、瑠花が指名を取っていなければ、ノルマ達成とは言えない。

「そっか、了解。じゃぁ、今日も頑張っていこうな」

　と笑って、俺も自分の着替えをしようとカウンターの奥へと足を踏み出した、その時。

「あ、黒くろ部べちょっと待った」

　と、カウンターで帳簿整理をしていた洋司先輩が俺を呼び止める。

「着替える前にちょっと買い出し行ってきて」

「あ、分かりました」

　先輩から電子端たん末まつとメモを受け取ると、俺は「じゃ、さっさと行ってきます」と声をかけ、ドアを開ける。

　後ろからは「いってらっしゃぁい」という真琴の声と、「気を付けてな」という彩香の声。四月は終わろうとしている。だけど、俺達の生活は、まだまだ始まったばかり。

　傘を広げ、近くのスーパーへの道を歩きながら、俺は入店してから今日までの事を思い返す。いろいろ、本当に……沢たく山さんの事があった。

　でも、思ったより悪くない一カ月だった。辛つらい事もあったし、悲しくて、どうしようもなくなった事もあった。でも、全部が俺を成長させてくれたと、今なら思う。心残りといえばやっぱり、瑠る花かに指名を取らせてあげられなかった事だな。

　俺が指名を取らせてやるなんて大口を叩たたいたのに、結局出来たのは顧こ客きやくノートの作成を手伝う事だけだった。もし、今日の営業が終わって、それでも瑠花に指名が入っていなかったら、素直に謝ろう。謝るなって言われるかもしれないけど、それでも謝ろう。そして、来月からまた頑がん張ばればいい。

　来月は、どんな事が起こるだろうか。

　そう考える時、俺の頭を占めるのは、入店初日に感じていたような、不安と恐怖の感情ではない。どこか、わくわくするような、そんな感情だ。

　もちろん、辛つらい事もあるだろう。でも、そんな辛い事を俺達はどうやって乗り越えていくんだろう。未来の自分を思い浮かべても、困り果てている顔が浮かぶのに、その後にはちゃんと笑顔を思い浮かべられる。

　二十日前には想像さえ出来なかった感情に、俺は自然と笑ってしまう。そんな自分にまた少し笑って、俺はスーパーに入っていく。

　傘をたたみ、カゴを手に持ち、雨で来客の少ない店内をメモを見ながら進んでいく。メモの内容を見ると、予想以上にかさばる物ばかりで、ちょっとぐったりする。

　トイレットペーパーとコーンフレークと、クラッカーとポテトチップス三袋と……マジでかさばりすぎだろ。店からは近いから文句を言う程じゃないだろうけど、雨の中これを持って帰るのは骨が折れそうだ。

　心の中で毒づいて、まずは食品系を買おうと通路を曲がった時──。

　俺は、思わずその場で立ち止まってしまった。

「……滝たき沢ざわさん」

　漏もれ出た俺の声に、目の前の人物がこちらを向く。

「……あ」

　そこに居たのは、普段着姿の滝沢さん。しかし彼は、俺の姿を一いち瞥べつすると、またすぐに商品棚に目線を戻す。それは、明らかな拒絶だった。

　瑠花の思いは……やっぱり、伝わらなかったのだ。

　どれだけ瑠花が、滝沢さんを理解しようとしても、滝沢さん自身は、全くそれを望んでくれていない。

　なら、もう。今俺に出来ることは……何もない。

　滝沢さんは目の前の商品棚から、適当に商品をカゴに投げ込み、俺に背を向けレジに向かう。その姿を俺は、立ち止まったままただ見る事しか出来なかった。

　ここで俺が何かを言ったって、仕方ない。そもそも、今さら俺が何を言う？　瑠花は頑張ったから、認めてやれとでも言えば良いのか？　そんなの、可お笑かしいだろ……。だってあれは、瑠る花かが滝たき沢ざわさんに仕掛けた勝負だったんだ。俺が口を出しては、ルール違反だ。

　遠くで店員の「ありがとうございました」という声が聞こえて、滝沢さんが店を後にした事を知る。

　これで、いいんだ。

　瑠花の思いが伝わらなかったのは、もちろん悔しい。でも、瑠花が決めたルールを、俺が破るなんて事……していい筈はずがない。

　これで、いい。

　ここで何もせず、滝沢さんを見送るのが……。

　見送るのが……。

　いい………。

　いい………。

　………………いい、のかよ。

　ほんとに、いいって言えるのかよ。

　何も分からないままでいいなんて、俺自身で何も動かず、目の前に滝沢さんが居たにも拘かかわらず見過ごして……後であの行動は正しかったなんて、言えるのかよ。

　足を一歩前へ進める。すると、後は考えるまでもない。

　空のカゴを戻し、店を飛び出す。傘を掴つかみ取るが、広げる時間も惜しくて俺はそのまま道へ飛び出す。左右を見渡すが、沢たく山さんの傘に紛まぎれて滝沢さんの姿は見つけられない。

　だけど、ここで諦あきらめてなんてられない。諦められない。やっぱり俺は、何も出来ないまま。何も分からないままでなんて、終わらせたくない。

　その時。傘を差しながら歩く集団の前に、スーパーの袋を提さげて歩く男の人が見えた気がした。姿が見えたのはほんの一瞬で、すぐに隠かくれてしまったけど、もう走るしかない。その人が滝沢さんだなんて、確証は無い。今ここで走る方向を間違えれば、滝沢さんを追う事は不可能になる。だけど、もう迷っている時間さえない。

　俺はあの一瞬見えた人が滝沢さんだと信じて、走り出す。

　間に合ってくれ。話を、させてくれ。

　傘も差さずに走る俺を、道を歩く人達が驚いた顔で見てくるが、気にしてはいられない。

　俺は、瑠花が悩みながらメールを打つ姿を、一番近くで見てたんだ。

　店に来てくれない人に対して、瑠花が出来る事は多くなかった。でも、それでも頑がん張ばっていた。出来る事を、出来る限りやろうとしていた。必死にどういう言葉をかけたら滝沢さんが喜んでくれるかを考えて、毎日メールを送っていたんだ。

　もうきっと、二度と店には来てくれない滝沢さんに『ただ分かって欲しい』という思いだけで、瑠花は必至にメールを打っていたんだ。

　指名が欲しいとかそういうんじゃない。せめて、答えが欲しかったんだ。

　前を歩く集団が道を逸それ、さらに前を歩いていた人の姿が見える。

　──それは、間違えなく俺が追っていた人だった。

「滝たき沢ざわさんっ！」

　俺の声に、滝沢さんがゆっくりと振り返る。

「お前」

　驚きと不審を合わせたような顔を見せた滝沢さんは、俺に何かを言おうとして、やっぱり口を閉じて、それから「はぁ」と溜ため息いきをついて肩を落とし、結局口を開く。

「……傘持ってんのに差さないとか、馬ば鹿かなのか？」

「……はぁ、……はぁ。あのっ！」

　雨の中濡ぬれていれば寒い筈はずなのに、自分でも驚く程熱い。

「何？」

「話を……」

　迷惑そうに顔を歪ゆがめながら、彼はしばし俺を見る。

「…………」

「…………」

「……ったく、とにかく軒のき下した入れ。俺が変な目で見られんじゃねーか」

「……っ！　ありがとうございますっ！」

　深々と頭を下げる俺になど目もくれず、滝沢さんは目の前の公園に入っていく。そこは入店初日、逃げ出した瑠る花かを俺が見つけた場所だった。

　公園の手前には屋根の下にベンチがあり、滝沢さんはそこに向かっているのだろう。雨の公園には誰も居ず、ずぶ濡れになった俺としては有あり難がたかった。

　彼の背を追って屋根のある場所に入った俺に、屋根の支柱に寄りかかった滝沢さんはぽつりと告げる。

「聞いた」

「……え？」

「今日がリミットのノルマがあるんだってな」

「……それ、誰から」

　瑠花がノルマの事を滝沢さんに言う筈がない。そんな事を言えば、営業だと疑われたって文句は言えなくなってしまう。

「大おお倉くらさんが言ってた。だからあんなに必死だったんだな。おかしいと思ってたよ」

「違います」

　言葉は考えるより先に口から出ていた。

「それは違います。瑠花は店に来てもらう為に滝沢さんにメールをしたり、現場を見に行ったわけじゃないんですっ！」

　俺の言葉に、滝たき沢ざわさんの顔がますます歪ゆがむ。

「じゃぁ、なんで」

「あいつは……。滝沢さんが初めてだったんです」

「…………」

　滝沢さんは知らないだろう。あの日、滝沢さんの背中が見えなくなるまで頭を下げ続けていた事。頑がん張ばれた。そう言って笑った瑠る花かの笑顔を、この人は知らないだろう。

　だけど、俺はそれを一番傍そばで見ていたんだ。

「宮みやヶが瀬せ瑠る花かっていう女は、本当に我わが儘ままで、不器用で……。最初は店から逃げ出すくらい、仕事が出来なかったんです。でも頑張って、少しずつ出来るようになって。それで滝沢さんに……初めて、心から『また来る』って言ってもらえたって喜んでたんです。でも……あなたは本当に喜んでいたわけじゃなかった。大おお倉くらさんの付き合いで、仕方なかったんだって知って……悩んで。先輩は『気にすんな』って俺達に言ってくれたけど、でも瑠花は目を逸そらせないんですよ。馬ば鹿かなんです。不器用なんです。受け流せないんです。あいつは……そういう奴やつなんです」

　真ま琴ことや彩あや香かのように、『気にしない』事が出来れば、楽だった。

　本当に気にしないわけじゃなくても、気にしない振りが出来れば良かった。

　でも、出来なかった。

「……本当、迷惑な話だよ」

「すみません。でも、それも今日までです」

　今月いっぱい、メールを打つ。それでダメなら諦あきらめる。そう決めたのは他でもない、瑠花自身だ。

「でも、俺は店には行かないし、同情もしない」

　そんな事、分かってる。でも……。

「それで、いいです。でも、最後に一つだけ教えて下さい」

　一つだけ教えてもらえれば、それでいい。それだけの為に、瑠花は頑張っていたんだ。

「何で、そこまで瑠花を嫌ったんですか？　俺達の仕事を、嫌ったんですか？　それだけでいいんです。教えて、くれませんか？」

「最初に言っただろ。酒飲むだけで金が貰もらえるような仕事をしている奴とは、話したくない」

「なら、どうして最初に会った日。楽しそうに笑っていられたんですか？　最後に笑顔で『また来る』なんて言ったんですか？」

「お前には分からないかもしれないけど、付き合いってもんがあんだよ」

「……それは、何となく分かります。でも、それにしたって……」

　あんな顔をするなんて、酷ひどいじゃないか。

　それに俺にはどうしても信じられなかった。あんなに一生懸命に働いている滝たき沢ざわさんが、瑠る花かの頑がん張ばりを頭ごなしに否定するなんて……思えない。

「他に、何かあるんじゃないですか？」

「……他？」

「滝沢さんも、本当はもう分かってるんじゃないですか？　瑠花の仕事はただ酒を飲んで話しているだけじゃない。そもそも、ただ酒を飲んでいるだけで給料が貰もらえる仕事を、この【自立都市】が仕事として認めるわけはない。だってここは、教育を目的とする街です」

「…………」

「何かあるなら、教えて下さい。それを知らなきゃ俺らは、先に進めないんです」

「お前に言う義理はねぇよ」

　分かってる。そんなの分かっている。

「もう、瑠花はメールもしません。現場にもいきません。でも本当にアイツはただ知りたいって思いだけで頑張ったんです」

　頭を下げ告げた俺の言葉は、きっと押し付けなのだ。

　俺らは知ろうとしたから、あなたの事も教えて下さい。そんな我わが儘ままで、傲ごう慢まんで……救いようもないくらい子供な考えなんだ。

　だけど、いくら待っても滝沢さんからは何の言葉も聞こえてこない。

　ゆっくりと顔を上げる。すると、そこには顔を歪ゆがめた滝沢さんの顔がある。

　しかしその顔は、怒りとも、俺に向けられた嘲あざけりとも違う気がした。そう、どこか痛みを伴った表情に、俺には見えた。

「滝沢さん……」

「…………」

　俺の呼びかけに、返事が返ってくる事はない。

「滝沢さんの会社にも、今年新入生が入ってきましたよね？」

「…………」

　その問いかけにも、返事は返ってこない。だけど、俺は諦あきらめるわけにはいかないんだ。

「彼が何かミスをして、それで滝沢さんは怒りますか？　いや……、怒るのはいいんです。怒るんじゃなくて……」

　言いながら、俺は必死に自分の考えを纏まとめる。初めて滝沢さんの現場を見つけた時、彼がへっぴり腰で梯はし子ごを上ってくる後輩に見せた笑顔を思い出す。

　洋よう司じ先輩が、美み咲さ子こさんが俺らを見ていた時の表情を思い出す。そして、

「見捨てますか？」

　出てきたのは、そんな言葉。

　確かに瑠花はとんでもないミスをした。だけど、それは許されないものだろうか？　大おお倉くらさんが瑠る花かを許さないのはいい。彼にそれだけの事をした。でも、美み咲さ子こさんや洋よう司じ先輩。その他の先輩が瑠花を許さないなんて可能性は、あっただろうか？

　俺は、そんな可能性は無かったんじゃないかと思う。

　反省して、ちゃんとやろうとする後輩を拒絶する先輩なんて居ないんじゃないかと思う。

　少なくとも、うちの店の先輩達は瑠花を許した。

　そしてきっと、滝たき沢ざわさんだって、慣れない仕事をする後輩のミスを怒りはすれど、たった一度の失敗が原因で、見捨てたりはしないんじゃないかと思った。

　だって、あの時。どうにか梯はし子ごを上る後輩に向けた笑顔は、本当に温かかった。

「……何なんだよ」

　小さな、本当に小さな声が、ぽつりと漏もれた。

　そんな事を呟つぶやいた滝沢さんの顔は、呆あきれと諦あきらめと苛いら立だちを混ぜたような表情をしている。

「……お前、マジでムカつくな」

「え、あの。えっと、……すみません」

「いいよ、もう。あと、悪かった」

「え？」

　不機嫌に漏れたその言葉を正確に聞き取れず、俺は思わず聞き返す。

　でも、もしかして今……。

「だから、お前らに酷ひどい事言って悪かったって言ってんだよ」

「……あ、え？」

　今度は、きちんと聞き取れた。でも、突然の事に今度は俺の脳が追いつかない。

　理由を聞かせてもらいたかった。でも、まさか謝罪されるなんて思ってもみなかったのだ。

「半分は、ただの八つ当たりだ。お前らは……悪くない」

　八つ当たり……。

　お前らは、悪くない。

　滝沢さんの言葉が、脳内を反響するみたいに何度も何度も聞こえてくる。

「あと、最初の日。『また来る』って言った時の言葉は、多分……本当だ」

　続けて言われたその言葉は、余計俺を混乱させる。初めて瑠花が滝沢さんに会ったあの日。彼は本当に、また来てくれる気があったというのだろうか。

　本当に瑠花と一緒に居た時間を、楽しいと思っていたのだろうか……。

　なら、何な故ぜ。次の日、俺らにあんな事を言ったのだろうか。

「どういう……事ですか？」

　問いかける俺に、滝沢さんは「[image: ]ぁっ」と苛立ちを抑え込むように髪をかき乱す。

「ったく、何なんだよ。んな真まっ直すぐぶつかってきやがって。ここで意地張ったら、俺がガキみてぇじゃねーか。畜ちく生しよう」

　ぶつぶつと文句をぶつけられても、俺にはその理由が分からない。

「こんな事、一度しか言ってやらねぇからな」

「……はい」

「まず、俺は最初からキャバクラなんて場所は好きじゃなかった」

「はい」

「あの日も大おお倉くらさんに誘われて、仕方なく行った。あの人には借りがある。無下にも断れねぇし、誘いに乗ったからには愛想よくだってする。せっかくキャバクラに連れてきてもらったんだから、楽しんでる振りくらいはする」

「……はい」

「だけどそうやって笑ってたら、いつの間にか本当に笑ってる時もあって。俺が思ってた程、悪い場所じゃないのかもな、とは思った。こういう仕事もあるんだって、一つ勉強になった」

「……はい」

「別に通いたいとは思わねぇし、一人で行こうなんてのも思わない。でも、大倉さんに誘われて、断れないなら……また行ってもいいかぐらいには思った。だからあの時の言葉は、別に噓うそだったわけじゃねぇんだよ」

「…………じゃぁ、なんで」

　滝たき沢ざわさんの感情に、どんな変化があって、俺らにあんな事を言ったのだろう。

「帰りがけ、大倉さんにあの子のミスの事を聞いた。ほんと、どうしようもねーミスだよな」

　その事に関して、俺は何も弁解出来ない。

　誰から見ても、出勤初日に瑠る花かがやらかしたミスは、酷ひどいものだっただろう。

　しかも、滝沢さんは大倉さんに借りがあると言った。そんな人にあんなミスをされたら、腹を立てるのも頷うなずける。

「だから……」

「ちげーんだ」

「……え？」

「確かに、大倉さんにそんな事をされたんだって知って、腹も立った。でも、だったらあの子一人を嫌えば良かった。でも、俺はお前らの仕事が嫌いになった」

　俺の言葉を遮るように滝沢さんは言葉を綴つづり、苦いものを飲み込むように表情を歪ゆがめ、奥歯を噛かみしめる。

「三カ月前、現場で事故があった。その日は先輩が休みで俺が責任者だった。ちょっと目を離した、ほんの数分の出来事だったんだ。足場の上でふざけた後輩が、そのまま落下して……命に別状はなかったけど、そいつの足はもう二度と動かなくなった」

　ほんの少し前まで、苛いら立だちに歪んでいた滝沢さんの顔に浮かぶ色は……後悔だ。

「もちろん、そんな体で大工なんて仕事、続けられる筈はずもない。少なくとも一年は入院とリハビリが必要だ。結局そいつは退学して実家に帰った。どうしようもないミスだけど、ちょっとした気の緩ゆるみが生んだミスだったんだ。なのにあいつは、もう自分の足で歩く事も出来ない体になっちまった。だが、あの子のミスは、『ごめんなさい』一つで済むんだって思ったら、もう自分では感情の制御なんて出来なくなっちまったんだ」

　何も……言えない。

　彼の身を苛さいなむ後悔が、表情から痛い程伝わってきた。

　滝たき沢ざわさんの後輩がほんの少しふざけた代だい償しようは、とてつもなく大きいものだった。

　それに比べれば、瑠る花かの支払った代償はただ『ごめんなさい』の一言だけ。そんなの、代償とも言えない。

「やっぱ……八つ当たりだな。俺らが危険冒おかして仕事してんのに、何なんだって腹立ててたんだ。悪かったよ」

　一つ息を吐はき出して、滝沢さんはもう俺に言う事は無いと傘を広げる。

「……あのっ」

　考えの纏まとまらない頭で、歩き出そうとする滝沢さんを呼び止める。すると、彼は素直に足を止めてくれた。

「ありがとう、ございました」

　自分の苦い思い出を教えてくれて。

　言う義理なんて、本当に無かったのに、ちゃんと話してくれて。

　そして俺らを前に進ませてくれて……ありがとうございました。

「俺が謝ってんだから、礼なんて言うんじゃねーよ」

「でも、こんな事言ったら可お笑かしいとは思うんですけど……。教えてくれて、嬉うれしかったです」

　滝沢さんの気持ちを思えば苦しいのに、確かに嬉しいのだ。

　彼が俺達に向けた言葉の意味を知って、余計に悲しい気持ちになっているのに、彼がそれを伝えてくれたという事実が……嬉しい。

　きっと、瑠花のメールは無む駄だじゃなかった。

　その努力を、滝沢さんはちゃんと分かってくれていた。

「……ほんとお前らの仕事って、変な仕事だよな」

　呆あきれているような、褒ほめてるような。そんな顔で滝沢さんは笑う。

　それは、俺に初めて向けられた、滝沢さんの笑顔だった。

「ちょっと見直した。なんでそんな客ですらない俺に、毎日メール打ったり現場見に来たり出来んだよ」

　その言葉に、俺はちょっと考える。

　答えが欲しかった。認めて欲しかった。そんな感情は、もちろんある。でも……きっとそれだけじゃない。

「きっと」

　俺がこの仕事を初めて、まだ二十日ばかりだ。まだまだ分からない事も多いし、出来ない事も多い。だけど、少しだけ見えてきたものもある。

「滝たき沢ざわさんが家を作るみたいに……俺らは絆きずなを作っているんです。形あるものじゃないけど、絆を作るのが俺らの仕事なんです。俺や瑠る花かには、まだ絆と言えるものは無いかもしれないですけど、でもきっと。いつか、滝沢さんの所に俺らの名前が聞こえてくるくらい、強くて大きな絆を作ってみせます」

　ちょっと照れて笑った俺に、滝沢さんはまた少しだけ笑って、背を向けて歩き出す。

　滝沢さんが消えた公園の出入り口を見ながら、僕はもう一度笑う。

　もう関わりあう事は無いかもしれないけど、同じ街に住む者同士、どこかですれ違った時に笑顔を交わせるくらいの仲にはなっただろうか。そうならいい。

　それだけで、ちょっとだけ嬉うれしい。

　今の話を瑠花に話したら、奴やつはどんな顔をするだろうか。

　怒るだろうか……。笑うだろうか……。泣くだろうか……。

　たぶん……全部だな。

　宮みやヶが瀬せ瑠花という女は、そういう奴なのだ。

　感情を表に出さなきゃいられない。でも、素直には出せない。面倒くさくて、でも、分かってしまえばとても素直な女の子なのだ。

「さ、俺も帰るか。瑠花の奴がどんな顔するか早く…………っあ」

　今まですっかり忘れていた事を思い出し、俺は慌あわてて腕時計を見る。

　時刻は───十七時十分。

　完全にもう店は開いている時間だ。しかも、買い出しをすっぽかしている。

　びしょ濡ぬれのまま慌ててスーパーまで走り、「スミマセン。なんか、本当にスミマセン」と謝りながら会計を済ませる。絶対にレジの人に不審がられただろう。

　そのまま走って店へ戻り、びしょ濡れのままドアを開くと、フロントに居た洋よう司じ先輩に呆あきれ顔をされた。

「……お前、何やってんだよ」

　そして、怒る代わりに、フロントの奥からタオルを投げつけてくれる。

「早く着替えろ、風か邪ぜひくぞ」

　その声が何だか温かくて、その時初めて……泣きそうになった。
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　それは、黒くろ部べ奈ない斗とがこの街に来る、約二カ月前。一つの建設会社が事故を起こした。

　仕事中の不注意が原因の事故は、とくに大きなニュースになる事も無く、日々の生活に追われる生徒達は日常を重ねていった。

　しかし、忘れる事の出来ない生徒達も居た。事故を起こした建設会社の生徒達だ。

　彼らはその事故により、仕事の納期を遅らせ、後に続く筈はずだった仕事をも失った。信頼も失い、仲間を失った心の傷を負った彼らの会社は、もう都市による会社更生法を受けるしかないかに思えた。

　しかし、以前から付き合いのあった設計事務所だけは、彼らを切る事なく仕事を依頼し続け、それにより仲間を失った彼らも、表面上だけはいつもの生活を取り戻したのだった。

　あの事件から、約三カ月。

　滝たき沢ざわ俊とし也やは春の長雨の中、彼が住むマンションへとたどり着く。傘を閉じ、階段をのぼりながら電子端たん末まつを取り出すと、メールの着信マークが点灯している。

『あぁ、そろそろメールが来る時間か』

　もう日課になった着信に、彼はメールボックスを開く。






　───雨、なかなか止やまないですね。

　　　　最後に一目、滝沢さんを見ておきたかったけど、雨だからお仕事お休みでした。

　　　　夜のメールを送ったら、もうあたしが滝沢さんにメールを送ることも無いんですね。

　　　　なんだかちょと、変な感じです。

　　　　いつの間にか日課みたいになっちゃいました。

　　　　でも、約束だから次が最後です。

　　　　何を送ろう……今から、沢たく山さん考えておきます。

　　　　楽しみにしていてくださいね。
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「……そっか」

　ちゃんと分かっている筈だった。今日が最後だと。

　望んでいた筈だった。このメールの終わりを。

　でも、いつからだろう。

　端末を開くといつも光っているメールマークを〝いつも通り〟だと思ってしまっていたのは。

　返信なんてする気は無いくせに、その文面を楽しみにしていたのは。

　彼はそのまま端末で過去のメールを呼び出す。

　マンションの階段に立ち止まったまま、端末画面に綴つづられた言葉を読み返す。

　そして、少しだけ茫ぼう然ぜんとした。

　自分は、いつの間に、こんなに多くを知ってしまったのだろう。

　料理は得意じゃない事。勉強は少し自信がある事。中学に入学するまでは仙せん台だいに居た事。その後、東京に来た事。同居人の真ま琴ことという女の子が嫌いな事。彩あや香かという女の子は、ちょっと好きな事。担任は草くさ木きという人で、もう随ずい分ぶんと歳だという事。クラスメイトが面おも白しろい事。こんな楽しい学校は久しぶりだと言ったから、中学時代はあまり友達が居なかったのかもしれない。好きな食べ物はメロンパンで、好きなキャラクターだと言って添付してきた写真は、なんだかあまり可愛かわいくないぬいぐるみだった。

　そして、どれだけ自分の事を、彼女に知られていたのだろう。

　メールを返信さえしていない彼は、自分の事を何も教えていない。だけど、部下を怒る時に怖すぎるとメールで言ってきた時、余計なお世話だとだけは言ってやりたかった。

　……そう、メールを返せば良かったのかもしれない。

　小さく笑い、頭を振って、彼はゆっくりと端たん末まつをポケットにしまった。

　四月はあと数時間で、終わりを迎える。
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　四月最終日。時刻は十九時四十分を回ったあたり。

　雨だというのに今夜も【Club　Butterfly】は賑にぎわいをみせていた。

　瑠る花かは結局指名を取れなかったが、それを責める奴やつなんて一人もいなかった。

「奈ない斗と、ありがとね」

　キッチン前でフロアを見渡していた俺に、待機席に居た筈はずの瑠花が話しかけてくる。

「……なんだよ」

「滝たき沢ざわさんの事。すごい、すっきりした」

「……おう」

「五月は、ちゃんと指名とれるように、もっと頑張るね」

「……おう」

　やけに素直な瑠花の態度に、俺はちょっと返す言葉が見つけられなくて、ただそうやって頷うなずいた。

　だけど、待機席に戻っていく瑠花の背中は、なんだかキラキラしている。

　ノルマは達成できなかったけど、別に何も出来なかったわけじゃない。まだまだぎこちないながら、今日も笑って仕事をこなしていく。

　成績は残せなかったけど、今はそれでいい。本当は悔しいけど、でも、この悔しさは来月にぶつければいい。

「お願いしま～す」

　その時、美み咲さ子こさんの声が聞こえ慌あわてて駆け寄ると、ニッコリと笑みを向けられた。その横には同じく、優しく笑った大おお倉くらさん。

「ボトルのおかわりと、あと瑠る花かちゃん場内でっ！」

　その言葉で、美み咲さ子こさんと大おお倉くらさんの笑みの理由に気付く。

　ノルマが達成できなかった瑠花を、最後の十数分だけでも席に呼んで慰なぐさめてくれようとしているのだろう。

「はい、ただいま」

　二人の優しさに感謝しながら、俺は笑顔で瑠花を迎えに行く。待機席に居た瑠花にその事を告げると、彼女も笑顔で立ち上がる。

　大丈夫。俺らはきっと、大丈夫だ。

　どんなに悩んでも、悲しんでも。ちゃんと見ていてくれる先輩が居る。大切なお客さんが居る。そして、俺らに後輩が出来た頃、そんな事もあったねと笑うんだ。

「お待たせしました。ご指名ありがとうございます、瑠花さんです」

　大げさな口調で瑠花を席へと促うながした俺の声に、美咲子さんも、大倉さんも、そして隣の瑠花も笑う。

　初めてこの店に来て。初めて洋よう司じ先輩や美咲子さんに会って。初めて滝たき沢ざわさんの横に瑠花が座って。そして、あんな事件があってから、まだ一カ月も経たってないなんてとても信じられなかった。

　その時。

「お客様ご来店です」

　フロアの入り口からそんな声が聞こえる。

　どうやら、また【Club　Butterfly】に癒いやしを求めた人が訪れたらしい。

　なら俺は、この店の一員として。楽しい時間を提供するプロとして。精一杯、心を込めて新しいお客様をお迎えしよう。

　俺は大倉さんに小さく頭を下げ、フロアの入り口を見て──。

「いらっしゃいま……え」

　そして、信じられない人の来店に……茫ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　フロアの入り口に居たのは、彼をご案内する洋司先輩と……。

「……滝沢さん」

　不機嫌そうに顔を歪ゆがめた、滝沢さんの姿だった。

「瑠花さんご指名、Ｃ４番テーブルご案内です」

　わざと大きな声で放たれた洋司先輩の声に、すでに会話を始めていた大倉さん、美咲子さん、そして瑠花の動きが止まる。

　いや、それだけじゃない。

　店のあちこちに居た先輩達が。真ま琴ことが、彩あや香かが、驚いたように動きを止めている。

「……え？」

　自分の耳を疑うように瑠る花かは声を上げ、思わず立ち上がる。

　そして、その眼で彼の姿を見つけたのだ。

　毎日メールを送った相手を。仕事場に足を運んでまで見に行った人を。

　ただただ、返信を待ち続けた相手を──瑠花は見つけた。

「……滝たき沢ざわ……さん」

　その瞬しゆん間かん、瑠花は手で口を覆おおう。早くも目には涙が浮かんでいる。

「別に、お前の仕事、認めたわけじゃないから。でも、知らなきゃ何も言う権利はねぇんだろ？」

　洋よう司じ先輩にエスコートされ、大おお倉くらさんの隣の席に通された滝沢さんは、居心地が悪そうにパーカーのポケットに手を突っ込んでいる。

　だけど、瑠花は笑う。

　ボロボロと涙を流しながらも、泣き虫な瑠花はもう逃げない。
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「あたりまえ、でしょ」

　泣きながらでも、瑠花は笑う。瑠花は戦う。

　瑠花の隣に立った俺は、その背をそっと押す。

「ご指名、ありがとうございます。瑠花さんです」

　大丈夫だ、瑠花の。そして、俺達の居場所は……ちゃんと、ここにある。






　　　アフター










「瑠る花かっ、早く食わねぇと遅刻するぞ」

　五月一日。時刻は午前七時四十分。

　焦こげた魚の匂におい漂ただよう、穏やかなリビング。昨日からの予報を裏切り、今日は晴天そのもの。

　目覚まし時計を投げつけられた頭が痛んだが、今それを言っても仕方ない。ちなみに瑠花はまだうさこぱんだ柄のパジャマ姿で、箸はしを持ったまま舟をこいでいる。

　今日から新しい月が始まるが、我が家の食卓は先月と変わる事なく、騒々しさと情なさけなさで溢あふれていた。

　表面がカリカリを通り越したアジの開きが、俺に恨みをぶつけるように白い目で見つめてくるのは偶然だろうか……。

　あー、お前の事は悪かったと思ってるよ。

　そんなどうでもいい事を考えていた時、カランと小さな音が聞こえて見ると、瑠花が箸を落としていた。

　どうせコイツの事だから昨日の夜、嬉うれしさと興奮で眠れなかったのだろう。

　いつもなら小言の一つも言ってやりたいところだが、今日のところは大目に見よう。

　しかし、瑠花の姿を見ていた真ま琴ことが一言。

「あーぁ、本当に子供みたい」

　もちろん、その言葉はいつも通りの棘とげ入りだ。

　呟つぶやいた真琴に、瑠花は条件反射のように鋭い視線を向ける。

　という事で、これからリビングは戦場と化すのだろう……。

　が、眠気に負けたのか、すぐに視線を落とす。

　ほんと、今だけは瑠花が朝に弱くて良かったよ。

　しかもそこで、思わぬところから瑠花への助すけ太だ刀ちが入る。

「そういう真琴こそ、好き嫌いは良くないじゃん」

　我が家の安定剤（しかし、その効果はかなり気まぐれである）が指し摘てきすると、真琴はぶぅと頬ほおを膨ふくらませる。

「えぇ～。だって、ニンジン嫌いなんだもんっ」

「そんな事言わないで食べないと、作ってくれた奈ない斗とに申し訳ないだろ？」

「でもさ、でもさ。ニンジンが嫌いなマコちゃんが食べるより、ニンジンが好きな人が食べたほうが、ニンジンさんも喜ぶと思うんだけどなぁ」

　見上げるように甘える真ま琴ことだが、彩あや香かには効かない。

「だめ」

「ぶー」

　一も二もなく却下され、不満げに視線を下げて箸はしの先でニンジンを転がす。

　その時。

「……ガキ臭くさ」

　と短い声が聞こえる。

　その出所は……まぁ、こいつだな。

　未いまだ眠そうに瞼まぶたを半分落としながらも、不機嫌そうに呟つぶやいた瑠る花かに真琴はキッと視線を向け、すかさず言葉を投げつける。

「朝起きれない誰かよりは、マコちゃん大人だと思うけどなぁ～。ねぇ、そうでしょ？　ナイト君っ」

「いつでも男に甘えようとするんじゃないわよ」

　あー、なんかデジャブ？

　いや、違うか。ただ、〝いつも通り〟なだけだ。

　そう思うと、少し笑えてきた。

　やっぱりどうしたところで、俺の朝に平穏は無いらしい……。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんの飛び交うリビング。騒がしい生活。でも、全部全部悪くない。

　俺らはまだ、信頼とか友情とか、そこまで言える絆きずなは無い。

　だけど、間違いなく家族だから、きっとこれからいくらでも、絆は結んで行ける。

　少しずつ、ちょっとずつ。

　ゆっくりと、結んでいけばいい。






　　　あとがき







　高校一年の夏休み直前。私は、とあるファミリーレストランでアルバイトの面接を受けました。別段制服が可愛かわいかったわけでも、時給が高かったわけでもありません。志望動機は、中学時代からの友人がその店でアルバイトをしていた事と、家から五分という立地。

　特に主張するほどの何かがあったわけではありませんが、友人の紹介という事もあり、面接をクリア。さっそく夏休みから仕事を始めるようになりました。

　しかし、そこからが大変。今思い出せるだけで、私はいくつのミスを重ねたでしょう……。

　グラスが入ったケースを棚たなから落とし、全て割った事もありました。お客様のコートにミルクを零こぼした事もありました。バイト仲間とのおしゃべりに夢中になり「すみませ～ん」という声を聞き逃したり、コーヒー豆を通路中にまき散らかしたり。注文間違いなど、それこそ数えられません。

　だけどアルバイトをする自分は、なんだか少し大人になったみたいで、こそばゆくも嬉うれしかったです。初めてのお給料日にさっそく記帳してニヤけた事も、年上のスタッフさんがちょっと憧あこがれだった事も、今ではいい思い出です。

　そのお店はもうなくなってしまいましたが、初めて「いらっしゃいませ」と笑い、「ありがとうございました」と頭を下げた店内風景を、今でも忘れる事が出来ません。

　高校一年生の夏の日からそろそろ十年。私は今でも接客業を続けています。




　ご挨あい拶さつが遅くなりました。初めましての方、初めまして。前作からお付き合い頂いている方、お久しぶりです。菱ひし田だ愛まな日びです。前作も小さなお店を舞台にしたお話だったのですが、気付けば今回もお店が舞台です（『空の彼方かなた』１～３巻。メディアワークス文庫より発売中♪）。

　とはいえ、今回は作風をガラッと変えてみました。キャバクラ＋青春＋学園＋同居＋ラブコメディ。いろいろ詰め込まれたお得セットでございます。まだご購入をお迷いの方も、明るく楽しいお話なので気楽に読んでいただければ嬉しいです。

　さて、先にも触れたように、私はずっと接客業をしてきました。いや、接客業しかした事が無いと言っても過言ではありません。ファミレスのウエイトレス。居酒屋店員。ダイニングバーの店員。栄養ドリンクの店頭販売などなど……。現在ではアパレル販売員。業種は違えど、十年間も接客業をしてくれば、仕事も立場も変わってきます。仕事を始めたばかりの主人公より、先輩達に感情移入してしまうのは、致し方ない事なのかもしれません。

　思えば遠くに来たものです……。

　おっと、話が逸それてしまいました。まぁ、そんな私が紡つむぐ接客系ラブコメディは次巻も出させていただけると思いますので、是ぜ非ひ楽しみにしてくださいっ！




　最後になりましたが、お力をお借りした沢たく山さんの方々にお礼を……。

　まず、イラストを担当して頂いたさんた茉まつ莉りさん。可愛かわいらしいキャラクターをありがとうございます。文章ではなかなか伝えきる事の出来ないファッションやヘアメイクが、私のイメージ通りに描かれたイラストを見た時には感動いたしました。

　まだまだ作家としてはひよっ子で、その上初めてのジャンルに右往左往する私に、適切なアドバイスをくれる担当の荒あら木き様、和わ田だ様。いつもありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします。誤字脱字だらけの原げん稿こうを、丁寧に指摘して頂いた校こう閲えつ様。この本が出版されるまでにご尽力して頂いた全ての方々、ありがとうございます。

　キャバクラ事情を教えてくれたＡさん。あなたがいなければこの本は出来上がらなかったでしょう、本当にありがとうございます。職場の方々。友人、家族。いつも応援ありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくれた読者様へ、最大級の感謝を……。





菱ひし田だ愛まな日び
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菱ひし田だ愛まな日び

１９８５年の梅雨生まれ。タウリン1,000㎎配合のドリンクを日々の糧とするアパレル系の夜型作家。上の写真は作者が夜のちょうちょとして働く姿……ではなく友人の結婚式に出席した時の写真。
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さんた茉まつ莉り

フリーの原画、イラストレーターです。最近また昔のアニメ熱があがってます！　思い出補正でしょうか。
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夜よるのちょうちょと同どう居きよ計けい画かく！
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